
高岡市埋蔵文化財調査報告第11冊

間尽遺跡調査報告 Ⅱ

―平成13年度、能越自動車道土砂採取関連事業に伴う調査 (A地区)一

2004年3月

高岡市教育委員会



序

間尽遺跡は,高岡市西部を流れる小矢部川左岸に拡がる西山丘陵の一角に位置してお

ります。また,今回調査が実施されました地点は,谷間にあり平野部からは奥まつた立

地条件にあります。しかし,調査結果はこのような土地柄に関わらず倉庫群や溝などを

はじめとする連綿とした生活の証が確認されるにいたりました。ここでは,年代測定・

花粉分析・珪藻分析など様々な自然科学的な方法を採用することにより地面に刻まれた

往時の周辺環境の痕跡を追求し,人々はなぜこのような場所に着目し生活を営んだので

あろうかとの疑間に少なからず検討材料を示すことができたのではないかと考えられま

す。

最後になりましたが,調査成果が多くの方々に活用され,さ らには地域の歴史及び文

化理解の礎となれば幸いです。また,現地調査ならびに報告書作成に際しまして格別の

ご配慮を賜りました皆様方に厚く御礼申しあげます。

平成16年3月 10日

高岡市教育委員会

教育長 細呂木 六良



例 言      1.本 書は、能越自動車道土砂採取関連事業に伴い実施した、間尽遺跡発掘調査 (A地区)の報告

書である。

2.当調査は、国土交通省北陸地方整備局からの委託を高岡市 (担当 :高岡市建設部能越自動車道

対策課)が受託した事業である。

3.調査地区は、富山県高岡市手流野である。

4。 現地調査は、平成 9年度に試掘調査、平成13年度に本発掘調査を実施した。

5.報告書作成は、平成15年度に実施した。

6.調査関係者は以下の通りである。

平成 9年度 lA地区試掘調査)

課 長 :田村晴彦

課長補佐 :大石 茂

主幹兼係長 :石浦正雄

主 査 :山口辰一

文化財保護主事 :根津明義、荒井 隆、太日浩司

担 当 :山口辰一、太日浩司

調査受託 :有限会社山武考古学研究所 (所長平岡和夫)

担 当

平成13年度

課 長

主 幹

主 査

平成15年度

課 長

副主幹

間宮正光、日沖Hll史

lA地区本発掘調査)

大石 茂

天谷隆夫

山口辰一

(報告書作成)

大石 茂

本林弘吉

文化財保護
―
主事 :根津明義、荒井 隆、太田治司

担 当 :山口辰一、荒井 隆

調査受託 :有限会社山武考吉学研究所

担 当 :湯原勝美、有山径世、千葉孝之

主 任 :根津明義、荒井 隆

文化財保護主事 :太田浩司

担 当 :太日浩司

報告書作成業務受託 :有限会社山武考古学研究所

担 当 :湯原勝美

7.調査実務 (現地調査および報告書作成)は、高岡市教育委員会の監理のもと、有限会社山武考

古学研究所が実施した。

8,自然科学分野に係わる各種分析は、パリノ・サージェイ株式会社に委託して行つた。

また、� 205,209・ 225、 自然流路SD268、 土外 Kl19か ら出上した種実遺体については、

働富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所の中村亮仁氏に向定していただいた。同定結果に

ついては、F問尽遺跡調査報告�』「第5章」に掲載されている。



9.出土遺物のうち、輸入陶磁器については国立歴史民俗博物館の小野正敏氏に、近世陶磁器につ

いては佐賀県立九州陶磁文化館の大橋康二氏にご教示いただいた。

10。 現地調査から本書の作成に至るまで、下記の方々及び諸機関からご教示・ご協力を賜った。

小島俊彰、西井龍儀、邑本順亮、社団法人高岡市シルバー人材センター、大成エンジエアリ

ング株式会社  (順不同・敬称略)

H.本書の執筆担当は、以下の通りである。

第 1章第 1節・第 2節  …太田浩司

第 5章 ―パリノ・サーヴェイ株式会社

第 1章第 3節・第 4節、第 2～ 4章、第 6章 …湯原勝美

凡 例      1.遺 構実測図等における方位は、すべて座標北を示している。

2.本書における遺構記号は次の通りである。

土坑SK101～、溝・自然流路SD201～、掘立柱建物SB401～ 、井戸SE501～ 、柵列SA601～、

/1ヽ ビットSP901～

3.掘立柱建物の記述にあたつては、柱穴に柱根もしくは柱痕跡が残っているものが少なく、柱位

置を正確におさえることが困難であるため、まず、復元柱間寸法を尺単位でおさえ、 1尺 を0.3

mと して換算した。なお、本書で示した掘立柱建物の組み立てはすべて原案である。

4.土層説明は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』(1996年版)に よっ

た。

5.遺物の注記は、間尽遺跡A地区の略号「MAZ9」 、R番号、出土遺構・地点、層位等を続けて記

した。

6.本書に掲載した遺物番号は、種別に係わりなくすべて通し番号とし、その後にカッコで発掘調

査時の遺物取り上げ番号である「R番号」を付した。本文及び遺物観察表・図面・図版の番号

はすべて一致している。

7.引用文献は、著者及び発行年 (西暦)を文中に 〔 〕で示し、巻末に一括して掲載した。

8.図面中のトーンは以下の内容で使用した。

遺 構 4//////////2地 山

遺 物 ||||■ 須恵器断面  隠隠隠隠N珠洲断面  睡苺華革:孝苺1内黒土器

睡魂尊揺掛ヨ木製品焼け焦げ範囲

調査参加者

発掘 飴幸 弘、五十嵐昭平、一宮健治、越前時男、小野田忠国、鍛治文江、金森栄治、木村健次、国沢啓二、越口

辰男、島 明、新谷松男、新保勝正、沙 小織、大門千保子、高岡信一、竹田麻美、日中あけみ、田中恵美、中沢忠晴、

中野智子、永原栄治、長原順子、中村一夫、中村弘志、西田 繁、早川 清、広谷宏昭、藤井理絵、福本 繁、舟木藤

夫、古吉 享、本江富雄、本間 敬、堀 清勝、真木久二、松沢秀雄、三池春美、水野 勲、南 弘喜、山崎勝二、山

崎みゆき、山田次男、吉岡奈緒美、吉田敏夫、渡辺清三

整理 大河内瞳、大橋美代子、奥村有里子、河村公子、菅野栄子、木村春代、西山智佳子、真茅直子、三浦美穂、水

回智子



高岡市埋蔵文化財調査報告第11冊

間尽遺跡調査報告Ⅱ

序

例言

凡例

第 1章 序 説`・・………………………………………………………… 1

第1節 遺跡概観…………………………………………………………………………………………… 1

第2節 調査に至る経緯………h・ ●………………………………………………………………………4

第 3節 調査概観……………………………………………………………………………………………5

第2章 第 1面…………………………………………………………… 7
第1節 概 観・・・… … … … … … … … … … … …… it… … … … … … … … … …7

第2節 遺 構・・……………………………………………………………………………………………8

第3節 遺 物…………………………・・・―…………………………………………
●t… …………,● ●11

第3章 第 2面……………………………………………………………・・12
第1節 概 観・・・…… …… …… …… …… …… ……・Ⅲ…… …… …… … …… …… …… 12

第2節 遺 構――・‐………Ⅲ…●●・…`・ …………………!● ●●………………… Ⅲ'・…・・…………12

第3節 第 1遺物包含層………………………………………………………………………・・…………22

第4節 遺 物………………………………Ⅲ…………`i… …………………………`・ ……………it23

第4章 第3面……………………………………………………………29
第1節 槻 観―………………Ⅲ…………………………………………………………………………・29

第2節 遺 構――・………●●|… `― …P・
●!Ⅲ …………………………Ⅲ`… ………………

ⅢⅢ…t・・29

第3節 第 2遺物包含層……………………………………………………………………………………31

第4節 遺 物‐……………●|… ……Ⅲ……………………・・………「 `… …
……………Ⅲ…Ⅲ…・・31

第 5章 自然科学分析……………………………………………………………1・……・・35

第 6章 結 語……………………………………………………………58

次目



図 面 目 次

図面 1 遺跡実測図 A地区第 1面全体図 (1/400)

図面 2 遺跡実測図 A地区第 1面遺構配置図 (1/200)

図面 3 遺構実測図 土坑 S K102・ 105～ 107実測図 (1/40)

図面4 遺構実測図 土坑 S K108・ 109実測図 (1/40)、 小ピットS P9o3～ 907実測図 (1/20)

図面 5 遺構実測図 小ピットS P9o8。 909実測図 (1/20)、 道路S F701実 測図 (1/80)

図面 6 遺跡実測図 A地区第 2面全体図 (1/400)

図面 7 遺跡実測図 A地区第 2面遺構配置図 (1/200)

図面 8 遺構実測図 掘立柱建物 S B 401実測図 (1/60)、 柵列S A601実 測図 (1/60)

図面 9 遺構実測図 掘立柱建物 S B 401実測図 (1/60)、 柵列S A601実 測図 (1/60)

図面10 遺構実測図 掘立柱建物 S B 402実測図 (1/60)

図面11 遺構実測図 掘立柱建物 S B403実 測図 (1/60)

図面12 遺構実測図 掘立柱建物 S B404実 測図 (1/60)

図面13 遺構実測図 掘立柱建物 S B405実測図 (1/60)

図面14 遺構実測図 掘立柱建物 S B406・ 407実測図 (1/60)

図面15 遺構実測図 土坑 S K101・ 1∝ 。■0・ 113実測図 (1/40)

図面16 遺構実測図 土坑 S K104実測図 (1/40)

図面17 遺構実測図 土坑S Kl14～ 118・ 122実測図 (1/40)

図面18 遺構実測図 土坑 S Kl19。 121・ 123・ 124実測図 (1/40)、 小ピットS P923・ 925実測図 (1/20)

図面19 遺構実測図 溝平面図 (1/300)

図面20 遺構実測図 溝 S D203・ 223・ 224・ 228・ 231・ 241・ 242・ 拠8実測図 (1/40)

図面21 遺構実測図 溝 S D225・ 250・ 261・ 265実測図 (1/40)、 自然流路 S D244実波1図 (1/40)

図面22 遺構実測図 溝 S D225実測図 (1/40)

図面23 遺跡実測図 A地区第 3面全体図 (1/400)

図面24 遺構実測図 井戸 S E 501実測図 (1/40)、 土坑 S K125実測図 (1/40)

図面25 遺構実測図 自然流路 S D268実測図 (1/200)

図面26 遺構実測図 自然流路 S D268実測図 (1/60)、 溝 S D269実測図 (1/60)

図面27 遺物実測図 溝 S D213、 掘立柱建物 S B 401・ 403出土遺物

図面28 遺物実測図 掘立柱建物 S B 403・ 404出土遺物

図面29 遺物実測図 掘立柱建物 S B 404出 土遺物

図面30 遺物実測図 掘立柱建物 S B404、 土坑 S K103・ 104出 土遺物

図面31 遺物実測図 土坑S K104出 土遺物

図面32 遺物実測図 土坑S K104出 土遺物

図面33 遺物実測図 土坑S K104出 土遺物

図面34 遺物実測図 土坑S K104出 土遺物

図面35 遺物実測図 土坑S K104出 土遺物

図面36 遺物実測図 土坑S K104出 土遺物

図面37 遺物実測図 土坑S K104出 土遺物

図面38 遺物実測図 土坑S K104出 土遺物



図面39 遺物実測図

図面40 遺物実測図

図面41 遺物実測図

図面42 遺物実測図

図面43 遺物実測図

図面44 遺物実沢1図

図面45 遺物実測図

図面46 遺物実測図

図面47 遺物実測図

図面48 遺物実測図

図面49 遺物実測図

図面50 遺物実測図

図面51 遺物実測図

図面52 遺物実測図

図面53 遺物実測図

図面54 遺物実測図

図面55 遺物実測図

図面56 遺物実測図

図面57 遺物実測図

図面58 遺物実測図

図面59 遺物実測図

図面60 遺物実韻1図

土坑 S K104・ 116・ 117・ 119出 土遺物

土坑 S K124、 小ピットS P923・ 925、 溝 S D224・ 225出土遺物

溝 S D225出 土遺物

溝 S D225。 227・ 228・ 231出土遺物

溝 S D232・ 236・ 必 1・ 243・ 246、 自然流路 S D 244出 土遺物

自然流路 S D244、 第 1包含層出土遣物

第 1包含層出土遺物

第 1包含層出土遺物

第 1包含層出土遺物

第 1包含層出土遺物

第 1包含層出土遺物

第 1包含層出土遺物

井戸 S E 501出 土遺物

井戸 S E501、 自然流路 S D268出 土遺物

自然流路S D268出 土遺物

自然流路S D268出 土遺物

自然流路S D268出 土遺物

自然流路S D268出 土遺物

自然流路 S D268出 土遺物

自然流路 S D268、 溝 S D269、 第 2包含層出土遺物

第 2包含層出土遺物

第 2包含層出土遺物

図版 1 遺跡写真

図版 2 遺跡写真

図版 3 遺跡写真

図版 4 遺跡写真

図版 5 遺跡写真

図版 6 遺跡写真

図版 7 遺構写真

図 版 目 次

1.調査前遺跡遠景 (東上空から)

2.調査前遺跡遠景 (西上空から)

1.調査区全景/第 1面 (真上から、図版右が北方向)

1.調査区全景/第 2面 (真上から、図版右が北方向)

1.調査区全景/第 3面 (真上から、図版右が北方向)

1.調査区東壁土層断面 (南西から)

2.調査区東壁土層断面 (北西から)

3.調査区東壁土層断面 (西から)

1.調査区全景/第 1面 (東上空から)

2.調査区全景/第 1面 (西上空から)

1.土坑 S K102完 掘 (南から)

2.土坑 S K105完掘 (北から)

3.土坑 S K106完 掘 (東から)

1.土坑 S K107完 掘 (南から)

2.土坑 S K108完 掘 (南から)

図版 8 遺構写真



図版 9 遺構写真

図版10 遺構写真

図版11 遺跡写真

図版12 遺構写真

図版13 遺構写真

図版14 遺構写真

図版15 遺構写真

図版16 遺構写真

図版17 遺構写真

図版18 遺構写真

図版19 遺構写真

図版20 遺構写真

図版21 遺構写真

図版22 遺構写真

土坑S K109完 掘 (西から)

小ピットS P 9o6根固め石出土状況 (北から)

/1ヽ ピットS P 906完掘 (】ヒから)

小ピットS P907柱根出土状況 (南から)

小ピットS P9o9柱根出土状況 (南から)

溝S D213-No l遺物出土状況 (南から)

道路S F701完 掘 (北から)

調査区全景/第 2面 (東上空から)

調査区全景/第 2面 (西上空から)

掘立柱建物 S B 401・ 402、 溝 S D243・ 246付近全景 (真上から、図版右が北方向)

掘立柱建物 S B403・ 404付近全景 (北から)

掘立柱建物 S B403・ 404・ 406・ 407付近全景 (真上から、図版右が北方向)

掘立柱建物 S B403-P7柱根出土状況 (南から)

掘立柱建物 S B403‐ P8柱根出土状況 (北から)

掘立柱建物 S B 403-P12柱根出土状況 (北から)

掘立柱建物 S B404-P7礎盤出土状況 (南から)

掘立柱建物 S B404-P8礎盤出土状況 (西から)

掘立柱建物 S B404-P9土錘出土状況 (東から)

掘立柱建物 S B404-P12礎盤出土状況 (東から)

掘立柱建物 S B404-P15礎盤出土状況 (東から)

掘立柱建物 S B 404-P16礎盤出土状況 (北から)

掘立柱建物 S B 406・ 407全景 (南から)

土坑S K101完 掘 (南から)

土坑S K103完 掘 (東から)

土坑 S K104完掘 (北から)

土坑S K104第 3・ 4層検出状況 (北から)

土坑S K104土 層断面 (東から)

土坑S K104土 層断面 (東から)

土坑S K104箸 状木製品出土状況

土坑S K104箸 状木製品出土状況

土坑S Kl10完 掘 (西から)

土坑SK■ 3完掘 (南から)

土坑 S Kl14完掘 (南から)

土坑 S Kl15完掘 (東から)

土坑 S Kl16全景 (南東から)

土坑S Kl17完 掘 (西から)

土坑 S Kl18完掘 (北から)

土坑 S Kl19全景 (南東から)

土坑 S K121完掘 (西から)

土坑 S K122完掘 (西から)

土坑 S K123完掘 (北東から)

図版23 遺構写真



図版24 遺構写真

図版25 遺構写真

図版26 遺構写真

図版27 遺構写真

図版28 遺構写真

図版29 遺跡写真

図版30 遺構写真

図版31 遺構写真

図版32 遺物写真

図版33 遺物写真

図版34 遺物写真

図版35 遺物写真

図版36 遺物写真

図版37 遺物写真

図版38 遺物写真

図版39 遺物写真

図版40 遺物写真

図版41 遺物写真

図版42 遺物写真

図版43 遺物写真

図版44 遺物写真

図版45 遺物写真

図版46 遺物写真

図版47 遺物写真

図版48 遺物写真

3.小 ピットS P923全景 (北から)

1.溝 S D2∝完掘 (南から)

2.溝 S D223完 掘 (南から)

3.溝 S D224完 掘 (南から)

1.溝 S D225全景 (南から)

2.溝 S D225遺 物出土状況 (南東から)

3.溝 S D225Qセ クション上層断面 (南から)

1.溝 S D231全景 (西から)

2.溝 S D231遺 物出土状況 (北から)

3. 溝S D234完 掘 (北から)

1.溝 S D236土層断面 (西から)

2.溝 S D241全景 (東から)

3.溝 S D243・ 246遺物出土状況

1.溝 S D247完掘 (西から)

2.溝 S D259・ 265付近全景 (南から)

3.自然流路 S D244全景 (北西から)

1.調査区全景/第 3面 (東上空から)

2.調査区全景/第 3面 (西上空から)

1.井戸 S E501全景 (北から)

2.井戸 S E501水 溜検出状況 (北から)

3.土坑S K125完 掘 (北から)

1。 自然流路 S D268全景 (北西から)

2.自然流路 S D268土層断面 (南西から)

3.溝 S D269完 掘 (南から)

溝 S D213、 掘立柱建物 S B401・ 403・ 404出土遺物

掘立柱建物 S B404、 土坑 S K103・ 104出土遺物

土坑 S K104出 土遺物

土坑S K104出 土遺物

土坑 S K104出 上遺物

土坑 S K104出 土遺物

土坑 S K104出 土遺物

上坑 S K104出 土遺物

土坑 S K104出 土遺物

土坑 S K 104出 土遺物

土坑 S K104・ 116・ 117・ ■9出土遺物

土坑 S K124、 月ヽピットS P923・ 925、 溝 S D203・ 224・ 225出土遺物

溝 S D225・ 227・ 228出土遺物

溝 S D231・ 232・ 236・ 241・ 243・ 246、 自然流路 S D244出 土遺物

自然流路 S D2処、第 1包含層出土遺物

第 1包含層出土遺物

第 1包含層出土遺物



図版49 遺物写真 第 1包含層出土遺物

図版50 遺物写真 第 1包含層出土遺物

図版51 遺物写真 第 1包含層出土遺物

図版52 遺物写真 第 1包含層、井戸 S E501出土遺物

図版53 遺物写真 自然流路S D268出 土遺物

図版54 遺物写真 自然流路S D268出 土遺物

図版55 遺物写真 自然流路S D268出 土遺物

図版56 遺物写真 自然流路S D268出 土遺物

図版57 遺物写真 自然流路 S D268、 溝 S D269出土遺物

図版58 遺物写真 溝 S D269、 第 2包含層出土遺物

図版59 遺物写真 第 2包含層出土遺物

図版60 遺物写真 鉄製品X線写真

第 1図 遺跡位置図 〔1〕 (1/50,000)・ ………………………………………………………………………… 1

第 2図 遺跡地図 〔1〕 (1/15,000)・ ……………………………………………………………………………2

第 3図 遺跡地図 〔2〕 (1/15,000)・ ……………………………………………………………………………3

第 4図 遺跡位置図 〔2〕 (1/150,000)・ ………………………………………………………………………。4

第 5図 調査地区位置図 (1/5,000)・ ……………………………………………………………………………5

第 6図 基本層序図…………………………………………………………………………………………………・6

第 7図 第 1遺物包含層出土土器類の重量分布図 (1/600)・ ………………………………………………・21

第 8図 第 1遺物包含層出上の陶磁器類分布図 (1/500)・ …………………………………………………・22

第 9図 第 2遺物包含層出土土器類の重量分布図 (1/600)・ ………………………………………………・30

第10図 第 2面 I期の遺構配置図 (1/500)・ …………………………………………………………………・60

第11図 第 2面 Ⅱ期の遺構配置図 (1/500)・ ―………………………………………………………………Ⅲ60

第12図 第 2面Ⅲ期の遺構配置図 (1/500)・ …………………………………………………………………・61

第13図 第 2面Ⅳ期の遺構配置図 (1/500)・ …………………………………………………………………・61

第14図  A～ C地区時期別遺構分布図 〔1〕 古代 (1/600)。 …………………………………………・63・ 64

第15図  A～ C地区時期別遺構分布図 〔2〕 古代末期～中世前期 (1/600)・ ………………………・65・ 66

第16図  A～ C地区時期別遺構分布図 〔3〕 中世前期 (1/600)・ ……………………………………・67・ 68

第17図  A～ C地区時期別遺構分布図 〔4〕 近世 (1/600)。 …………………………………………・69・ 70

別表 1 掘立柱建物柱穴規模表―…………………………………………………………………………………,71

別表2 遺物観察表…………………………………………………………………………………………………・72

次目図挿

】J 次表



立早第

第 1節 遺跡概観

当調査区は、砺波平野西部を流れる小矢部川左岸に形成された西山丘陵の一角にある開析谷に位置して

いる。また、土壌の性質は砂質土を主体としており木製品が遺存するなど調査時においても軟弱で湿気が

ちであることがみてとれ、建物を建築する上で不利な条件であったことがうかがわれる。

古代には、交通の動脈である北陸道が通り、幅波郡及び射水郡の境界が近傍にあつたとされている。ま

た、平成11年度には北東に2血程度離れた五十里地区において掘立柱建物などをはじめとして木簡や墨書

土器が確認され、東大寺領荘園である須加荘ではないかと判断されている。

中世には、越中国最古とされる曹洞宗寺院国上山信光寺が造営されるなど信仰の拠点が各所に営まれた。

さらには、能越自動車道本線工事に係る調査においては集落跡などの居住域の存在が確認されており、着

実に往時の地域像が明らかになりつつある。また、周辺には頭川古墓や安居山城など様々な種類の生活痕

跡が認められる。

当調査区は、このような環境下においてあえて倉庫群や溝などを整備された意義を考えさせ、地勢的に

比較的閉鎖環境にある地域において古代から中世にかけての人々がどのような生活を営んでいたのであろ

うか探るうえで少なからず判断材料を与えたものといえる。

第 1図 遺跡位置図 〔1〕 (1/50,000)
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土l倉谷古墳群、12麻生谷殿谷内古墳群、13柴野口割 I古墳群、14柴野口害!Ⅱ古墳群、15柴野口創皿古墳群、16柴野口割Ⅳ古墳群

17柴野春日古墳群、18釈迦堂古墳群、19男撲古墳群、20笹人口谷内古墳群、21立山古墳群、22道ヶ谷内 I古墳群

23道ケ谷内Ⅱ古墳群、24道ヶ谷内Ⅲ古墳群、25四十九古墳群、26安居山古墳群、29江道横穴墓群、30手洗野古墓群

31頭川古墓群、32頭川城ケ平横穴墓群、33麻生谷殿谷内城跡、34麻生谷新生園遺跡、35麻生谷遺跡、36柴野遺跡

37柴野城ヶ平城跡、38柴野高の官城跡、39柴野守善寺遺跡、40境久寺遺跡、41円 通庵遺跡、42釈迦堂遺跡、43篠人口砦跡

44笹人口遺跡、45人口遺跡、46月 野谷石飛遺跡、47月 野谷干草遺跡、48月 野谷大谷地遺跡、49宮田遺跡、50高辻遺跡

51道ヶ谷内遺跡、52問尽遺跡、53手洗野赤浦遺跡、54滝ケ谷内 I遺跡、55滝ケ谷内Ⅱ遺跡

第 2図 遺跡地図 〔1〕 (1/15,000)
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■倉谷古墳群、21立山古墳群、22道ヶ谷内 I古墳群、23道ヶ谷内Ⅱ古墳群、И.道ヶ谷内Ⅲ古墳群、25.四十九古墳群

26安居山古墳群、27板屋谷内B古墳群、板屋谷内C古墳群、30手洗野古墓群、31頭川古墓群、32頭川城ケ平横穴墓群

49宮田遺跡、50高辻遺跡、51道ケ谷内遺跡、52間尽遺跡、53手洗野赤浦遺跡、54.滝ヶ谷内 I遺跡、55滝ケ谷Ⅱ内遺跡

56.頭川オスキノ原遺跡、57頭川宮中遺跡、58岩坪岡田島遺跡、59佐加野ラントウ遺跡

第3図 遺跡地図 〔2〕 (1/15,000)
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第 2節 調査に至る経緯

当調査は、能越自動車道土砂採取関連遺跡の調査である。

平成 9年度

調査は、北陸地方建設局富山工事事務所長から高岡市建設部長を経て依頼があり、試掘調査を実施する

にいたった。現地調査は、民間調査機関 ((有)山武考古学研究所)に より実施された。現地調査期間は、

平成 9年 H月 19日 から同年12月 5日 である。調査成果は、古代及び中世の遺構面などが確認され、土木工

事等の実施に際しては事前調査が必要であることが判断された。

平成13年度

本発掘調査 (A地区)な らびに試掘調査 (BoC地 区)が実施された。調査に先立ち国土交通省の工事計

画変更に伴い開発区域の変更が生じた旨、建設部能越自動車道対策課を経由して申し入れがあった。この

計画変更により試掘調査が実施されていない箇所が認められたことから試掘調査が実施された。試掘調査

の結果は、新たに本発掘調査が必要とされることが判明し、翌年度において本発掘調査を実施することが

決まった。現地調査期間は、平成13年 8月 27日 ～平成13年 12月 26日 である。現地調査は、(有)山武考古学

研究所が受託し実施された。

富山湾

」R北隆本線

庄川扇状地

芹谷野段丘

金山丘陵

0                      5km

城端

第 4図 遺跡位置図 〔2〕 (1/150,000)
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第 3節 調査概観

1.調査の経過

A地区の発掘調査は平成13年 8月 27日 から同年12月 26日 の約 4ケ 月間にわたって実施した。本地区では

遺構検出面が 3面確認されており、順次、上層から調査を行った。調査区の面積は2,250ポで、 3面を合計

した延べ調査面積は約6,750♂である。

2.調査の方法

グリッドの設定

調査区の座標は、日本測地系 (第Ⅶ系)を基準に設定した。座標杭は10m間隔で打設し、これをもとに

調査区上に一辺5mの正方形グリッドを設定した。座標交点には、A～C地区をカバーするかたちで、北か

ら南へA・ B'C・・・、西から東へ 1・ 2・ 3… と仮称を付し、各北西隅部の座標仮称をそのままグリッド呼

称として使用した。A地区の基点としたG9杭の座標値はX=84260、 Y=18030である。また、各グリッドに

は、 4分割して一辺2.5mの 小グリッドを設定した。小グリッドには、それぞれ方位を示すNE・ SE oSW・

llWの略称を付し、「G9-NE区」 (大グリッドー小グリッド)の ように表記した。

遺構検出面と遺物包含層

本地区における遺構検出面は3面あり、便宜上、上から第 1面、第 2面、第 3面 と呼称した。また、遺

物包含層は2層検出されており、上から第 1遺物包含層、第 2遺物包含層と呼称した。

0腰 暗
第 5図 調査地区位置図 (1/5,000)

0                               200m

力湘νて  ヽ肇＼ ・ ＼ ‖＼  ν爺―麓
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3.基本層序

I層 は盛土である。調査区内には重機による撹乱が随所にみられ、南狽Jを中心に掘削残土が厚く盛られ

ている。Ⅱ層は耕作土で、この上面が現地表面となる。Ⅲ層は旧耕作土と思われる。Ⅳ層は遺物包含層で

ある (第 1遺物包含層)。 遺物は古代末期から中世前期のものを中心に出土している。V層 は同じく遺物包

含層で (第 2遺物包含層)、 古墳時代から奈良時代のものを中心に出土している。Ⅵ層以下は自然流路状の

乱流堆積層で一様な層序はみられない。遺物は出土していない。

Ⅳ層上面 (第 1面 )か らは近世の遺構が、V層上面 (第 2面 )からは古代末期から中世前期の遺構が、

Ⅵ層上面 (第 3面)か らは古代の遺構が検出されている。

I層 盛上
Ⅱ層 灰責4B色砂質土 (10YR 4/2)
Ⅲ層 褐仄色砂質土 (10YR 4/1)
Ⅳ層 黒褐色砂質土 (10YR 3/1)
※第 1遺物包含層。上面が第 1遺構検出面となる。

V層 暗褐色砂質土 (75YR 3/3)
※第 2遺物包含層。上面が第 2遺構検出面となる。

Ⅵ層 明緑灰色砂質土 (75GY 7/1)
※上面が第 3遺構検出面となる。

第 6図 基本層序図

4.調査の概要

検出遺構

各遺構検出面から検出された遺構は以下の通りである。

第 1面 :土坑 7基 (SK102・ 105～ 109・ 111)、 小ピット7基 (SP903～ 909)、 溝20条 (SD201・ 202・

204～ 221)、 道路 1条 (SF701)

第 2面 :掘立柱建物 7棟 (SB401～ 407)、 柵列 1基 (SA601)、 土抗15基 (SK101'103・ 104・ 110・

113～ 119・ 121～ 124)、 小ピット2基 (SP923・ 925)、 溝39条 (SD203・ 222～ 243・ 245～

250。 254～ 256・ 258～ 261・ 265～ 267)、 自然流路 1条 (SD244)

第 3面 :井戸 1基 (SE501)、 土坑 1基 (SK125)、 溝 1条 (SD269)、 自然流路 1条 (SD)

出土遺物

出土した遺物は以下の通りである。

土器類 :縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、中世土師器、白磁、青磁、珠洲、肥前磁器

土製品 :管状土錘、用途不明品

石製品 :子持勾玉、砥石

木製品 :柱根、礎盤、箸状木製品、円形曲物、方形曲物、連歯下駄、差歯下駄、板材、角材、九木、

用途不明品

金属製品 :銭貨、用途不明品、鉄津
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第 2章 第 1 面

第 1節 概  観

本面は、基本層序第Ⅳ層の上面を遺構検出面とするものである。検出された遺構は、土坑 7基、小ピッ

ト7基、溝20条、道路 1条である。出土遺物は僅かであるが、遺構の検出状況などから判断される本面の

所属時期は、概ね近世と思われる。遺構の分布は、調査区中央から東恨Jにかけて散漫にみられる。

第 2節 遺  構

1日 土 坑

土坑SK102(図面 3、 図版 7)

調査区中央のP25、 Q25区に位置する。平面形状は長方形を呈し、断面形状は台形状となる。規模は、長

軸3.70m、 短軸1.10m、 深さ0.09mで、主軸方位はN-0°一Eを示す。出土遺物なし。

土坑SK105(図面 3、 図版 7)

調査区中央の026、 P26区 に位置する。平面形状は長方形を呈し、断面形状は台形状となる。規模は、

長軸0.90m、 短軸0.65m、 深さ0。 17mで、主軸方位はN-70°一Eを 示す。遺物は、流れ込みと考えられる土

師器片が僅かに出土している。

土坑SK106(図 面 3、 図版 7)

調査区中央の026・ 27、 P26。 27区 に位置する。平面形状は長方形を呈 し、断面形状は台形状となる。

規模は、長軸1.35m、 短軸1.00m、 深さ0.20mで、主軸方位はN-7°一Wを示す。出土遺物なし。

土坑SK107(図面 3、 図版 8)

調査区中央の027、 P27・ 28区 に位置する。平面形状は長方形を呈し、断面形状は台形状となる。規模

は、長軸2.35m、 短軸1.90m、 深さ0.19mで、主軸方位はN-23°一Wを示す。遺物は、流れ込みと考えられ

る土師器片が僅かに出土している。

土坑SK103(図 面 4、 図版 8)

調査区中央のP27・ 28区 に位置する。平面形状は長方形を呈し、断面形状は階段状となる。規模は、長軸

2.10m、 短軸0.55m、 深さ0.15mで、主軸方位はN-78°一Eを示す。遺物は、流れ込みと考えられる土師器、

須恵器片が僅かに出土している。

土坑SK109(図 面 4、 図版 8)

調査区中央のP28、 Q28区に位置する。平面形状は長方形を呈し、断面形状は弧状となる。規模は、長軸

2.05m、 短軸0,60m、 深さ0.26mで、主軸方位はN-19°一Wを示す。遺物は、流れ込みと考えられる土師器

片が僅かに出土している。
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土坑SKlll(図面 2)

調査区東側のL28、 M28区 に位置する。調査区の北壁際から検出されたもので、遺構の大半が調査区外に

あり、全容は不明である。出土遺物なし。

2.月 ピヽッ ト

小ビットSP9o3(図面 4)

調査区中央の025区 に位置する。平面形状は楕円形を呈し、断面形状は台形状となる。規模は、長軸0.33

m、 短軸0.26m、 深さ031mである。ほぼ中央から丸木の柱根が検出されている。柱根の大きさは、現存長

27.Ocm、 最大径7.Ocmで ある。出土遺物なし。

小ピットSP904(図面 4)

調査区中央の025区 に位置する。平面形状は円形を呈し、断面形状は台形状となる。規模は、長軸0.25m、

短軸0.23m、 深さ0.33mである。ほぼ中央から九木の柱根が検出されている。柱根の大きさは、現存長

34.Ocm、 最大径8.Ocmで ある。出土遺物なし。

小ビットSP905(図面 4)

調査区中央の025区 に位置する。平面形状は円形を呈し、断面形状は台形状となる。規模は、長軸0.38m、

短軸0.34m、 深さ0.41mである。中央やや北西寄りから九木の柱根が検出されている。柱根の大きさは、現

存長50.Ocm、 最大径11.Ocmで ある。出土遺物なし。

小ビットSP906(図面 4、 図版 9)

調査区中央のN26区 に位置する。平面形状は円形を呈し、断面形状は台形状となる。規模は、長軸0,90m、

短軸0,76m、 深さ0。29mである。柱根は検出されていないが、根固め石と考えられる円礫力罷1点出土してい

る。円礫の大きさは径80～ 22.5cmで ある。出土遺物なし。

小ピットSP9o7(図面 4、 図版 9)

調査区中央のP26区に位置する。平面形状は円形を呈し、断面形状は台形状となる。規模は、長軸0.44m、

短軸0,40m、 深さ041mである。中央やや南東寄りから丸木の柱根が検出されている。柱根の大きさは、現

存長41.Ocm、 最大径20.Ocmで ある。出土遺物なし。

小ビットSP9o8(図面 5)

調査区中央のP25区 に位置する。平面形状は円形を呈し、断面形状は台形状となる。規模は、長軸0.32m、

短軸0.31m、 深さ0,46mである。ほぼ中央から九木の柱根が検出されている。柱根の大きさは、現存長

62.Ocm、 最大径10.Ocmで ある。出土遺物なし。

小ビットSP909(図面 5、 図版10)

調査区中央のP25区 に位置する。平面形状は円形を呈し、断面形状は台形状となる。規模は、長軸0.33m、

短軸0,31m、 深さ0.20mである。ほぼ中央から丸木の柱根が検出されている。腐朽著しい。柱根の大きさは、

現存長17.Ocm、 最大径6.Ocmで ある。出土遺物なし。

3.溝

清SD201(図面 2)

調査区中央のQ22・ 23、 R23・ 24区 に位置する。東西方向へ緩い弧状を呈して延びる溝で、断面形状は弧

状を呈する。西端は重機による撹乱によって切られる。本遺構の北側は地形的にやや低 くなることから、
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これに沿つて構築されたものと思われる。確認された規模は、全長10.88m以上、上幅0.22～0.50m、 深さ

0.06mである。覆土は黒褐色土の単層である。出土遺物なし。

溝SD202(図面 2)

調査区中央のQ24、 R24区に位置する。南北方向へ直線的に延びる短い溝で、南端は溝SD201と 接 してい

る。断面形状は弧状を呈する。規模は、全長195m、 上幅0.25～ 0.30m、 深さ0,03mで 、主軸方位はN―

9°一wを示す。覆土は黒褐色上の単層である。出土遺物なし。ttsD201と 溝SD2021よ 、覆土の状況が近似

しており、一連の遺構として機能していた可能性が考えられる。

清SD204(図面 2)

調査区中央のN25～ 27、 025区 に位置する。東西方向へ直線的に廷びる溝で、西側で「く」の字状に屈曲

する。断面形状は弧状を呈する。西端は調査区外へ延びる。確認された規模は、全長8,91m以上、上幅0.20

～055m、 深さ005mで、主軸方位はN-78°一Eを示す。覆土は、礫φ20～ 30mmを含む灰黄褐色砂質土の

単層である。出土遺物なし。

溝SD205(図面 2)

調査区中央の026、 P26区に位置する。南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は台形状を呈する。規

模は、全長8.30m、 上幅0.30～ 080m、 深さ0.05～ 0.12mで、主軸方位はN-12°一Wを示す。覆土は、炭化

物を少量含む黒褐色土の単層である。遺物は、流れ込みと考えられる土師器、管状土錘片が僅かに出土し

ているほか、種実遺体としてモモの核 1点が検出されている。

溝SD206(図面 2)

調査区中央の028、 P28、 Q28区に位置する。南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。

南端は調査区外へ延びる。確認された規模は、全長9.55m以上、上幅0.30～ 1.05m、 深さ0.09mで、主軸方

位はN-23°一Wを示す。覆土は黒褐色土の単層である。出土遺物なし。

溝SD207(図面 2)

調査区中央のM25、 N25、 025区に位置する。南北方向へほぼ直線的に延びる溝で、断面形状は台形状を

呈する。北端は調査区外へ延びる。確認された規模は、全長8.90m以上、上幅0.40～ 1,00m、 深さ0.06mで、

主軸方位はN-26°一Wを示す。覆土は、礫 φ10mmを 含む灰黄褐色砂質上の単層である。出土遺物なし。

溝SD208(図面 2)

調査区東側の028、 P28・ 29、 Q29区に位置する。南北方向へ延びる溝で、南側で「く」の字状に屈曲す

る。断面形状は弧状を呈する。規模は、全長7.80m、 上幅0.20～ 0.46m、 深さ0.07mで 、主軸方位はN―

10°一wを示す。覆土は、礫φ10mmを含む灰黄褐色砂質土の単層である。出土遺物なし。

溝SD209(図面 2)

調査区東側のM30～ 33、 N27～30区に位置する。東西方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は台形状を呈

する。規模は、全長28.10m、 上幅0.28～ 1.28m、 深さ0,06mで、主軸方位はN-80°一Eを示す。覆土は、礫

φ10mmを含む灰責褐色砂質土の単層である。遺物は、流れ込みと考えられる土師器、須恵器片が僅かに出

土しているほか、種実遺体としてモモの核 1点が検出されている。

溝SD2司 0(図面 2)

調査区東側のJ31、 K31・ 32区 に位置する。南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。

北端は調査区外へ延び、南端は溝SD213と 接している。確認された規模は、全長4.35m以 上、上幅0.43～

0.62m、 深さ0.12mで、主軸方位はN-23°一Wを示す。覆土は灰黄褐色砂質土の単層である。出土遺物なし。
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清SD211(図面 2)

調査区東狽↓のJ32、 K32区に位置する。南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。北端

は調査区外へ延びる。確認された規模は、全長4.15m以上、上幅0.30～0.40m、 深さ0.06mで、主軸方位は

N-17° 一Wを示す。覆土は灰黄褐色砂質上の単層である。出土遺物なし。

清SD212(図面 2)

調査区東側のK32区に位置する。曲線的に延びる溝で、断面形状は台形状を呈する。南狽Jは溝SD2141こ 切

られる。確認された規模は、全長3.35m以上、上幅0.30～0.42m、 深さ013mである。覆土は灰黄褐色砂質

土の単層である。遺物は、流れ込みと考えられる土師器片が僅かに出土している。

溝SD213(図面 2、 図版10)

調査区東側のK31・ 32、 L29～31区 に位置する。東西方向へほぼ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を

呈する。規模は、全長14.20m、 上幅0.28～ 0.50m、 深さ0.06mで、主軸方位はN-67°一Eを示す。覆土は、

礫 φ10mmを含む灰黄褐色砂質土の単層である。遺物は、溝の中央やや東寄りの覆土上層から18世紀後半に

比定される肥前磁器の碗 1(R208)が 1点出土 しているほか、流れ込みと考えられる土師器、須恵器片が

僅かに出土 している。

溝SD214(図面 2)

調査区東側のK32・ 33、 L32区に位置する。「 LJ字状に緩 く屈曲する溝で、断面形状は台形状を呈する。

溝SD212を 切る。規模は、全長 10。 70m、 上幅030～ 0.50m、 深さ0.09mで、主軸方位はN-20°一Wを示す。

覆土は灰黄褐色砂質土の単層である。出土遺物なし。

溝SD215(図面 2)

調査区東側のK33、 L33区に位置する。南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。規模

は、全長 5。45m、 上幅0.25～ 0.35m、 深さ0.08mで 、主軸方位はN-10°一Wを示す。溝SD214と の切 り合い

関係は不明である。覆土は、灰黄褐色砂質土が混 じる褐灰色土の単層である。出土遺物なし。

清SD216(図面 2)

調査区東側のK33、 L33区に位置する。南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。規模

は、全長490m、 上幅020～ 0.50m、 深さ009mで 、主軸方位はN-12°一Wを示す。溝SD214と の切 り合い

関係は不明である。覆土は、灰黄褐色砂質土が混じる黒褐色土の単層である。出土遺物なし。

溝SD217(図面 2)

調査区東側のL32、 M32、 N32、 032、 P32・ 33区 に位置する。南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状

は台形状を呈する。北端は溝SD209と 接し、南端は重機による撹乱によつて切られる。確認された規模は、

全長 14.75m以 上、上幅0,30～ 0,86m、 深さ0.07mで、主軸方位はN-15°一Wを示す。ttSD209と の切 り合い

関係は不明である。覆土は黒褐色土の単層である。出土遺物なし。

清SD218(図面 2)

調査区東側の032区に位置する。ほぼ東西方向へ緩い弧状を呈して廷びる短い溝で、東端は溝SD219に接

している。断面形状は弧状を呈する。全体に不整形な形状である。規模は、全長1.05m、 上幅0.15m、 深さ

004mである。覆土は黒褐色土の単層である。遺物は、流れ込みと考えられる土師器、須恵器片が僅かに

出上 している。

溝SD219(図面 2)

調査区東側の?32区 に位置する。ほぼ東西方向へ緩い弧状を呈して廷びる溝で、東端は溝SD217と 接して
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いる。断面形状は弧状を呈する。全体に不整形な形状である。規模は、全長2.30m、 上幅0.19～0.30m、 深

さ0.26mで ある。覆土は黒褐色土の単層である。遺物は、流れ込みと考えられる土師器、須恵器、青磁片

が僅かに出土している。

清SD220(図面2)

調査区東側のM33、 N33区に位置する。南北方向へ直線的に廷びる溝で、北端は溝SD209と接している。

断面形状は凱状を呈する。規模は、全長7.07m、 上幅0.25～ 0.48m、 深さ0.09mで、主軸方位はN-17°一W

を示す。覆土は灰黄褐色砂質土の単層である。遺物は、流れ込みと考えられる土師器、須恵器片が僅かに

出土している。本遺構は、北側に隣接する溝SD214の延長上に位置している。両遺構は、構築状況や覆土

が近似していることから、一連の遺構として機能していた可能性が考えられる。

清SD221(図面2)

調査区東側のN32・ 33区 に位置する。南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。規模

は、全長3.72m、 上幅0。 14～ 0.25m、 深さ0.05mで、主軸方位はN-14°―Wを示す。覆土は灰黄褐色砂質土

の単層である。出土遺物なし。

4ぃ 道 路

道路SF701(図 面 5、 図版10)

調査区中央のN25、 024・ 25、 P24・ 25、 Q24・ 25、 R25区に位置する。両側に側溝をともなう細長い硬化

面が検出されており、谷底を横断するかたちで南北方向に廷びる。北端は調査区外へ延び、南端は漸次消

滅する。確認された硬化面の規模は、全長15.Om以上、幅1.10～ 1.84mで、主軸方位はN-5°一Wを 示す。

側溝の規模は、東側が全長16.00m以上、上幅0.48～ 1.40m、 深さ0.22m、 西側が全長6.40m以上、上幅0,70

～0.86m、 深さ0.28mで ある。ともに断面形状は弧状を呈する。遺物は、側溝の覆土中から流れ込みと考え

られる土師器、須恵器片が僅かに出土している。

第 3節 遺  物

lH遺構出土遺物
溝SD213(図面27、 図版32)

1(R208)は肥前・波佐見系の染付碗で、体部外面と見込に九文が描かれる。また、見込は、蛇の目状

に釉を剥ぎ取ったのち、さらに重ね焼きで熔着しにくくするためアルミナ砂に近いものを釉剥ぎ部分に塗

っている。18世紀後半の製品と思われる。
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第 3章 第 2 面

第 1節 概

本面は、基本層序第 V層の上面を遺構検出面とするもので、上面に遺物包含層 (第Ⅳ層)を ともなう。

検出された遺構は、掘立柱建物 7棟、柵列 1基、土坑15基、小ピット2基、溝39条、自然流路 1条である。

出土遺物から判断される本面の所属時期は、古代末期から中世前期を中心とするものと思われる。

第 2節 遺 構

1日 掘立柱建物

掘立桂建物SB401(図面 8。 9、 図版12)

調査区東側のN29～ 32、 030～ 32、 P30・ 31区に位置する。「コ」の字状の雨切り溝 (溝SD243・ 246)を

ともなう、東西5間 (13.50m)、 南北4間 (7.50m)の 東西棟の総柱建物である。桁行 (東西)方向の柱間は、

南から2.40m(8尺 )、 2.55m(8.5尺 )、 3.00m(10尺 )、 2.70m(9尺 )、 2.85m(9.5尺 )、 梁行 (南北)方

向の柱間は、南から1.80m(6尺 )、 2.10m(7尺 )、 2.10m(7尺 )、 1.50m(5尺 )で、桁行方位はN―

78°―Eを示す。建物面積は101.25ポ である。柱の掘方は円形または楕円形を呈する。土坑SKl19、 溝SD225

を切る。遺物は、柱穴P9からロクロ土師器小皿 2(R658)、 柱穴P14・ 27か ら二段ナデの非ロクロ土師器皿

3(R6銘)・ 4(R692)が 出土している。

掘立柱建物SB402(図面10、 図版12)

調査区東側のL30,31、 M30,31区 に位置する。西側に直線的な雨切 り溝 (溝SD245)を ともなう、東西

2間 (3.60m)、 南北 2間 (4.80m)の 南北棟の側柱建物である。桁行 (南北)方向の柱間は、南から2.70

m(9尺 )、 2.10m(7尺 )、 梁行 (東西)方向の柱間は、1.80m(6尺 )等間で、桁行方位はN-19°―Wを

示す。建物面積は17.28ぽである。柱の掘方は円形を呈する。南西隅部において小ピットSP925と 重複する

が、新旧関係については不明である。出土遺物なし。本建物は、溝SD225の西側に並行して建つもので、

同溝とほぼ同時期の建物である可能性が考えられる。

掘立柱建物SB403(図面11、 図版12～ 14)

調査区中央のP25～ 27、 Q25～ 27区に位置する。東西4間 (9.00m)、 南北2間 (4.50m)の東西棟の総柱建

物である。桁行 (東西)方向の柱間は、東から2.10m(7尺 )、 2.40m(8尺 )、 2.40m(8尺 )、 2.10m(7

尺)、 梁行 (南北)方向の柱間は、2.25m(7.5尺 )等間で、桁行方位はN-85°一Eを示す。建物面積は40.50

ポである。柱の掘方は円形または楕円形を呈する。このうち柱穴P2・ 3・ 5。 7・ 8。 12に は柱根が遺存

する。溝SD224・ 228・ 229を切る。柱根以外の遺物として、柱穴P8か ら管状土錘 5(R592)が 出土してい

る。
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掘立柱建物SB404(図面 12、 図版 12・ 13・ 15)

調査区中央の025～ 27、 P25～ 27、 Q25～ 27区 に位置する。掘立柱建物SB403と 重複して建つ、東西 4間

(8,40m)、 南北 4間 (8.40m)の総柱建物である。柱間はすべて2.10m(7尺 )等間で、平面形状は正方形

を呈する。東西方向の主軸方位はN-77°一Eを示す。建物面積は70.56♂である。柱の掘方は円形または不

正形を呈する。柱穴P7・ 11・ 13・ 16か らは木製礎盤が各 1点ずつ、柱穴P5。 8'10か らは木製礎盤が各

2点ずつ、柱穴P15か らは木製礎盤が 3点、柱穴P12か らは木製礎盤2点 と柱根 1点、P6か らは礎盤として

使われた可能性のある短い九木 1点が出土している。このうち柱穴Pllに ついては、柱根と礎盤が組み合つ

ていない状況で検出されている。本建物は、建て替えられている可能性が高い。なお、柱穴P19に ついては

明瞭に確認できなかった。本建物は、土坑SK103・ 104、 溝SD228を 切ることから、掘立柱建物SB403よ り

新 しいものと思われる。木製品以外の遺物として、柱穴P9の上層から管状土錘12(R140-6)～ 18(R140-2)

が 7点 まとまって出土している。

掘立柱建物SB405(図面 13)

調査区東端のL33、 M32・ 33、 N33・ 34区 に位置する。調査区東端に建つもので、東西 1間 (2.10m)、 南

北 3間 (8.55m)の 規模で検出されている。南北方向の柱間は2.85m(9.5尺 )等間、東西方向の柱間は2,10

m(7尺 )で、南北軸の方位はN-24°一Wを示す。柱の掘方は円形または楕円形を呈する。溝SD250を切

る。出土遺物なし。本建物の周囲からは、建物と並行 して南北方向へ直線的に延びる溝SD259と 、建物を

「コ」の字状に囲むようにして廻る溝SD265が検出されている。双方の位置関係からみて、これらは本建物

と密接な関連をもつ遺構 と考えられる。なお、平成14年度に実施された隣接地区 (B地区)の発掘調査に

より、本建物は東西 2間、南北 3間の南北棟の総柱建物であることが判明している。

掘立柱建物SB406(図面 14、 図版12・ 13・ 17)

調査区東側のP28・ 29、 Q28・ 29区 に位置する。掘立柱建物SB403の東側にほぼ棟通 りを揃えて建つ、東

西 2間 (4.20m)、 南北 1間 (180m)の 東西棟の側柱建物である。桁行 (東西)方向の柱間は、東から

180m(6尺 )、 2.40m(8尺 )、 梁行 (南北)方向の柱間は1.80m(6尺)で、桁行方位はN-82°一Eを示

す。建物面積は7.56♂である。柱の掘方は円形または楕円形を呈する。出土遺物なし。

掘立柱建物SB407(図面 14、 図版 12・ 13・ 17)

調査区東狽Iの 028・ 29、 P28・ 29区 に位置する。掘立柱建物SB406の北側に建つ、東西2間 (5.40m)、 南

北 1間 (210m)の 東西棟の側柱建物である。桁行 (東西)方向の柱間は、東から2.40m(8尺 )、 3.00m

(10尺 )、 梁行 (南北)方向の柱間は2.10m(7尺 )で、桁行方位はN-79°一Eを示す。建物面積は11.34♂で

ある。柱の掘方は円形 または楕円形を呈する。出土遺物なし。規模は異なるが、前述 した掘立柱建物

SB406と 構造的に近似 した特徴をもつ建物である。

2H柵 列

柵列SA60刊 (図面 8,9、 図版 17)

調査区東側の029区に位置する。 4基の小ピットが直線的に並んで検出されている。規模は、全長1.86m

で、中軸線方位はN-11°一Wを示す。小ピットは円形で、径0.25m前後、深さ020～ 0.25mで ある。出土遺

物なし。掘立柱建物SB401の西側に並行 して位置することから、同建物に付随する施設である可能性が考

えられる。
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3ョ 土 坑

土坑SK101(図 面 15、 図版17)

調査区中央のR23・ 24区 に位置する。平面形状は長方形を呈 し、断面形状は台形状となる。規模は、長

軸1.30m、 短軸1.06m、 深さ0.32mで、主軸方位はN-8°一Wを示す。出土遺物なし。

土坑SK103(図 面 15、 図版17)

調査区中央のP25区に位置する。平面形状は長方形を基調とする不整形なもので、断面形状は台形状とな

る。規模は、長軸2.61m、 短軸1,93m、 深さ0.32mで、主軸方位はN-13°―Wを示す。土坑SK104を切る。

遺物は、珠洲片口鉢35(R1077)・ 36(R309・ 1075)が出土している。

土坑SK104(図 面 16、 図版18・ 19)

調査区中央の025・ 26、 P25・ 26区 に位置する。平面形状は方形を呈し、断面形状は台形状となる。規模

は、長軸4.66m、 短軸4.43m、 深さ0.41mで、主軸方位はN-7°―Wを示す。土坑として取 り扱ったが、方

形竪穴状を呈する遺構である。ttSD229。 231・ 232を切 り、掘立柱建物SB404、 土坑SK103に切られる。覆

土は 8層 に分層され、このうち第 3層からは箸状木製品206点 をはじめとする多量の遺物が出土している。

また、同層からは栽培種であるイネ、ソバ、アワーヒエ、メロン類などの種実も多数検出されている。こ

のうち炭化米 1点について、AMS法による放射性炭素年代測定を行った結果、14世紀頃の値を示すことが

判明した (第 5章参照 )。 遺物は、ロクロ土師器小皿37(R209-200)、 非ロクロ土師器小皿38(R193)・ 39

(R209■ 77・ 209-185)、 青磁椀40(R211)、 箸状木製品41(R153①)～ 246(R209-202)、 山物底板247

(R209-148)・ 248(R209-207)、 蓋板249(R20937)な どが出土している。

土坑SKl刊 0(図面 15、 図版20)

調査区東偵1の M29区 に位置する。平面形状は方形を呈し、断面形状は台形状となる。規模は、長軸1.18m、

短軸1.10m、 深さ0.38mで、主軸方位はN-19°一Wを示す。出土遺物なし。

土坑SKl13(図 面 15、 図版20)

調査区中央のQ26区に位置する。平面形状は円形を呈し、断面形状は階段状となる。規模は、長軸0型 m、

短軸0.69m、 深さ0.31mで、主軸方位はN-40°一wを示す。出土遺物なし。

土坑SKl14(図 面 17、 図版20)

調査区中央のQ26区に位置する。平面形状は円形を呈し、断面形状は半円状となる。規模は、長軸1.15m、

短軸1.13m、 深さ0.43mで、主軸方位はN-41°―Wを示す。溝SD224を 切 り、掘立柱建物SB404に 切られる。

出土遺物なし。

土坑SKl15(図 面 17、 図版21)

調査区東偵1の P28区に位置する。平面形状は長方形を呈し、断面形状は台形状となる。規模は、長軸1.58

m、 短軸0.76m、 深さ0,32mで、主軸方位はN-13°一Wを示す。出土遺物なし。

土坑SKl16(図 面 17、 図版21)

調査区東狽Jの M28・ 29、 N28・ 29区 に位置する。平面形状は円形を呈し、断面形状は台形状となる。規模

は、長軸0.87m、 短軸0,77m、 深さ0.33mで、主軸方位はN-14°―Eを示す。遺物は、 1層下面から箸状木

製品250(R727)が 出土している。

上坑SKl17(図 面 17、 図版21)

調査区東側のN32・ 33、 033・ 34区 に位置する。平面形状は円形を呈し、断面形状は弧状となる。規模は、

長軸1.69m、 短軸1,46m、 深さ0.54mで、主軸方位はN-76°一Wを示す。ttSD250を 切る。遺物は、板材251
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(R793)が出土している。

土坑SKl18(図面 17、 図版22)

調査区東側のM33区に位置する。平面形状は円形を呈し、断面形状は半円状となる。規模は、長軸1.66m、

短軸1.51m、 深さ077mで、主軸方位はN-22°一Wを示す。出土遺物なし。

土坑SKl19(図面 18、 図版22)

調査区東側のP30区 に位置する。平面形状は円形を呈し、断面形状は台形状となる。規模は、長軸1.34m、

短軸1.18m、 深さ0.64mで 、主軸方位はN-78°一Eを示す。掘立柱建物SB401、 溝SD246に 切られる。遺物は、

下層付近からまとまって出土 している。出土遺物には、ロクロ土師器小皿252(R792-3)～ 254(R792-5)、

椀255(R792-9)～257(R792-2)、 非ロクロ土師器皿258(R792-4)、 管状土錘259(R792_6)、 曲物狽]板

260(R664-7)、 杭261(R792-10)が ある。

土坑SK121(図面18、 図版22)

調査区東側の033区 に位置する。平面形状は円形を呈し、断面形状は台形状となる。規模は、長軸096m、

短軸0.90m、 深さ0.44mで 、主軸方位はN-69°一Wを示す。溝SD256を 切る。出土遺物なし。

上坑SK122(図面 17、 図版23)

調査区東側のM33区に位置する。平面形状は長方形を呈し、断面形状は台形状となる。規模は、長軸0.84

m、 短軸0.63m、 深さ0.14mで、主軸方位はN-90°―Wを示す。出土遺物なし。

土坑SK123(図面 18、 図版23)

調査区中央のP22、 Q22区 に位置する。平面形状は長方形を呈し、断面形状は台形状となる。規模は、長

軸153m、 短軸1.22m、 深さ0.25mで、主軸方位はN-22°一Wを示す。土坑SK124に切られる。出土遺物な

し。

土坑SK124(図面18)

調査区中央のP22区 に位置する。平面形状は長方形を呈し、断面形状は箱状となる。規模は、長軸0.73m、

短軸0.52m、 深さ0.27mで、主軸方位はN-20°一wを示す。土坑SK123を切る。遺物は、ロクロ土師器小皿

262(R895)、 椀263(R955)・ 264(R895。 953,954)が出土している。

4.可 ピヽッ ト

小ビットSP923(図面18、 図版23)

調査区中央の027区 に位置する。平面形状は円形を呈し、断面形状は台形状となる。規模は、長軸033m、

短軸0.29m、 深さ0。17mである。遺物は、北西狽Jの壁際から口縁～体部 1/3を 久損 した内黒のロクロ土師

器有台椀265(R6961)が横位で 1点出土 している。

小ビットSP925(図面18)

調査区東側のM30区 にあり、掘立柱建物SB402の南西隅部に重複 して位置する。平面形状は楕円形を呈し、

断面形状は台形状となる。規模は、長軸0.30m、 短軸0,23m、 深さ0.21mである。遺物は、一部欠損 した状

況でロクロ土師器小皿266(R724・ 742)が 1点出土している。

5二 溝

清SD203(図面19・ 20、 図版24)

調査区中央の024、 P24、 Q24・ 25、 R24・ 25区 に位置する。南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状
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は弧状から階段状を呈する。北端は調査区外へ延び、南端部の形状は方形を呈する。確認された規模は、

全長14.90m以上、上幅0.12～ 019m、 深さ0。78mで 、主軸方位はN-12°一wを示す。遺物は、底部付近から

内黒のロクロ土師器有台椀267(R146)が 出土している。

溝SD222(図 面19)

調査区中央のP23、 Q23・ 24区 に位置する。北西から南東方向へ弓形に延びる溝で、断面形状は半円状を

呈する。本溝の南西側は緩やかな斜面、北東側はほぼ平坦な地形となっており、本溝はこの地形に沿って

構築されたものと考えられる。規模は、全長8.00m、 上幅0.40～ 0.70m、 深さ0.20mである。覆土は黒褐色

土の単層である。出土遺物なし。

溝SD223(図 面19・ 20、 図版24)

調査区中央のQ25、 R25区 に位置する。南北方向へ直線的に廷びる溝で、断面形状は弧状から台形状を呈

する。北端部の形状は方形を呈する。規模は、全長6.80m、 上幅0.70～ 120m、 深さ0。26mで、主軸方位は

N-6°一Wを示す。溝SD226・ 227を 切る。また、南端は溝SD241と 接 しているが、新旧関係については判然

としない。出土遺物なし。

溝SD224(図 面 19。 20、 図版24)

調査区中央のL26、 M26、 N25・ 26、 026、 P26、 Q26、 R26区 に位置する。南北方向へ直線的に延びる溝

で、断面形状は弧状から台形状を呈する。北端は調査区外へ延び、南端部の形状は方形を呈する。本溝は、

南端部から延びる小溝によって溝SD241と 連結している。この小溝は、溝SD241へ の排水を目的としたもの

と考えられ、本溝が溝SD241に先行して構築されていたものと推測される。確認された規模は、全長 19。25

m以上、上幅1.00～ 1.16m、 深さ0.29mで 、主軸方位はN-11°一Wを示す。溝SD227・ 230。 231・ 232を切 り、

掘立柱建物SB4能 に切られる。遺物は、珠洲甕または壼268(R584)、 用途不明木製品269(R862)な どが出

土している。

溝SD225(図 面19～ 22、 図版25)

調査区東側のK31、 L31・ 32、 M31・ 32、 N31・ 32、 o32・ 33、 P32・ 33区 に位置する。南北方向へ直線的

に延びる大規模な溝で、断面形状は台形状を呈する。北端は調査区外へ延び、南端部の形状は方形を呈す

る。確認された規模は、全長29.30m以上、上幅2.65～ 3.30m、 深さ0.85mで、主軸方位はN-17°一Wを示す。

覆土の状況から、南側から逐次埋没していつたものと考えられる。掘立柱建物SB401、 自然流路SD244に切

られる。遺物は、白磁椀270(R798-11)、 珠洲甕または壼271(R607)・ 272(R605)、 連歯下駄の未成品

273(R798-13)・ 274(R798-16)、 差歯下駄275(R798-14)、 用途不明木製品276(R798-10)、 部材277

(R798-8)・ 278(R608)、 折板279(R604)・ 280(R798-3)、 九木281(R798_9)、 害Jり 材282(R604)な

どのほか、無加工の自然木などが出土している。

本溝は、覆土の堆積状況から、山際である南側から逐次埋没 していったことが判明している。出土遺物

のうち、時期的にもっと新 しい遺物である珠洲271(R607)。 272(R605)に ついては、西側の上層付近か

ら出土したものであり、本溝が機能を停止 したあとの最終的な埋没時期を示すものと思われる。

清SD226(図面19)

調査区中央のQ25・ 26区 に位置する。東西方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。規模

は、全長5.50m、 上幅0.40～ 0.54m、 深さ0.15mで、主軸方位はN-85°一Eを示す。溝SD223とこ切られる。覆

土は、にぶい黄橙色砂質土ブロックを多量に含む黒褐色土の単層である。出土遺物なし。

清SD227(図面19)
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調査区中央のQ26・ 27、 R25・ 26区 に位置する。東西方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状から台

形状を呈する。確認された規模は、全長6.88m以 上、上幅0.30～ 048m、 深さ0.10mで 、主軸方位はN―

89°一Wを示す。溝SD223・ 224。 241に切られる。覆土は、にぶい責橙色砂質土を含む黒褐色土の単層であ

る。遺物は、ロクロ土師器小皿283(R586)が 出土 している。

溝SD228(図 面20)

調査区中央の026・ 27、 P26、 Q26・ 27区 に位置する。東側が開口した「ヨJの字状に延びる溝で、断面

形状は弧状を呈する。規模は、全長19,03m、 上幅0.20～ 0.40m、 深さ0.06mである。溝SD231を 切 り、掘立

柱建物SB403・ 404に 切られる。覆土は灰黄褐色砂質土を含む黒色土の単層である。遺物は、ロクロ土師器

小皿284(R799)が出土している。

清SD229(図 面19)

調査区中央のP25・ 26、 Q26区に位置する。北西から南東方向へ弓形に延びる溝で、断面形状は弧状から

階段状を呈する。確認された規模は、全長4.00m以上、上幅0.22～ 0.40m、 深さ0.07mである。溝SD258を

切 り、掘立柱建物SB403・ 404、 土坑SK103、 溝SD230に切られる。覆土は、にぶい黄橙色砂質土を含む黒

褐色土の単層である。出土遺物なし。

清SD230(図 面19)

調査区中央のP25。 26区 に位置する。東西方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。確認さ

れた規模は、全長4.00m以 上、上幅0.20～ 0.35m、 深 さ0.04mで 、主軸方位はN-87°一Wを示す。溝

SD229。 233を 切 り、溝SD2241こ 切られる。覆土は、にぶい黄褐色砂質土が薄く互層をなす黒褐色粘質上の

単層である。出土遺物なし。

溝SD231(図 面19、 図版26)

調査区中央の026・ 27区 に位置する。東西方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。確認

された規模は、全長8.00m以 上、上幅0.20～ 0.45皿 、深さ013mで、主軸方位はN-86°一Eを示す。土坑

SK104、 溝SD224・ 228に 切られる。遺物は、ロクロ土師器小皿285(R588)。 286(R588'794-3)、 有台

椀287(R7944-4・ 795)～289(R794-1)が出土している。

溝SD232(図 面19)

調査区中央のP25。 26区 に位置する。東西方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。確認さ

れた規模は、全長260m以上、上幅0.20～ 0.35m、 深さ005mで、主軸方位はN-77°一Eを示す。土坑SK103、

溝SD224に 切られる。覆土は、にぶい黄褐色砂質土を含む黒褐色粘質土の単層である。遺物は、管状土錘

290(R896)が出土している。

清SD233(図 面19)

調査区中央のP26区 に位置する。南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。確認された

規模は、全長1.85m以 上、上幅0.20～ 0.22m、 深さ0.04mで、主軸方位はN-3°―Eを示す。ttSD230に切ら

れる。覆土は黒褐色土の単層である。出土遺物なし。

溝SD234(図 面 19、 図版26)

調査区中央のN27、 027・ 28区 に位置する。南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状から半円状

を呈する。北端は調査区外へ延びる。確認された規模は、全長12.01m以 上、上幅0.30～ 0.39m、 深さ0.10m

で、主軸方位はN-21°一wを示す。覆土は黒褐色粘質土の単層である。出土遺物なし。

溝SD235(図 面19)
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調査区中央のM27、 N27区 に位置する。南北方向へ「く」の字状に屈曲して延びる溝で、断面形状は弧状

を呈する。北端は調査区外へ延びる。確認された規模は、全長4.80m以上、上幅0.17～ 0.41m、 深さ0.08m

である。覆土は黒褐色粘質土の単層である。出土遺物なし。

溝SD236(図面 19、 図版27)

調査区中央の027区 に位置する。東西方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。規模は、

全長2.58m、 上幅0.20～ 0.40m、 深さ0.09mで 、主軸方位はN-77°一Eを示す。覆土は灰責褐色砂質土を含む

黒褐色粘質土の単層である。遺物は、管状土錘291(R590)～ 293(R590)が出土している。

清SD237(図面19)

調査区中央の028・ 29区に位置する。北西から南西方向へ廷びる溝で、断面形状は階段状を呈する。規

模は、全長4.26m、 上幅0.30～ 0.57m、 深さ0。 12mで 、主軸方位はN-65°一Wを示す。ttSD238と 接 してい

るが、新旧関係については不明である。覆土は灰責褐色砂質土を多量に含む黒褐色土の単層である。出土

遺物なし。

溝SD238(図面19)

調査区中央の028・ 29区 に位置する。東西方向へ延びる不整形な溝で、断面形状は弧状を呈する。規模は、

全長4.75m、 上幅0,25～ 0.68m、 深さ0.06mで 、主軸方位はN-70°一Eを示す。西端は溝SD237と 接 している

が、新旧関係は不明である。覆土は灰黄褐色砂質土を少量含む黒褐色土の単層である。出土遺物なし。

溝SD239(図面19)

調査区中央の027・ 28区に位置する。東西方向へ直線的に延びる滞で、断面形状は弧状を呈する。規模

は、全長1.25m、 上幅0.15～0.20m、 深さ0,03mで 、主軸方位はN-82°一Eを示す。覆土は黒褐色上の単層で

ある。出土遺物なし。

清SD240(図面19)

調査区中央のP27・ 28区 に位置する。南西から北東方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。

規模は、全長1.50m、 上幅0.25～ 0.28m、 深さ0.06mで 、主軸方位はN-46°一Eを示す。覆土は灰責褐色砂質

土を含む黒褐色粘質土の単層である。出土遺物なし。

溝SD241(図面19・ 20、 図版27)

調査区中央のP30・ 31、 Q27～ 31、 R25～ 27区 に位置する。東西方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は

台形状を呈する。調査区南側の山際に構築されているもので、南側約 1/2は調査区外となる。東端部の形

状は方形を呈し、西端は風倒木痕によつて失われている。確認された規模は、全長30,72m以上、上幅1.01

m、 深さ0.45mで、主軸方位はN-72°一Eを 示す。溝SD223・ 224・ 242・ 248と 接しているが、新旧関係に

ついては判然としない。遺物は、珠洲片口鉢294(R627)・ 壷295(R628)のほか、無加工の自然木などが

出土している。

溝SD242(図面19)

調査区中央のP28、 Q28区 に位置する。南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。規模

は、全長3.90m、 上幅1.05～ 1.18m、 深さ0.26mで、主軸方位はN-16° 一Wを示す。南端は溝SD241と 接 し

ているが、新旧関係については判然としない。出土遺物なし。

溝SD243(図面 19、 図版27)

調査区東側のN29～ 31、 029、 P29～ 31区 に位置する。東側が開口する「コ」の字状に延びる溝で、断面

形状は半円状を呈する。掘立柱建物SB401に 付随する雨切 り溝と考えられる。規模は、全長27.60m(上幅
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0,30～0,70m、 深さ016mである。覆土は場所によつて異なるが、基本的に下層に灰黄褐色砂質土、上層に

黒褐色粘質上の堆積がみられる。遺物は、ロクロ土師器小皿296(R675-1)・ 297(R6762)が出土 して

いる。

溝SD245(図面19)

調査区東側のM30、 N30区に位置する。東西方向へ直線的に廷びる溝で、断面形状は弧状を呈する。掘立

柱建物SB4021こ付随する雨切 り溝と考えられる。規模は、全長6.30m、 上幅020～ 0.45m、 深さ0,08mで 、

主軸方位はN-17°―Wを示す。覆土は黒褐色土の単層である。出土遺物なし。

溝SD246(図面 19、 図版27)

調査区東側のN29・ 30、 029・ 30、 P30～ 32、 Q32区 に位置する。東側が開口する「コ」の字状に延びる

溝で、断面形状は半円状を呈する。掘立柱建物SB4011こ付随する雨切 り溝と考えられる。外狽Jを溝SD243が

並走する。両溝の新旧関係については不明であるが、ほぼ同時期の所産と思われる。規模は、全長26.70m、

上幅0.30～0,70m、 深さ026mである。土坑SKl19を 切る。覆土は場所によつて異なるが、基本的に下層に

灰責褐色砂質土、上層に黒褐色土～黒褐色粘質土の堆積がみられる。遺物は、用途不明土製品302(R735)

が出土している。

溝SD247(図面 19、 図版28)

調査区東側のQ32～ 34区 に位置する。東西方向へ直線的に延びる溝である。南側の山際に構築されてい

るもので、大半が調査区外となる。確認された規模は、全長8.10m以上、上幅0.50m以上、深さ0.46mであ

る。覆土は黒褐色砂質土を主体に堆積する。出土遺物なし。なお、平成14年度に実施された隣接地区 (B

地区)の発掘調査により、本溝はさらに東へ延びることが半U明 している。

溝SD248(図面19)

調査区中央の Q28区 に位置する。南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。規模は、

全長2.75m、 上幅0.52～ 0.75m、 深さ0.09mで、主軸方位はN-22° 一Wを示す。南端は溝SD241と 接 してい

るが、新旧関係は判然としない。覆土は灰責褐色砂質土を含む黒褐色土の単層である。出土遺物なし。

溝SD249(図面 19)

調査区東側の P30、 Q30区に位置する。ほぼ南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。

規模は、全長310m、 上幅0.18～0.29m、 深さ0.06mで、主軸方位はN-29°一wを示す。覆土は黒褐色土の

単層である。出土遺物なし。

清SD250(図面21)

調査区東側のM33、 N33・ 34区 に位置する。南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は台形状を呈す

る。確認された規模は、全長6.12m以上、上幅1.25～ 160m、 深さ0.25mで、主軸方位はN-14°―wを示す。

溝SD225と ほぼ並行する位置関係にある。掘立柱建物SB405、 土坑SKl171こ 切られる。覆土は黒掲色粘質土

を主体に堆積する。出土遺物なし。

溝SD254(図面 19)

調査区東側のK30区 に位置する。東西方向へほぼ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。西端

は調査区外へ延びる。確認された規模は、全長2.15m以上、上幅0.30m、 深さ0.07mで 、主軸方位はN―

78°一Eを示す。覆土は黒褐色土の単層である。出土遺物なし。

溝SD255(図面 19)

調査区東側の033区に位置する。南西から北東方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は半円状を呈する。
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確認された規模は、全長260m以上、上幅0.28～0,40m、 深さ010mで 、主軸方位はN-50°一Eを示す。溝

SD225・ 256に切られる。覆土は、にぶい黄橙色砂質土を含む黒褐色土の単層である。出土遺物なし。

清SD256(図面19)

調査区東側のN32・ 33、 032～ 34、 P34区に位置する。北西から南東方向に緩い弧状を呈して廷びる溝で、

断面形状は台形状を呈する。東端は調査区外へ延びる。確認された規模は、全長1070m以上、上幅0.60～

0,72m、 深さ0.19mで ある。土坑SK1211こ 切られる。覆土は橙色砂質土を含む黒褐色土の単層である。出土

遺物なし。

溝SD253(図面19)

調査区中央のP25区 に位置する。南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。確認され

た規模は、全長1.15m以上、上幅0.35～ 038m、 深さ0.02mで、主軸方位はN-80°一Wを示す。溝SD2291こ

切られる。覆土は黒褐色土の単層である。出土遺物なし。

溝SD259(図面 19、 図版28)

調査区東側のL32、 M32、 N32・ 33、 033区に位置する。ほぼ南北方向へ直線的に延びる溝で、断面形状

は半円状を呈する。確認された規模は、全長17.43m以上、上幅0。28～ 0.45m、 深さ0.22mで、主軸方位は

N-25°一Wを示す。掘立柱建物SB405と ほぼ並行する位置関係にある。自然流路SD2441こ 切られる。覆土は

灰黄褐色粘質土の単層である。出土遺物なし。

溝SD260(図面19)

調査区東側のM33・ 34区 に位置する。ほぼ東西方向へ直線的に廷びる溝で、断面形状は台形状を呈する。

東端は調査区外へ延びる。確認された規模は、全長4.00m以上、上幅0.32～ 0.55m、 深さ0.09mで、主軸方

位はN-70°―Eを示す。西端は溝SD261と 接 しているが、新旧関係については判然としない。覆土は橙色砂

質土を含む黒褐色上の単層である。出土遺物なし。

清SD26刊 (図面21)

調査区東側のL32・ 33、 M32区 に位置する。「コ」の字状に廻る溝で、断面形状は半円状を呈する。東端

は調査区外へ延びる。確認された規模は、全長21.00m以 上、上幅0.25～ 0,70m、 深さ0.36mで ある。溝

SD265を 切る。出土遺物なし。

溝SD265(図面21、 図版28)

調査区東側のK32・ 33、 L32、 M32、 N32・ 33、 033・ 34区 に位置する。東側が開口する「コ」の字状に

延びる溝で、断面形状は弧状から階段状を呈する。掘立柱建物SB405を 囲むように廻っている。確認され

た規模は、全長18.40m以上、上幅0.35～ 0.85m、 深さ0.12mである。ttSD2611こ 切られる。出土遺物なし。

なお、平成14年度に実施された隣接地区 (B地区)の発掘調査により、本溝はさらに東へ延びることが判

明している。

溝SD266(図面19)

調査区東側のL32・ 33区 に位置する。東西方向に直線的に延びる溝で、断面形状は弧状を呈する。東端は

調査区外となる。確認された規模は、全長2.65m以上、上幅055～ 0.65m、 深さ0.13mで、主軸方位はN―

82°一Eを示す。覆土は黒ttS色土の単層である。出土遺物なし。

溝SD267(図面19)

調査区東狽1の N27・ 28区 に位置する。ほぼ東西方向に直線的に廷びる溝で、断面形状は弧状を呈する。

規模は、全長2.09m、 上幅0.20～ 0.30m、 深さ025mで、主軸方位はN-81° 一Wを示す。覆土は黒褐色土の

単層である。出土遺物なし。
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第 7図 第 1遺物包含層出土土器類の重量分布図 (1/600)
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6.自然流路

自然流路SD244(図面21、 図版28)

調査区北東側のK30～ 33、 L28～ 33、 M28・ 29区 に位置する。谷底中央を蛇行しながら流下する自然流路

である。全体に幅広で浅い形状を呈するが、中央付近にはやや深く狭れた小流路がみられる。確認された

規模は、全長25.60m以 上、上幅3.48～ 4.00m、 深さ0.26mである。溝SD225と 重複して切る。遺物は、縄文

土器299(R797)、 ロクロ土師器小皿300(R797-1)。 301(R654)、 非ロクロ土師器小皿302(R735)、 白磁

皿303(R679・ 796-1)、 珠洲奏304(R632)、 用途不明土製品305(R735)・ 306(R736)、 管状土錘307

(R657)・ 308(R681)な どが出土している。

第 3節 第 1遺物包含層

基本層序第Ⅳ層が該当する。遺物は、平安時代から中世前期にかけてのものを中心に出土している。

出土した土器類の総重量は55.83kgで 、これを小グリッド単位で示したのが第 7図である。また、第 8図

は、時期特定が可能な陶磁器類 (白磁、青磁、珠洲)について、小グリッド単位で出土状況を示したもの

である。これによれば、11世紀後半～12世紀の遺物は、遺構が検出されている調査区中央から東側のほぼ

全域にわたつて分布がみられるのに対して、13世紀～14世紀前半の遺物は、掘立柱建物SB403・ 404お よび

自然流路SD244付近に集中する傾向がみられる。

第 8図 第 1遺物包含層出土の陶磁器類分布図 (1/500)

○ :白磁 (青磁椀 I-1類 含む、11世紀後半～12世紀 )
0:青 磁 (自磁椀Ⅸ類含む、13世紀後半～14世紀前半 )
▲ :珠沸 (吉 岡編年 1期～Ⅳ

`期
、13世紀前半～14世紀初頭 )
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第 4節 迫逗 物

1.遺構出土遺物
掘立柱建物SB401(図面27、 図版32)

2(R658)は ロクロ土師器の小皿である。底径が大きく体部は直線的に短く開く。 3(R694)・ 4

(R692)は 非ロクロ土師器の皿である。日縁部に二段ナデが施されるもので、日縁端部は弱く外反する。

ナデが施される底部には、微細なひび害」れもしくは級状の痕跡があり、型起こし成形によるものと考えら

れる。ともに内外面に範囲不明瞭な油煙の付着がみられ、灯明皿として使用されたものであることがわか

る。ほかに細片のため図示していないが、柱穴P13か らも同様の皿が 1点出土している。

掘立柱建物SB403(図面27・ 28、 図版32)

5(R592)は管状土錘である。長辺断面形は樽形を呈する。

6(R822)～ 11(R922)は柱根である。 7(R924)・ 8(R911)は九木、ほかは断面方形から三角形

状を呈する割り材である。樹種は、 7(R924)・ 8(R911)が クリ、 6(R822)。 9(R921)～ 11

(R922)がスギである。

掘立柱建物SB404(図面28～ 30、 図版32・ 33)

12(R140-6)～ 18(R140-2)は 管状土錘で、柱穴P9の上層から7点まとまって出土したものである。

形状は、長辺断面形が樽形を呈するものから丸い土玉状のものまで多様である。一括性の高い資料と考え

られるが、形状および重量からは明瞭な規格性はみえない。

19(R891-1)～ 32(R917)1よ木製礎盤である。19(R8911)～ 25(R894)は板状もしくは角材状の割

り材を利用したもの、27(R890)～32(R917)は丸木の半我材もしくは多載材を利用したものである。い

ずれも斧状工具によって長辺の片端を斜めに切断している点に共通した特徴がみられる。33(R891-3)は

九木の柱根である。34(R823)は樹皮付きの細い丸木で、両端を斧状工具で切断する。柱穴P6から出土

しており、ほかの礎盤とほぼ同じ大きさであることから、簡易的な礎盤として使用されたのではないかと

思われる。樹種は、22(R891-2)・ 27(R890)。 28(R912)。 31(R918)。 33(R891-3)。 34(R823)

はクリ、26(R816)はニガキ、29(R920)は ハンノキ属ハンノキ亜属である。

土坑SK103(図面30、 図版33)

35(R1077),36(R309。 1075)は珠洲の片口鉢である。35(R1077)の 卸し目は直線で施入は疎である。

吉岡編年Ⅲ～Ⅳl期 〔吉岡19И〕頃の製品と思われる。36(R309。 1075)は内面が磨耗する。底部静止糸切

り痕。

土坑SK刊 04(図面30～ 39、 図版33～42)

37(R209-200)は ロクロ土師器の小皿と思われる。内面黒色処理が施されるもので、底部は低い柱状高

台となる。38(R193)・ 39(R209-177・ 209-185)1よ非ロクロ土師器の小皿である。日縁部に一段ナデが施

されるもので、端部はつまみ上げて断面三角形状に面取りする。内面にはハケ状工具の痕が残る。ナデが

施された底部には、微細なひび割れもしくは緩状の痕跡がみられ、型起こし成形によるものと考えられる。

40(R211)は龍泉窯系の青磁椀である。体部外面に鏑蓮弁文を有する。大学府分類 〔横田・森田1978〕 の

青磁椀 I-5類に該当するもので、13世紀後半～14世紀前半の製品と思われる。

41(R153①)～ 246(R209-202)は箸状木製品である。両端を細く削るもので、断面形は多角形もしく

は扁平な多角形を呈する。これら206点の内訳は、完形品64点 (31%)、 片端欠損品85点 (41%)、 両端欠損
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品57点 (28%)である。完形品における長さの最大値は30.2cm、 最小値は11.5cmで 、平均値は21.Ocmであ

る。なお、105(R156)1よ片端を欠損するものであるが、長さ30cmを 超える大形品とみられる。樹種は、

全点のうち無作為に選んだ 5点について同定を行ったところ、いずれもスギであった。

247(R209-148)～ 249(R209-37)は円形曲物である。247(R209-148)・ 248(R209-207)は底板である。

249(R209-37)は蓋板と思われるもので、把手を結合するための木釘孔と思われる小孔が 2箇所確認でき

る。村種は、247(R209-148)が ヒノキ科、248(R209-207)が スギ、249(R209-37)が ヒノキである。

土坑SKl16(図面39、 図版42)

250(R727)は箸状木製品である。両端を細 く削るもので、断面形は扁平な多角形を呈する。長さは

22.7cmである。

土坑SKl17(図面39、 図版42)

251(R793)は 板材である。大半を欠損する。

上坑SKl19(図面39、 図版42)

252(R792-3)～ 254(R792-5)は ロクロ土師器の小皿である。252(R792-3)。 253(R792-1)は 体

部下端で僅かに外反し、体部は内湾気味に開く。底部は厚底となる。254(R792-5)は底径が大きいもの

で、体部は直線的に短 く開く。255(R792-9)～ 257(R792-2)は ロクロ土師器の椀である。255(R792-

9)・ 256(R792-8)は 底径がやや大きいものである。255(R792-9)は 体部が内湾 して開 く。256

(R792-8)は 体部下端で僅かに外反し、体部は直線的に開く。257(R792-2)は 体部下端で強 く外反し、

体部は内湾して開く。底部は厚 く平高台状を呈する。258(R792-4)は非ロクロ土師器の皿である。日縁

部に二段ナデが施されるもので端部は弱く外反する。253(R792-1)。 258(R792_4)の 内タト面には油煙

の付着がみられ、灯明皿として使用されたものと考えられる。259(R792-6)は管状土錘である。長辺断

面形は樽形を呈する。260(R664-7)は 曲物で、側板の綴合せ部分の破片である。261(R792-10)は 杭と

思われる。細い九木を利用 したもので、片端を半周だけ削って尖らせる。ほかに種実遺体としてモモの核

1点が出土している。

土坑SK124(図面40、 図版43)

262(R895)はロクロ土師器の小皿である。体部は直線的に開く。263(R955)・ 264(R895'953・ 954)

はロクロ土師器の椀である。体部は内湾して開く。263(R955)の 内外面には油煙の付着がみられ、灯明

皿と考えられる。

JヽビットSP923(図 面40、 図版43)

265(R969-1)は ロクロ土師器の有台椀である。体部は内湾して開き、日縁部は僅かに外反する。高台

は細 く短い。内面黒色処理が施される。体部外面上半にはヘラ状の工具を用いたと思われる強いロクロナ

デが施される。

′トピットSP925(図 面40、 図版43)

266(R724・ 742)は ロクロ土師器の小皿である。体部は内湾気味に開き、日縁部は外反する。体部内面

に籾殻圧痕がみられる。

清SD203(図面40、 図版43)

267(R146)は ロクロ土師器の有台椀である。体部は内湾気味に開き、日縁部は僅かに外反する。高台

は断面三角形状を呈する肉厚のものである。内面黒色処理が施される。日縁端部を除き、体部外面上半か

ら内面上位にかけてヘラ状の工具を用いたと思われる強いロクロナデが施される。体部外面に籾殻圧痕が
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みられる。

清SD224(図 面40、 図版43)

268(R584)は珠洲である。甕またはこの胴部片で、外面は平行叩打、内面は押圧具痕が施される。269

(R862)は 用途不明の木製品である。一見 して柄振に似るものであるが、全体に腐朽しており本来の形状

は不明である。片面には焼け焦げがみられる。

溝SD225(図 面40～ 42、 図版43・ 44)

270(R798-11)は 白磁碗である。高台は厚 く、削 り出しは僅かである。高台付近は露胎となる。体部の

内面下端に沈線状の段をもつものと思われる。大学府分類の白磁碗Ⅳ-1・ a類に該当するもので、11世紀

後半～12世紀の製品と思われる。271(R607)・ 272(R605)は珠洲の奏または重である。271(R607)は

胴部外面に右下がりの平行叩打、272(R605)は 綾杉状の縦列叩打が施される。

273(R798-13)。 274(R798-16)は 一木から作 り出す連歯下駄の未成品である。両者は割り面での接合

が確認されており、一足分であることが判明している。樹種はクリである。本資料から理解される連歯下

駄の製作工程については、概ね次のように考えられる。①伐採 した木を約25cmの 長さに切断する。切断箇

所の幹径は23cm前後。②切断された短い丸太を半載 して一足分の素材とする。③内側の割 り面を台とし、

樹皮付 きの外狽1か ら鈍状工具により歯を削 り出す。歯の削 り出しは、歯 と歯の間から開始する。275

(R798-14)は 差歯下駄の歯である。下端接地面は磨耗する。276(R798-10)は 用途不明品である。断面楕

円形となる細長い棒状の製品で、片端は「く」の字状に屈曲する。277(R798-8)。 278(R608)1よ 部材

である。277(R798-8)は 断面方形の角材で、片狽」を薄 く作 り出す。278(R608)は細い角材で中央に小

孔が 1箇所穿たれる。ともに片端に焼け焦げがみられる。279(R604)・ 280(R798-3)は 折板 と思われ

る。薄 く細長い板状を呈する。281(R798-9)は 樹皮付きの九木である。斧状工具により片端は斜めに切

断する。282(R604)は害より材である。断面三角形となる棒状を呈するもので、部分的に斧状工具による

加工痕がみとめられる。片端に焼け焦げがみられる。樹種は、275(R798-14)・ 277(R798-8)・ 280

(R798-3)が スギ、276(R798-10)が カエデ属、281(R798-9)が マツ属複維管束亜属、282(R604)が

ヤマクワである。

ほかに種実遺体としてモモの核 1点が出土している。

溝SD227(図 面42、 図版44)

283(R586)は ロクロ土師器の小皿である。

溝SD228(図 面42、 図版44)

284(R799)は ロクロ土師器の小皿である。体部は内湾気味に開き、日縁部は弱く外反する。

清SD231(図 面42、 図版45)

285(R588)・ 286(R588。 794-3)は ロクロ土師器の小皿である。285(R588)は体部が内湾気味に開

き、口縁部は弱 く外反する。286(R588・ 794-3)は体部が内湾して開くもので、日縁端部は九 くおさめる。

内外面に油煙の付着がみられ、灯明皿と考えられる。287(R794-4・ 795)～ 289(R794-1)は ロクロ土師

器の有台椀である。287(R794-4・ 795)。 289(R794-1)は 内面黒色処理が施される。287(R794-4・

795)は 体部が内湾して開き、日縁部は弱く外反する。高台は細 く短い。体部外面はロクロナデ、内面は横

位ヘラ磨きが施される。289(R794-1)の高台は断面三角形状を呈する肉厚のものである。289(R794-1)

は体部が内湾してやや浅く立ち上がるもので、日縁部は外反する。高台径が大きい。内外面はロクロナデ

が施される。
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溝SD232(図面43、 図版45)

290(R896)は 管状土錘である。長辺断面形は樽形を呈する。

溝SD236(図面43、 図版45)

291(R590)～ 293(R590)は 管状土錘である。長辺断面形が樽形を呈するものと九い土玉状のものがあ

る。

溝SD241(図面43、 図版45)

294(R627)・ 295(R628)は珠洲である。294(R627)1よ 片口鉢で、曲線文の卸 し目をもつものと思わ

れる。吉岡編年 I～ Ⅱ期の製品と思われる。295(R628)は壼と思われる。外面に綾杉状の縦列叩打、内

面に押圧具痕が施される。

清SD243(図面43、 図版45)

296(R675-1)・ 297(R676-2)は ロクロ土師器の小皿である。296(R675-1)は 体部下端で外反し、

体部は内湾気味に開く。口縁端部は細 くおさめる。底部は厚 く平高台状となる。297(R676-2)は 体部が

直線的に短く開くもので、日縁端部は細 くおさめる。

溝SD246(図面43、 図版45)

302(R735)は用途不明の土製品である。内面に輪積痕が残るもので、底部片の可能性がある。胎土は

粗 く礫や砂を多く含む。

自然流路SD244(図面43、 図版45,46)

299(R737)は縄文土器である。深鉢形土器の胴部片と思われるもので、単節縄文が施文される。300

(R797-1),301(R654)は ロクロ土師器の小皿である。300(R797-1)は 体部が外反気味に開くもので

ある。301(R654)1よ 柱状高台をもつものである。302(R735)|ま非ロクロ土師器の小皿である。日縁部に

一段ナデが施されるもので端部は九 くおさめる。303(R679,796-1)は 白磁皿である。体部上位で内湾す

る器形となり、内面中位には沈線状の段が施される。底部はやや上げ底状となる。白磁皿Ⅵ-1類 に該当

するもので、11世紀後半～12世紀の製品と思われる。304(R632)1よ珠洲の奏である。外面は右下がりの

平行縦列叩打、内面は押圧具痕が施される。頸部内面に凹線が 1条みとめられる。305(R735)・ 306

(R736)は用途不明の土製品である。内面に輪積痕が残るもので、底部片の可能性がある。胎土は粗 く礫

や砂を多く含む。307(R657)。 308(R681)|ま 管状土錘である。307(R657)1よ長辺断面形が細長い紡錘

形、308(R681)は九い土玉状を呈するものである。

2日 包含層出土遺物

土師器 309(R457)1よ 有段口縁をもつ壼形土器である。口縁帯に2個一組 となる円形貼付文が付され

る。

須恵器 310(R301・ 386)～ 313(R100・ 467)は 無台杯である。底部調整は回転ヘラ切 りである。312

(R502)の底部外面にはヘラ記号「一」 と、暗褐色を呈する漆状の付着物がみられる。313(R100・ 467)

は体部が大きく開く器形で厚底である。314(R575)。 315(R242)|よ有台杯である。ともに高台部は内端

接地である。316(R702)1よ 杯蓋である。日縁端部は僅かに折れ、扁平な擬宝珠状の摘まみが付 く。317

(R386)～ 319(R439・ 500・ 501・ 609・ 610,743)は短頚重である。317(R386)は 口縁部が内傾気味に短

く立ち上がるもの、318(R610)イよ直立するものである。319(R439・ 500・ 501・ 609。 610,743)|ま 肩部

が張る器形を呈し、高台は「ハ」の字に大きく開く。肩部には 2条一組となる凹線が 2列廻つている。成
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形後、体部内外面は目の粗い木口状の工具によって調整が施される。320(R495)は 三又は瓶類である。

高台は短く「ハ」の字に大きく開く。321(R160・ 240・ 456)は双耳瓶である。肩部に断面四角形となる

突帝を 2条廻らし、小振 りの摘まみを付加する。摘まみは、上から小孔を 1箇所穿ち、正面に縦位沈線状

の刻み目が施される。322(R277)～ 326(R89。 376)は甕である。326(R89・ 376)の 顕部には単沈線に

よる波状文が施される。

中世土師器 327(R216・ 717)～ 359(R351・ 428)は ロクロ土師器である。327(R216。 717)～ 334

(R470)は有台椀である。327(R216・ 717)・ 328(R257・ 259)は 内面黒色処理が施されるものである。

327(R216・ 717)は体部が内湾 して立ち上がり、日縁部が弱く外反する。体部外面上位には強いロクロナ

デが施される。329(R442)～ 334(R470)|よ底部片である。330(R456)は 全体に器肉が薄いものである。

331(R69)～ 334(R470)は所謂足高高台をもつ椀である。335(R715)。 336(R237)は椀である。335

(R715)は 体部下端で僅かに外反したのち内湾気味に開くもので、日縁部は弱く外反する。337(R712)は

有台皿である。底部に低い高台もつもので、体部は直線的に開く。底部内面にハケ状工具痕が残る。338

(R428)～ 350(R408)は 小皿である。338(R428)は 体部が内湾気味に開き、日縁部は外反する。339

(R233)～ 342(M76)は体部が直線的に開くものである。343(R230)は体部が内湾して開くもので、日

縁端部は細 くおさめる。344(R475)。 345(R363)は 底径が大きく体部は直線的に短 く開くものである。

344(R475)の 底部内面にはハケ状工具痕が残る。346(R492)～ 348(R240)は体部下端で外反したのち

体部は内湾気味に開くものである。346(R492)|よ 口縁部が弱 く外反するもので、小さめの底部は厚 くや

や平高台状となる。内外面に油煙が付着しており、灯明皿と思われる。349(R482)は体部が内湾気味に

開くものである。350(R408)は体部下半で強く外反し、体部は内湾して短 く開く。口縁端部は直立気味

につまみ上げて細 くおさめる。底部は厚 く平高台状となる。351(R351)～ 359(R351・ 428)は柱状高台

をもつものである。小皿の類 と思われるが、全体の器形がわかるものはほとんどない。352(R388)1よ底

部内面中央が凹むものである。354(R305)は小皿である。柱状高台から体部がほぼ水平に伸びるもので、

体部の器肉は薄い。

360(R492)～367(R332)|よ 非ロクロ土師器である。360(R492)～ 364(R322)イま口縁部に二段ナデ

が施されるもので、360(R492)～ 362(R420)|よ 小皿、363(R389)・ 364(R322)とま皿である。360

(R492)の日縁端部は僅かに外反する。360(R492)・ 364(R322)は底部に微細なひび割れもしくは級状

の痕跡があり、型起こしによる成形と思われる。365(R417)～ 367(R332)は口縁部に一段ナデが施され

るもので、いずれも回縁端部は九 くおさめる。また、360(R492)・ 365(R417)は内外面に油煙の付着が

みられることから灯明皿と考えられる。

白 磁 368(R582)～ 378(R309)|よ椀である。368(R582)・ 369(R86)は小さな玉縁日縁をもつも

のである。白磁椀口類。368(R582)の釉色は白濁して黄味がかり、369(R86)の釉には貫入がみられる。

370(R242)～ 374(R442)は 王縁口縁をもつものである。白磁椀Ⅳ類。375(R53)は細 く直立する高台を

もち、内底見込みに段を有する。白磁椀 Vtt。 376(R47)は 内底見込みに劃花文が施文される。白磁椀

V-4・ b類。377(R316)は 内底見込みの釉を輪状に掻きとるもので、高台付近は露胎となる。白磁椀Ⅷ

類。378(R309)は 日縁部内面を面取 りして口禿とする。白磁椀Ⅸ類。379(R375,388)～ 382(R311)|よ

皿である。379(R375。 388)。 380(R181)は体部上位で内湾し、その屈曲部の内面に沈線状の段を有す

る。底部はやや上げ底状となる。白磁皿Ⅵ-1・ a類。381(R97)は体部中位に沈線状の段を有する。白磁

皿Ⅵ-1・ b類。382(R311)|よ底部がやや上げ底状となる。白磁皿Ⅵ-1類。383(R38)は合子の蓋であ
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る。外面に印花文が施され、釉色はややオリーブ灰色がかる。378(R309)は 13世紀後半～14世紀前半、

383(R38)は時期不明、ほかはm世紀後半～12世紀の製品と思われる。

青 磁 龍泉窯系の製品が出土している。384(R341)～ 394(R307)|ま椀である。384(R341)は口縁

部が僅かに外反し、内外面無文となるものである。青磁椀 I-1類。385(R462)は 同じく無文のもので、

細く尖る高台をもち、高台端部は露胎となる。釉はやや厚く掛かり、露胎との境は赤色に発色する。青磁

椀Ⅲ-1類。386(R128)は やや細長い飼蓮弁文が施文される。青磁椀Ⅲ-2類。387(R251・ 394・ 1064)

～394(R307)イま鏑蓮弁文が施文される。高台は断面四角形で、高台端部から高台内は露胎となる。青磁

椀 I-5類。389(R334)の 高台端部には刻み目状の傷が全周する。395(R561)は 杯である。日縁部は外

反し、端部は短く直立気味に立ち上がる。青磁杯Ⅲ-3類。396(R53)は小杯である。体部に鏑蓮弁文を

もち、日縁部は外反する。384(R341)は 12世紀、ほかは13世紀後半～14世紀前半の製品と思われる。

珠 洲 397(R485)～ 399(R305・ 485)は片回鉢である。397(R485)は 口縁端部を方頭におさめる。

398(R429)の allし 日は縦位流水状の波状文となる。399(R305,485)は直線の卸し目で施入は疎である。

底部に静止糸切り痕が残る。430(R249)は 中甕である。日縁部は水平に挽き出し、端部は方頭におさめ

る。401(R712)は奏又は壺の胴部下半の破片である。外面は右下がりの平行叩打、内面は押圧具痕の上

から縦方向の指ナデが施される。402(R394)1ま壺である。肩部に刻文が施される。398(R429)。 430

(R249)は 吉岡編年Ⅱ期、399(R305。 485)|よ吉岡編年Ⅲ～Ⅳl期の製品と思われる。

上製品 403(R482)～ 430(R249)1よ管状土錘である。形状は、長辺断面形が樽形を呈するものから丸

い土玉状のものまで多様である。形状および重量からは明瞭な規格性はみえない。

銭 貨 いずれも北宋銭で、最古銭は明道元賓、最新銭は熙寧元賓である。431(R35)|ま 明道元賓で、

初鋳は明道元年 (1032年 )である。432(R161)は 皇宋通費で、初鋳は賓元二年 (1039年 )である。433

(R84)は果寧元賓で、初鋳は熙寧元年 (1068年)である。書体は、いずれも真書である。

鉄製品 434(R186)1よ 用途不明品である。平坦な面から方形に突き出た差込日のような部位が確認で

きる。

鉱 滓 435(R24)～438(爵27)は鉄淳である。多孔質。
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第 4章 第 3 面

第 1節 概 観

本面は、基本層序第Ⅵ層の上面を遺構検出面とするもので、上面に遺物包含層 (第 V層 )を ともなう。

検出された遺構は、井戸 1基、土坑 1基、溝 1条、大規模な自然流路 1条である。出土遺物から判断され

る本面の所属時期は、古墳時代から奈良時代を中心とするものと思われる。

第 2節 遺 構

1.井 戸
井戸SE501(図 面24、 図版30)

調査区西側のU16区 に位置する。底部に水溜を有する井戸である。掘方の平面形状は円形で、断面形状

は漏斗状を呈する。規模は、長軸1.90m、 短軸1.68m、 深さ1.80mである。南側の山際に構築されているもの

で、基底部の標高は16.40mで ある。底部からは水溜と考えられる底板を抜いた方形曲物が1点据えられた状

況で出土している。井戸側は検出されていないが、覆土中から部材と思われる縦長の板材や細い角材が出

土しており、縦板組横桟どめ 〔宇野1982〕 の井戸側をもっていた可能性が考えられる。掘方および覆土の

堆積状況からみて、廃絶時に丼戸側が抜き取られているものと推測される。遺物は、須恵器甕439(R1052)、

横瓶、方形曲物440(R1073)、 板材441(R1068-1)～ 443(R1068-3)、 角材444(R1072)～ 448(R1071-

4)が出土している。

2日 土 坑

土坑SK125(図 面24、 図版30)

調査区西側のT18・ U18区 に位置する。平面形状は方形を呈し、断面形状は浅い台形状となる。規模は、

長軸0。78m、 短軸0.74m、 深さ0.16mで ある。出土遺物なし。

3.溝
清SD269(図面26、 図版31)

調査区西端のV13区 に位置する。南東から北西へ向かって延びる溝で、断面形状は半円状を呈する。確

認された規模は、全長2.80m以上、上幅0,96m、 深さ0.35mである。遺物は、土師器甕形土器512(R1067)、

高杯形土器513(R1067)、 鉢形土器514(R1067)、 有孔鉢形土器515(R1067)、 小型土器516(R1067)な ど

が出土している。
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4.自然流路

自然流路SD268(図面25・ 26、 図版31)

調査区中央から東側のN28・ 29、 023～ 29、 P22～ 29、 Q24～ 26区 に位置する。谷底を蛇行 しながら流下

する大規模な自然流路である。流路は途中で二股に分岐しており、南恨↓が浅く、北側がやや深い形状とな

っている。土層断面および出土遺物からは明瞭判断できなかったが、構造からみて南側から北側へ流れを

変えたものと思われる。本流路は、東狽Jで徐々に浅くなり漸次消滅する。確認された規模は、全長18.00m

以上、最大上幅450m、 深さ1.02mで ある。流路内からは、古墳時代から奈良時代を中心とする遺物が出土

している。各遺物は、時期的に混在した状況で出土しており、層位的な出土状況は確認されなかった。出

土 した遺物には、弥生土器449(R864)。 450(R564)、 土師器壼形土器451(R865。 901)、 甕形土器452

(R975)～ 471(R1036)、 高杯形土器4脅 (R1000)～ 479(R981)、 鉢形土器480(R909)～ 482(R969)、 有

孔鉢形土器483(R566)、 甑形土器484(R872)・ 485(R1000)、 椀形土器486(R996)、 小型土器487

(R1036)・ 488(R999。 1018)、 須恵器杯489(R957)。 無台杯490(R992・ 996・ 997・ 1000・ 1016)・ 491

(R870)、 有台杯492(R1027)、 杯蓋493(R957)～ 495(R1045)、 高杯496(R870・ 872)、 甦497(R517)、

瓶類498(R545)、 横瓶499(R1027・ 1032)～ 501(R864)、 甕502(R864・ 865・ 685・ 871・ 872,900。

965。 973)～ 505(R881・ 902・ 971)、 砥石506(R875)、 自然石507(R867)～ 509(R867)、 割 り材510

(R907)・ 511(R907)な どがある。

第 3節 第 2遺物包含層

基本層序第V層が該当する。遺物は、古墳時代から奈良時代にかけてのものを中心に出土している。

出土した土器類の総重量は13.45kgで 、これを小グリッド単位で示したのが第 9図である。全体に遺物の

出土は希薄であるが、僅かに調査区西側と中央から東側の北寄り (谷中央)に偏在する傾向がみえる。

第 4節 遺  物

1ぃ 遺構出土遺物

井戸SE501(図 面51・ 52、 図版52)

439(R1052)は 須恵器甕である。胴部外面に擬格子状叩き、内面に同心円状当て具痕が施される。ほか

に細片のため図示していないが、叩き成形の横瓶の破片が 1点出土している。

440(R1073)は 底板を欠く方形曲物である。側板は一重巻きで、平面形はやや台形状に歪む。内面隅部

の片側 2箇所にだけ縦平行線のケビキが施される。綴合せは 1箇所で、 1列外10段綴 じである。側板の下

端には底板を結合するための木釘孔が17箇所あり、一部木釘が遺存する。本曲物は容器として作られたも

のと考えられるが、底板を抜いて井戸の水溜に再利用されている。441(R10681)～ 443(R1070-3)は

板材である。このうち441(R1068-1)の 両側面には浅い切 り込み加工が施されている。444(R1072)～
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447(R1072)は角材である。長さは、444(R1072)と 445(R1072)が 50 0cm前後、446(R1072)と 447

(R1072)が 41 0cm前後となり、二つの規格性がみられる。446(R1072)は両端を、445(R1072)と 447

(R1072)は 片端を断面鈍い三角形状に切断する。これら441(R1068-1)～ 447(R1072)の 木製品は井戸

側の部材であった可能性がある。448(R1071-4)は 細い角材で両端を欠損する。同定された樹種は、方形

曲物440(R1073)が カヤ、板材441(R1068-1)がスギである。

溝SD269(図面58、 図版57・ 58)

512(R1067)～ 516(R1067)は 土師器である。512(R1067)は 「く」の字口縁をもつ甕形土器である。

513(R1067)は 高杯形土器である。脚部は「ハ」の字状に開き、裾部で屈曲外反する。杯部の大半を欠損

するが、割れ日には接合痕と思われる刻み目状の痕跡がみえる。514(R1067)`よ鉢形土器である。九底に

なると思われる深い外部をもち、日縁部は僅かに「く」の字状に屈曲して外反する。口縁端部はやや内湾

して細くおさめる。515(R1067)は有孔鉢形土器である。砲弾状の体部をもち、日縁端部は細くおさめる。

516(R1067)は小型土器である。鉢形を呈するもので、前述した有孔鉢形土器515(R1067)に近似した器

形をもつ。

自然流路SD268(図面52～ 58、 図版53～ 57)

449(R864)。 450(R564)は弥生土器である。449(R864)|ま口縁部が外反する奏形土器である。口唇

部に櫛歯状工具による刻み目が施されるもので、中期の小松式土器と思われる。450(R564)1ま有段口縁

の甕形土器で口縁帯に擬凹線文をもつ。肩部に斜行刺突文が施文されており、後期の法仏式土器と思われ

る。

451(R865。 901)～ 488(R999。 1018)は土師器である。451(R865・ 901)は 三形土器で、細い体部に

ほぼ直立して伸びる日縁部をもつ。内外面はハケロ調整、胴部内面はナデが施される。弥生期の長頸壺の

系譜を引くものと思われる。452(R975)～ 458(R1037)は有段日縁の甕形土器である。452(R975)は 日

縁帯に擬凹線文を施すもの、453(R958。 984)～458(R1037)は ヨコナデを施すものである。459(R972)

～461(R1000)は 山陰系の奏形土器である。日縁帯の下端に断面三角形状 となる鋭い稜をもつ。462

(R1087)～ 468(R984)は 能登形の甕形土器である。462(R1087)～ 466(R1000)は 回唇部をつまみ上げ

て狭い口縁帯をつくるもの、467(R565)・ 468(R984)は 口唇部を面取 りするものである。ともに、顕部

が「コ」の字状に屈曲するものと「く」の字状に屈曲するものがみられる。469(R864・ 973)～ 471

(R1036)|ま 「く」の字口縁をもつ甕形土器である。469(R864・ 973)1ま 口唇部を九 くおさめる。470

(R697)。 471(R1036)は 口唇部に連続指押さえが施されるもので、近江系の土器 (長浜甕)〔中屋1994〕

であろうか。472(R1000)～ 479(R981)は高杯形土器である。このうち478(R904・ 835)に は赤彩がみ

とめられる。480(R909)・ 481(R959)は鉢形土器である。480(R909)1よ 上げ底状となる平底をもち、

体部は「ハJの字状に開く。日縁部は折り返して有段口縁状とする。481(R959)の 日縁部は内側へ僅か

に「く」の字状に屈曲し、弱い有段口縁状となる。482(R696)は 有孔鉢形土器である。底部に小孔を1箇

所穿つ。483(R566)・ 484(R872)1よ 甑形土器である。483(R566)|よ器高が高い長胴の形態をもつもの

と思われる。口縁端部は細くおさめ、内外面には粗いハケロが施される。484(R872)|よ角状把手である。

485(R1000)は 椀形土器である。丸底の底部に浅い体部をもち、日縁部は内湾気味に短く直立する。底部

外面中央には高杯にみられるような突起が付 く。底部は突起を残したままヘラ削り調整が施されており、

製作中のアクシデントにより高杯から椀へ転用されたものと思われる。486(R996)。 487(R1036)は 小

-32-



型土器である。486(R996)1よ壺形のもので、平底気味の底部に球形の体部をもつ。487(R1036)は 「く」

の字口縁をもつ甕形を呈するもので、体部外面は縦位ヘラ削 り、内面はナデが施される。488(R999・

1018)は ミニチュア土器で、コップ状の器形を呈する。手づくね成形によるもので内外面に輪積痕を明瞭

に残す。

489(R957)～ 505(R881・ 902・ 971)は須恵器である。489(R957)|よ九底の杯で、たちあがりを欠く。

底部は粗雑な回転ヘラ切 りで板状圧痕が残る。490(R992・ 996・ 997・ 1000・ 1016)・ 491(R870)|よ 無台

杯である。底部の調整は、490(R992・ 996・ 997・ 1000。 1016)が回転ヘラ切 り、491(R870)が手持ちヘ

ラ削りである。490(R992・ 996・ 997・ 1000,1016)の 底部には板状圧痕が残る。492(R1027)は 有台杯

である。高台部は内端接地となる。493(R957)～ 495(R1045)は 杯蓋である。日縁端部は短 く折れ、扁

平な擬宝珠状の摘まみが付 く。494(R994)・ 495(R1045)の 天丼部内面には磨耗と墨痕がみられること

から転用硯と考えられる。496(R870・ 872)は高杯である。脚部中位に2条一組の凹線が廻る。497(R517)

は退である。肩部に 2条一組の凹線が廻 り、直下に櫛歯状工具による細かな波状文が施文される。498

(R545)は 瓶類と思われる。体部にはカキロが施され、肩部には凹線 とヘラ状工具による刻み目が廻る。

499(R1027・ 1032)～ 501(R864)は横瓶である。499(R1027・ 1032)は片面閉塞の横瓶である。胴部は

ロクロナデによる成形で、底部側面付近 (成形時の胴部下端)に は回転ヘラ削 りが施される。閉塞後、胴

部全面に弱いカキロが施される。日縁部は直線的に短く開き、日唇部直下には 2条一組の凹線が廻る。500

(R864・ 870)は 開塞側面付近の破片である。胴部外面はカキロ、内面は同心円状の当て具痕が施される。

501(R864)は底部側面の破片である。胴部外面はカキロ、底部側面の外面は回転ヘラ削 り、内面はロク

ロナデが施される。502(R864・ 865・ 685・ 871・ 872・ 900。 965・ 793)～ 505(R881'902・ 971)は 甕で

ある。このうち全体の器形がわかるものとして502(R864・ 865・ 685。 871・ 872・ 900,965。 793)がある。

九底をもつもので、胴部の下から約 1/4の位置で同心円状の当て具痕が変化 しているのがみえる。底部叩

き出しのため、胴部とは異なる当て具を使用しているものと考えられる。

506(R875)は 砥石である。凝灰岩を素材とするもので、正・両側・下面の4面 に使用による細かな擦痕

がみられる。裏面は表面が薄 く剥落している。507(R867)～ 509(R867)は細長い自然石である。同一地

点 (P23NW区 )か ら出土 したもので、その形状から薦編み石などの可能性を考慮 したものである。508

(R867)は 花聞岩、507(R867)・ 509(R867)は 石英斑岩である。

510(R907)・ 511(R907)は角材である。ともに、両端に鈍状工具による切断痕がみられ、長さは

18.Ocm前後と短い。

ほかに種実遺体としてモモの核 1点、 トチノキの種子 2点が出土 している。

2.包含層出土遺物

縄支土器 517(R789)は 深鉢形土器である。胴部に単節縄文が施文される。

土師器 518(R760)1よ 「くJの字口縁をもつ甕形土器である。日縁部は外反して開き、端部は方頭状

におさめる。519(R847)～ 522(R774)は 壺形土器である。519(R847)1ま有段口縁をもつもので、日縁

帯はヨコナデを施す。520(R774)1よ 口唇部をつまみ上げて断面三角形状に面取る。521(R927)は 「く」

の字口縁をもつもので、口縁部は直立気味に開く。522(R774)イよ底部片である。底部外面を含め全面に

ハケロが施される。523(R1062)は 直口壼である。524(R787)～ 528(R785)は高杯形土器である。524

(R787)の脚部は「ハ」の字状に開き、525(R856)・ 526(R854)は 裾部で強く屈曲外反する。528
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(R785)の脚部はやや膨 らみをもつ ものである。529(R856)・ 530(R781)は椀形土器である。529

(R856)は 日縁端部を細 くおさめる厚底の椀である。内面は指ナデによる粗い整形が施され、器肉の厚み

は一様でない。530(R781)は内面黒色処理が施されるもので、日縁端部は僅かに外反する。体部外面は

ヘラ削 り、内面はヘラ磨きが施される。砂粒を多 く含む粗い胎土である。531(R1063)・ 532(R842)|よ

小型土器である。壺形を呈するもので、平底気味の底部に球形の体部をもつ。531(R1063)は 内面に赤彩

の痕跡がみられる。

須恵器 533(R845)1よ九底の杯である。たちあがりは内傾 して短く伸びる。534(R851)は 無台杯であ

る。底部調整は回転ヘラ切 りである。535(R840)～ 537(R1060)は 有台杯である。537(R1060)は 大形

品。高台部は535(R840)・ 537(R1060)が内端接地、536(R777)が外端接地となる。538(R777)|ま 杯

蓋である。日縁端部は短く折れ、扁平な擬宝珠状の摘まみが付 く。

土製品 539(R698)～ 弘3(R932)1ま 管状土錘である。形状は、長辺の断面形が樽形を呈するものから

九い土玉状のものまで多様である。形状および重量からは明瞭な規格性はみえない。

石製品 544(R852)は滑石製の子持勾玉である。上下端部と腹部の子勾玉を欠 くもので、親勾玉の断

面は扁平である。子勾玉は、腹部に 1個、背部に 3個以上、脇部片側に4個付されている。背部と脇部の

子勾玉は、全体を一旦帯状に削り出したのち、切れ込みを入れて分割したもので、互いに独立した台形状

の突起となっている。545(R888)・ 546(R888)は細長い自然石である。同一地点 (P24-NW区 )か ら出

土したもので、その形状から薦編み石などの可能性を考慮したものである。石材はともに石英斑岩である。
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第 5章  自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

間尽遺跡では、古代～中世の流路跡や掘立柱建物跡等の遺構が検出されている。これらの遺構からは、

柱材等の構築材の一部や木製品、種実遺体等の植物遺体が出土している。

今回の分析では、A地区より検出された土坑SKl側において、埋積環境、周辺植生、植物利用状況および

年代に関する情報を得ることを目的として、珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析、植物遺存体分析、放

射性炭素年代測定を実施する。また、SK104、 SE501、 SD224、 SD225、 SB403、 SB404の 各遺構から出上し

た木製品・木材の樹種および木材利用状況に関する情報を得ることを目的として、樹種同定を実施する。

I.SKlMの古環境復元

1.試料

珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析、植物遺存体分析に用いる試料は、土坑SK104の 3層 および4層 よ

り採取した土壌2点である。3層 は黒色土で植物遺体や灰化物を多 く含む。また、後述の樹種同定を行う箸

状木製品が多数検出されている。4層 は草本類と考えられる植物遺体が密集しており、土壌分は少ない。な

お、植物珪酸体分析では、各試料から採取 した土壌の他、それぞれの試料中に認められる草本類と考えら

れる植物遺体についても分析を行う。

2分析方法

(1)珪藻分析

試料を湿重で 7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施して、珪

藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈 した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、プ

リュウラックスで封入して、永久プレパラー トを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍 あるいは1000

倍で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿つて走査 し、珪藻殻が半分以上残存する

ものを対象に200イ団体以上同定・計数する。種の同定は、原口ほか (1998)、 Krammer(1992)、 Krammer

and Langc― Bcndot(1986,1988,1991a,1991b)、 Wikowski etal(2000)な どを参照する。

同定結果は、汽水生種、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類をアルファベット順に

並べた一覧表で示す。なお、淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度 (PH)。 流水に

対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。そして、産出個体数200個体

以上の試料については、産出率3.0%以上の主要な種類について、主要珪藻化石群集の層位分布図を作成す

る。また、産出化石が現地性か異地性か判断する目安として、完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析

-35-



は、淡水生種については安藤 (1990)、 陸生珪藻については伊藤・堀内 (1991)、 汚濁耐性については、

As� and Wttanabc(1995)の 環境指標種を参考とする。

(2)花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、舗別、重液 (臭化亜鉛 :比重23)よ る有機物の分離、

フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス (無水酢酸 9:濃硫酸 1の混合液)処理による植物遺体

中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残澄をグリセリンで封入して

プレパラートを作成し、光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を走査 し、出現する全ての種類について同定・

計数する。

結果は同定・計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中では、総

数から不明花粉を除いた数を基数として、百分率で出現率を算出し図示する。

(3)植物珪酸体分析

植物体の葉や≧に存在する植物珪酸体は、珪化細胞列などの組織構造を呈 している。植物体が土壌中に

取 り込まれた後は、ほとんどが土壌化や撹乱などの影響によつて分離 し単体となるが、稀に植物体そのも

のが残存 していることがある。また、植物体が肉眼で確認できるほどではないにしても、細胞列として残

存 していることもある。これらの試料は、単体の植物珪酸合よりもより現地性が高いことが推定され、と

くに植物体そのもので出土 した場合には、植物そのものの種類を同定することができる場合がある。その

ため、今回については土壌の他、植物遺体についても分析を行う。試料は植物遺体 2-3本 を抽出して、過

酸化水素水・塩酸処理を行い、400倍の光学顕微鏡下で観察する。

土壌試料では湿重 5g前後を過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法 (ポ リタングステン酸ナ ト

リウム,比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。検鏡しやすい濃度に希釈

し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。

400倍 の光学顕微鏡下で全面を走査 し、その間に出現するイネ科葉部 (葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来

した植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 (以下、機動細

胞珪酸体と呼ぶ)を 、近藤・佐瀬 (1986)の分類に基づいて同定 。計数する。結果は、検出された種類と

その個数の一覧表で示す。

(4)植物遺存体分析

試料300ccを 水に一晩液浸 し、試料の泥化を促す。0.5mmの飾を通して水洗 し残澄を集める。双眼実体顕

微鏡下で観察し、同定可能な植物遺体等を抽出する。植物遺体の形態的特徴を双眼実体顕微鏡下で観察し、

現生標本および原色日本植物種子写真図鑑 (石川,1994)、 日本植物種子図鑑 (中 山ほか,2000)等 と比較し、

種類の同定・計数をおこなう。細片を含むため個体数推定が困難である種類は、表中に「十」と、数字以上

の個数が推定される種類は、「数字+」 と表示する。また、100個 以上が検出される種類は、「多」と表示する。

分析後の植物遺体等は、種類毎にビンに詰め、アルコールによる液浸保存処理を施す。

3結果

(1)珪藻分析

結果を表 1、 図 1に示す。いずれの試料からも珪藻化石が豊富に産出する。完形殻の出現率は70%以上

で化石の保存状態も良く、産出分類群数は20属 73種類である。

4層では、淡水域に生育する水生珪藻 (以下、水生珪藻)が約50%、 陸上のコケや土壌表面など多少の
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表 1珪藻分析結果 (1)

Cocconeis scutelum Ehren

Nitttschia levidensis var.sahnarum Gruno、 v

Navicula veneta Kuetzing

Nitzschia levidensis var,victoriac Gruno、 v

Nitzschia palea(Kuetz)ヽ V,Smith

ibberula(Ehr.)0,� [uller

Achnanthes lanceolata(Breb.)GrunOw

Arnphora affinis Kuetら ing

AInphora montana Krasske

Caloneis angustivalva Petit

Caloneis bacillum(Grun)Cleve

Caloneis hyalina Hustedt

Caloneis largerstedtii(Lagerst)CholnOky

Caloneis leptosoma Krammer&Lange― Bertalot

Caloneis schumanniana(Grun)Cleve

Cymbena xninuta H■ se ex Rabh

Cymbela silesiaca Bleisch

Cymbela silesiaca var auersttraldi h/1eister

Diploneis ovalis(HllSC)Cleve

Diploneis parma Cleve

Diploneis yatukaensis Horikattra et Okuno

Eunotia bilunaris(Ehr)W11lS

Fragilaria uina(Nitzsch)Langeお ertalot

Gomphonema acuHlinatum Ehrenberg

Gomphonema angustatum(Kuetz)Rabenhorst

Gomphonema christenseni Lo、ve et Kociolek

Gomphonema contraturris Lange― B.&Reichardt
Gomphonema gracile Ehrenberg

Gomphonema parvulum Kuetら ing

Gomphonema sphaerophorum Ehrenberg

Gomphonema truncatum Ehrenberg
Gyrosigma procerum Hustedt

Gyrosigma scalproides(Rabh)Cleve
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Navicula elginensis(Greg)Rars

Navicula elginensis var neglecta(Krass)Patrick

Navicula kotschyi GrunoM「

Navicula lnutica Kuctzing

Navicula mutica var ventricosa(Kuet2)Cleve

Navicula paramutica Bock

Navicula triviahs Lange― Bertalot

Navicula viridula(Kuctz.)Kuetzing

Navicula sp-1

Neidiu■l alpinum Hustedt

Nitttschia amphibia Gruno、 パた

Nitzschia brevissirna Gruno都 /

Nitzschia linearisヽ V Smith
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Nitzschia sinuata var delognei(Grun)Lange― Bertalot

Nit7schia umbonata(Ehr)Lange‐ B
Pinnularia acrosphaeriaヽ VS■lith

Pinnularia boreahs Ehrenberg

Pinnularia boreals var brevicostata Hustedt

Pinnularia brebisson� (Kuetz.)Rabenhorst
Pinnularia gibba Ehrenberg
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表 1.珪藻分析結果 (2)

類種 生態性 環境

指標種

SK104

3層  4層塩分 つH 流水

Pinnularia lenticula var.geunina Cleve― Euler

Pinnularia microstauron(Ehr.)Cleve

Pinnularia schoenfelderi Kramlner

Pinnulana schroederii(Hust)Krammer

Pinnularia subcapitata Gregory

Pinnularia subrostrata(A.Cleve)CleVe― Euler

Rhopalodia gibba(Ehr)O.A/1uller

Rhopalodia gibba var,ventricosa(Kuetz)H.&M.Peray

Selaphora americana(Ehr.)Mann

Sellaphora pupula(Kuetz.)h/1ereschkowsky

Stauroneis acutaヽ V Smith

Stauroneis obtusa Lagerstedt
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Stauroneis therHlicola(Petersen)Lund
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図 1.主要珪藻化石群集の層位分布

海水一汽水一淡水生種産出率・各種産出率・完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は

淡水生種の合計を基数として百分率で算出した。なお、0は 30/o未満の産出を示す。

陸生珪藻
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湿 り気を保持 した好気的環境に耐性のある陸生珪藻が約35%、 それに淡水～汽水生種が約10%産 出する。

淡水性種の生態性 (塩分濃度、水素イオン濃度、流水に対する適応能)の特徴は、貧塩不定性種 (少量の

塩分には耐えられる種 )、 真十好アルカリ性種 (pH7.0以 上のアルカリ性水域に最もよく生育する種 )、 流水

不定性種 (流水域にも止水域にも普通に生育する種)が優占する。産出種についてみると、塩分を含む河

口域や有機汚濁の進んだ富栄養水域に生育する淡水～汽水生の脱
"cvね

ycrac惚、流水不定性の&型》伽婢

pπ7V′Vれ、陸生珪藻の中でも耐乾性の高い陸生珪藻A群 (伊藤・堀内,1991)の rrarattcF2ね an2P/4ゴ OX/Sヽ 未

区分陸生珪藻の2伽口′″/β dttο cコFcFJcriな どが約10%産出する。また、低率であるが好流水性のN2ガθυカ

eFginentt var.ncgrcθ惚、好止水性で沼沢湿地付着生種群のComprPor2clm2ど R2CilCを伴う。なお、沼沢湿地付着

生種群とは、沼よりも浅 く水深が lm前後で一面に水生植物が繁茂 している沼沢や更に水深の浅い湿地で

優勢な出現の見られることから、その環境を指標することができる種群のことである (安藤,1990)。

3層では、陸生珪藻が約60%と 優占し、淡水～汽水生種、水生珪藻がそれぞれ約20%産出する。産出種

についてみると、陸生建藻A群のA″ψねば2阿伽伽 nが約20%、 同じくA群のVaarzb湖滋加ψねrox/s、 未区分陸

生珪藻のPinauと� a scrlο craFc■儘 ■が約10%産出する。また、塩類を豊富に含む水域に多産する淡水～汽水生

種の脱
"θ

vr2 yCr2θ 惚、生態性が不明なN2�θv力 sp.-1が約10%産出する。

(2)花粉分析

結果を表 2、 図 2に示す。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が困難なも

のを示す。いずれの試料 も木本花粉がほとんど検出されず、草本花粉により占められる。花粉化石の保存

状態は、比較的良好である。4層 では、木本花粉はガマズミ属が 1個体検出されるだけであった。草本花粉

では栽培種であるソバ属が最も多 く産出し、次いでイネ科が多 く認められる。この 2種だけで全体の90%

を占める。その他ではヨモギ属、アカザ科などを伴う。 3層では、木本花粉はハンノキ属、ガマズミ属が

わずかに認められる。草本花粉ではイネ科が多産し、次いでマメ科、ヨモギ属、アカザ科などを伴う。

表 2.花粉分析結果

SK104
種  類

試料番号   3層   4層
木本花粉
ハンノキ属
ガマズミ属 木本花粉 草本花粉

草本花粉
イネ科
カヤツリグサ科
イボクサ属
クワ科
サナエタデ節―ウナギツカミ節
ソバ属
アカザ科
ナデシヨ科
バラ科
マメ科
ヨモギ属
オナモ ミ

シダ類胞子

124     101

ノ、ガ本ガ襟離
卜

シ”抄鉤孵ド〕〕””

試
料
名
襲
娼

サ
ナ
エ
タ
デ
節
―
ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ
節
封
判
，
ｒ

イボ″”醐　⌒‐⌒‐判ＨＨ
０

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
田
剛
Ｈ
Ｈ

・２

．

「
Ｔ

ｂ

二
Ｈ

ア
カ
ザ
科

ｈ
Ｐ
＝
Ｆ

ォサ主体縣
Ｈ円酌日
賜

ナデ本勢榊』爬。‐。＝‐‐‐‐‐
木本花粉

草本花粉

不明花粉

シダ類胞子

総計 (不明を除く)

図 2.花粉化石群集の層位分布
出現率は総数より不明花粉を除く数を基数として百分率で算出した。

なお、00は 1%未満を示す。

イ
ネ

科
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(3)植物珪酸体分析

結果を表 3に示す。 3層および 4層の植物遺体に

は、イネ科植物に形成される短細胞珪酸体列が確認

できる。イネ属とは異なる特徴があり、イネ属以外

のイネ科植物 と考えられるが、特徴的な形態が認め

られず、種類の特定には至らない。

一方、 3層、 4層の土壌試料からは、灰化 した栽

培植物のイネ属に由来する葉部短細胞列、葉身機動

細胞列、穎珪酸体が数多 く認められる。このうち、

最も多く見られるのが業部短細胞列であり、数個―十

表 3.植物産酸体分析結果

種   類 3層

IIt嚇悟依 十嬢

SK104
4層

縮 IP71措 依 十達

珪化組織片で検出された種類

短細胞列(種類は不明)十
イネ属穎珪酸体   ―
イネ属短細胞列   ―
イネ屈繕EjI綿陥冽|  ―

+十

十 十 +

単体で検出された種類

イネ属穎珪酸体   ―
イネ属短細胞珪酸体  ―
イス属粋動細陥凄醸依 ― 十

+++

想定される種類 稲籾殻  不明
稲藁

殻籾

藁

稲

稲

数個の短細胞珪酸体が連なる様子が観察される。また、

+十 +:非常に多い,十 +:多い, 十:検出, 一:未検出

単体の植物建酸体では、いずれの試料か らもイネ

属が認められるが、他の種類は検出されない。

(4)植物遺存体分析

同定結果を表 4に示す。種実、葉のほか、材、炭化材、不明植物 (部位 。種類ともに不明である植物片 )、

不明炭化物 (木材組織を持たない炭化物で、部位・種類ともに不明であるもの)、 昆虫遺体の細片なども検

出された。

検出された種実・葉の種類をみると、木本類は少なく、大部分が草本類である。以下に同定された種実

遺体の形態的特徴などを記す。

・マタタビ属 (Ac伽辺ね)  マタタビ科

種子が検出された。黒褐色、楕円形で両凸レンズ形。長さ 2mm、 幅1.5mm程度。種皮は硬 く、表面には円

形・楕円形などの凹点が密布し網目模様をなす。

。オモダカ属 (働厚ttta) ォモダカ科

果実が検出された。淡黄褐色、倒  
表 4.微細植物片分析結果

SK104
3層    4層

分

'千

量      300cc      300cc
種類名                    部位    3851富   30274営
木本

卵形で偏平。大きさ3mm程度。果

度は薄く翼状。翼の外形は欠損する。

表面は微細な網目が縦方向に並ぶ①

果皮は透き通るため、中の種子が透

けてみられる。中の種子は茶褐色、

倒 U字状に曲がつた円柱状で偏平。

種皮は膜状で薄くやや透き通り柔ら

かい。表面には微細な網目があり縦

筋が目立つ。

・イネ (呼 a s2,聰 L。)  イネ科

イネ属

炭化胚乳、未炭化の穎が検出され

た。胚乳は黒色、長楕円形でやや偏

平。長さ 4～ 5mm、 幅2.5mm程度。

一端に胚が脱落した凹部があり、両

キジムシロ属一ヘビイチゴ属一オランダイテゴ属 核
種子
果実
種子
種子

タカサブロウ                  異実

マタタビ属
草本
オモダカ属
イネ

アワーヒエ
エノコログサ属
イネ科
ホタルイ属
カヤツリグサ科
イボクサ
ソバ

タデ属
アカザ科
ナデシヨ科

エノキグサ

イヌコウジユ属

ナス科
メロン類

種子

果実
果実
胚乳
胚乳
果実
果実
果実
果実
種子
果実
果実
種子
種子

55

10

19

多
8

14

1

4

4

41

2

3

１

　

　

２

多

不明植物
材
炭化材
不 田 鰐予イ″物

注)多は100個以上の検出を示す。
注)+は細片を含むため個数推定が困難である種類を示す。

-40-



面には 2～ 3本の縦溝がある。未炭化の穎は、淡掲色で厚 く柔らかく、長さ6.5mm程度。特徴的な基部の

呆実序柄があり、穎表面は規則的に縦列する特徴的な顆粒状突起をもつ。

・ ア ワ ー ヒ エ (Se拗協 ′伽 た a Beauv.― B"れ οchF∽ cFLIST解班 Beauv)  イ ネ 科

炭化 した胚乳が検出された。黒色、広楕円体でやや偏平。長さ1.5mm、 幅 lmm程度。背面は九みがあり、

腹面は平らで、基部に胚の凹みがある。

・■ノコログサ属 (Se伽ヵ)  イネ科

未炭化の穎が検出された。淡褐色ないし茶褐色、半偏球形で大きさ3mm程度。穎は薄く柔らかくて弾力

があり、表面には横方向に長い細胞が密に配列する。

・イネ科 (Gralnincac)

穎が検出された。淡褐色、狭卵形でやや偏平。長さ2mm程度。穎は薄く柔らかくて弾力がある。表面に

は微細な網目模様が縦列する。

・ホタルイ属 (Sc:ψ,d)  カヤツリグサ科

果実が検出された。黒褐色、片凸レンズ状の広倒卵形。長さ 2 alm、 幅1.5mm程度。背面はやや高 く稜が

ある。先端部は尖 り、基部から伸びる逆刺を持つ髭状の腕が残る。表面は光沢があり、不規則な波状の横

級状模様が発達する。

・カヤツリグサ科 (Cypcraccac)

果実が検出された。形態上差異のある複数の種を含んでいるものを一括した。代表的な形態は、黒褐色、

両凸レンズ状の広倒皮針形。長さ2.5mm、 幅1.5mm程度。先端部は尖り、表面はやや平滑。

・イボクサ (Anれbtt Keis・滋 Hassk.)  ツユクサ科イボクサ属

種子が検出された。赤みがかった灰褐色で半横長楕円形。大きさは3mm程度。背面は九みがあり、腹面

は平 らである。勝は線形で腹面の正中線上にあり、胚は一側面の浅い円形の凹みに存在する。種皮は柔ら

かく、表面は円形の小孔が多数存在する。

・ソバ (FagoP/rlprm cscvFcnιvm Mocnch)  タデ科ソバ属

未炭化の果実が検出された。灰褐色、三稜状卵形。長さ 5mm、 径 3mm程度。三稜と先端は鋭 く、面の

部分は凹む。果皮表面はやや平滑。

。タデ属 (Pof/gonvm)  タデ科

果実が検出された。形態上差異のある複数の種を含んでいるものを一括 した。代表的な形態は黒色、三

稜形で。長さ2.5mm、 幅15mm程度。

・アカザ科 (ChcnopOdiaceac)

種子が検出された。黒色、円盤状でやや偏平。径 lmm程度。一端が凹み、膀がある。種度は、微細な網

目模様がみられ、光沢が強い。

・ナデシコ科 (CavOphyllaccac)

種子が検出された。茶褐色、腎臓状円形でやや偏平。径 lmm程度。基部は凹み、隣がある。種皮は薄く

柔らかい。種皮表面には、隣を取 り囲むように瘤状突起が同心円状に配列する。

・キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイチゴ属 (PoFc正ユ肋 ―Dvc・hes12C2~FFagar/2) バラ科

核 (内果皮)が検出された。灰褐色、腎形でやや偏平。長さ0.9mm、 幅0.5mm程度。内果皮は厚 く硬 く、

表面は微細な網目模様があ りざらつ く。

・エ ノ キ グサ (AcaF/Pha aVSrttisL.)  トウ ダ イ グサ 科 エ ノ キ グサ 属
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種子が検出された。黒色、卵形で長さ15mm、 径 lmm程度。先端部はやや尖り鈎状に曲がる。頂部には

Y字状の筋がある。種度は薄く硬く、表面は細かな粒状の窪みが配列しざらつく。

・イヌコウジュ属 徹ゐ説)  シソ科

果実が検出された。茶褐色、卵円形。径1.2mm程度。下端は舌状にわずかに突出する。果皮はやや厚く

硬く、表面には大きく不規則な網目模様がある。

・ナス科 (Solanaccac)

種子が検出された。淡褐色、歪な腎臓形で偏平。径3.5mm程度。種皮は薄く柔らかい。側面のくびれた

部分に謄があり、表面は膀を中心として同心円状に星型状網目模様が発達する。網目模様は微細で網目を

構成する壁の幅は太くしつかりしている。

・メロン類 (CucI1/4た mcro L.)  ウリ科キュウリ属

種子が検出された。淡褐色、狭倒皮針形で偏平。長さ7～ 7.5mm、 幅3.5mm程度。基部に「ハ」の字形の凹

みがある。表面は比較的平滑で、縦長の細胞が密に配列する。

・タカサプロウ (】θrゃ協〃
“
胞勉 (L.)L。)キ ク科タカサブロウ属

果実が検出された。黒褐色。大きさは2mm程度。惰円錐形で、上面観はひし形。中心は褐色で白色の突

起があり、周辺は白色である。表面はざらつく。水に浮く。

4.考察

(1)SK104の 埋積環境

土坑SK104における珪藻分析の結果は、 3層 と4層で多少異なるが、検出される種類は類似している。

検出された種類をみると、塩類を豊富に含む水域に生育する富栄養種や沼沢湿地付着生種群を含む流水不

定性種、流水性種、止水性種、乾いた環境に適応する陸生珪藻が産出する。 4層では、特定の種類が多く

なるようなことはなく、いずれの種類もほぼ同様の出現率である。したがって、sK104内 には様々な環境

に生育していた珪藻化石が混在 していることが指摘できる。こうしたと藻化石群集は混合群集と呼ばれ、

氾濫堆積物等によくみられる (堀内ほか,1996)。 周辺の地形を考慮すれば、土坑が掘り込まれている土壌

や土坑使用時の地表面からの落ち込み等に由来する可能性がある。 3層 も同様の上壌に由来すると考えら

れるが、陸生産藻が多いなどの点で4層 とは多少異なる。これは後述する花粉分析や植物遺存体分析で 3層

と4層 の組成が異なることとも一致し、 4層 よりもやや乾燥した時期があったか、乾燥した場所の土壌が

混入していること等が推定される。

(2)古植生・植物利用状況

花粉分析の結果、広域の植生を反映する木本類の花粉はほとんど検出されなかった。草本類の花粉は多

量に産出することから、土坑内に木本花粉が取り込まれにくかったと推測される。今回の結果から当時の

広域植生に関する検討は困難であるが、少なくとも周囲の林縁や河畔などにハンノキ属、ガマズミ属、マ

タタビ属などが生育していたことが伺える。

花粉化石群集、種実遺体の種類構成をみると、検出された種類はほとんどが草本類である。中でもオモ

ダカ属、ホタルイ属、イボクサ、タカサブロウなどの水生植物あるいは水生植物を多く含む分類群がみら

れることから、これらは周辺の低湿地に生育していたものに由来すると思われる。これらは水田雑草とし

て普通にみられる種群であり、遺構からは多量のイネが検出されていることから、水田域に雑草として生

育していた可能性もある。その他では、エノコログサ属を含むイネ科、クワ科、サナエタデ節―ウナギツ
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カミ節を含むタデ科、アカザ科、ナデシコ科、キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイチゴ属、マメ科、

イヌコウジユ属、ヨモギ属などは、人里など開けた草地に普通にみられる種類である。これらは遺跡内を

はじめとする人の手によって切り開かれた場所に車地を作っていたものと思われる。

栽培種についてみると、花粉化石では4層からはソバ属が多産しており、植物産酸体では3層 と4層 か

らイネ属に由来する珪酸体が組織片の状態で多く検出されている。また、植物遺存体分析の結果からもイ

ネ、ソバ、アワーヒエ、メロン類などが検出されており、特にイネやソバは多量に産出する。いずれの種

類も栽培を目的として渡来した種類であることから、当時の植物食糧として、栽培・利用されていたこと

が示唆される。同じく砺波平野に立地する梅原胡摩堂遺跡では、中世の遺構などからこれらの有用植物が

検出されている (パリノ・サーヴェイ株式会社,1996)。 今回の結果も、当時の植物利用を考える上で、重

要なデータとなり得る。

SK104の 3層 と4層 を比較すると、花粉分析や植物遺存体分析の結果が異なる。 4層 では、種実遺体や

花粉化石でソバが多数混入していることが確認できる。とくに、ソバ属の花粉が大量に検出される状況は、

土坑の周囲でソバが栽培されており、その花粉や花序が混入した可能性がある。ソバ属の花粉と種実が同

時に検出されることから、 4層堆積時に最短でも花季から結実期 (約 3～ 4ヶ 月)ま での時間差があるこ

とが推定される。なお、植物遺存体分析でイネ以外のイネ科の果実が多数産出しているが、これは4層 中

の植物遺体が植物産酸体分析でイネ属以外のイネ科植物の可能性があるとされたことと調和的である。

一方、 3層 では、花粉、種実ともソバ属が大きく減少する。植物遺存体分析では、変わつてイネの頴や

胚乳が多く産出するようになる。ただし、花粉化石では、イネ科花粉に大きな変化は認められない。した

がって、 4層 と3層でイネ科花粉の由来がイネ属か否かで異なっている可能性もある。植物遺存体分析の

結果もあわせると、 4層 と3層 とでは埋積物や混入物などの由来が異なり、時間的にも多少の差があつた

可能性があると考えられる。これは、 4層 で植物遺体が多くを占めており土壌分が少ないことや、 3層で

箸状木製品が多数含まれていることも関係していると考えられる。

なお、植物珪酸体分析の結果をみると、 3層 と4層 で同様の結果であり、違いが認められない。とくに

4層でのイネ属の産出は、植物遺存体分析でイネが全く検出されなかった結果とは正反対である。 3層 内

には土壌と共に灰白色の灰化物が多数混じつているが、同様のものが 4層でも確認できる。これがイネ属

の灰に由来している可能性が高い。このことから、 4層堆積後から3層堆積時までの間にイネの植物細片

等が多数混入するような時期があつたことや、3層の灰化物が 4層 にも混入していること等が推定される。

3層 と4層 ともにイネ属以外の植物珪酸体が全く含まれていないとは考えにくいが、イネ属の珪酸体が非

常に多いために検出されにくかつたことが推定される。

Ⅱ.木製品の樹種同定

1試料

試料は、SK104、 SE501、 SD224、 sD225、 SB403、 SB404の 各遺構から出土した遺構構築材や木製品33点

である。このうち、SK104か らは箸状木製品が206点出土しているが、その中から肉眼で木目や形状を観察

して、試料とする5点 を選択した。試料の詳細は結果と併せて表 5に示す。

2分析方法
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弟J刀の刃を用いて木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の徒手切片を作製し、

ガム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセリン,蒸留水の混合液)で封入し、プレ

パラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で木材組織を観察し、その特徴から種類を同

定する。

3.結果

樹種同定結果を表 5に示す。木製品は、針葉樹5種類

カヤ)と 、広葉樹 5種類 (ハ ンノキ属ハンノキ亜属・ク

各種類の解剖学的特徴等を記す。

・マツ属複維管束亜属 (河コvs subgen.Diplo可 lo4)

軸方向組織は主として仮道管で構成されるが、晩材部付近には垂直樹脂道も認められる。仮道管の早材

部から晩材部への移行は急～やや緩やかで、晩材部の幅は広い。放射組織は柔細胞、仮道管、樹脂道、エ

ピセリウム細胞で構成される。分野壁孔は窓状となり、放射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認めら

れる。放射組織は単列、 1-15細胞高。

・スギ (、ゃtonЮカカ 伽たa(Lf.)D.Don)   スギ科スギ属

軸方向組織は、仮道管と樹脂細胞で構成され、仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部

の幅は広い。樹脂細胞は晩材部にのみ認

められる。放射組織は柔細胞のみで構成

され、柔細胞の壁は滑らか。分野壁孔は

スギ型で、 1分野に 2-4個。放射組織

は単列、 1-15細胞高。

・ヒノキ (Cra2m2cc/Pが た Obrυ da(sicb.

ct Zucc,)Endlchcr) ヒノキ科 ヒノ

キ属

軸方向組織は、仮道管と樹脂細胞で構

成され、仮道管の早材部から晩材部への

移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は

狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められ

るが、顕著ではない。放射組織は柔細胞

のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。分

野壁孔はヒノキ型～トウヒ型で、 1分野

に 1-3個 。放射組織は単列、 1■ 5細胞

高。

・ヒノキ科 (Cuprcssaceae)

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成

され、仮道管の早材部から晩材部への移

行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭

い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。

(マ ツ属複維管束亜属・スギ・ヒノキ・ヒノキ科・

り・ヤマグワ 。ニガキ・カエデ属)に 同定された。

マツ科

表 5.樹種同定結果

遺構 位置 R番号 器種 樹種

SK104 R209-6 箸状木製品 ス ギ

R20餅 16 箸状木製品 ス ギ

R209呈 7 箸状木製品 ス ギ

R20937 山物蓋板ヵ ヒノキ

R209148 曲物底板 ヒノキ科

R209156 箸状木製品 ス ギ

R209‐ 18ユ 箸状木製品 ス ギ

R209‐ 207 曲物底板 ス ギ

SE501 R1068 板材 ス ギ

R1073 方形曲物 カヤ

SD224 R862 用途不明品 ス ギ

SD225 R798‐3 板材 ス ギ

R798-8 部材 ス ギ

R798-9 丸木 マツ属複維管束亜属

R798-10 用途不明品 カエ デ属

R79群 13 連歯下駄 ク リ

R79814 差歯下駄 スギ

R798‐ 16 連歯下駄 ク リ

R604 害Jり わ: ヤマグワ

SB403 P2 R822 柱根 ス ギ

P3 R924 柱根 ク リ

P5 R911 柱 根 ク リ

P7 R921 柱根 ス ギ

P8 R923 柱根 ス ギ

P12 R922 柱根 ス ギ

SB404 P5 R912 礎盤 ク リ

P5 R920 礎盤 ンヽノキ属ハンノキ亜属

P6 R823 丸木 ク リ

P10 R916 礎盤 ニガキ

P R890 礎 盤 ク リ

P 2 R8912 礎盤 ク リ

P 2 R8913 柱根 ク リ

P 5 R918 礎盤 ク リ
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放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野壁孔は保存が悪 く観察できない。放射組織は

単列、 1-10細胞高。

上記のヒノキを含むヒノキ科のいずれかであるが、保存状態が悪 く、分野壁孔が全 く観察できない。そ

のため樹種の同定には至らず、ヒノキ科とした。

・カヤ (甲οπりβη
'Citt Sicb.ct Zucc。

) イチイ科カヤ属

軸方向組織は仮道管のみで構成され、早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は狭い①仮道

管内壁には対をなしたらせん肥厚が認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。

分野壁孔はトウヒ型～ヒノキ型で、 1分野に 1-4個。放射組織は単列、 1-10細胞高。

・ハンノキ属ハンノキ亜属 (Aね口s subgCn.Ab′ d) カバノキ科

散孔材で、管孔は単独または2-4個が放射方向に複合して散在する。道管は階段穿孔を有 し、壁孔は対列

状に配列する。放射組織は同性、単列、 1-30細胞高のものと集合放射組織とがある。

・クリ (C2s物担ca cnnβtt Sicb.ct Zucc.) ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は 1-3列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配

列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1■跡日胞高。

。ヤ マ グ ワ (MOrIIs 2口 d世江isPoiret) クワ科クワ属

環孔材で、孔圏部は1-5列、晩材部への移行は緩やかで、年輪界に向かって管径を漸減させ、のち塊状に

複合する。道管は単穿孔を有し、壁子しは交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組

織は異性、 1-6細胞幅、 150細胞高で、しばしば結晶を含む。

・ニガキ (Picrasma quassioides(D Don)Bcnn。 )   ニガキ科ニガキ属

環孔材で、孔圏部は2～ 3列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減する。大道管は管壁は厚く、

横断面では円形～角張つた円形、単独、小道管は、横断面では円形～多角形で単独～塊状、年輪界付近で

は周囲の柔細胞と区別しにくい。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に

配列する。放射組織は同性、 1-8

細胞幅、 1-40糸日胞高。柔組織は周

囲状～翼状およびターミナル状。

・カエデ属 (Acerl   カエデ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面で

は角張った楕円形、単独および 2-

3個が複合して散在 し、晩材部へ向

かって管径を漸減させる。道管は単

穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に

配列、内壁にはらせん肥厚が認めら

れる。放射組織は同性、 1-5細胞

幅、 140糸田胞高。細胞壁の厚さが

異なる 2種類の木繊維が木口面にお

いて不規則な紋様をなす。

表 6.遺構別種類構成

遺構・器種

複
維
管
束
亜
麿
ス
ギ

ヒ

ノ

キ

ヒ
ノ
キ
科
カ

ヤ

ハ
ン
ノ
キ
亜
屋
ク

ヤ

マ
グ

ウ

ニ
ガ
キ

カ

エ
デ
屋

△
口
　
卦

SK104 箸状木製品 5 5

曲物底板 1 1 2

曲物蓋板ヵ ユ

SE50ユ 方形曲物 ユ

板材 1

SD224 用途不明品 l

SD225 差歯下駄 l

連歯下駄 2

板 材 l

部材 l

丸木 ]

割り材 〕

用途不明品 1

SB403 柱根 4 6

SB404 礎盤 1 l 6

柱根 1 1

丸木 1 1

合計 1 1 1 1 1 1 ユ 1
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4.考察

樹種同定を行った木製品は、木製品と建築部材に大別できる。各遺構・器種別の種類構成を表 6に示す。

木製品では、全体的には針葉樹材が多用されている傾向があり、その中でもスギ材の占める割合が高い。

スギ材が多い傾向は、隣接するB・ c区でも確認されている。

針葉樹が利用されている木製品は、板状や角棒状を呈している。こうした製品は、室町時代に縦挽き用

の鋸 (大鋸)が渡来するまでは、楔で木を割って製作 していた (成田,1996)。 したがって、板や角材の加

工には、割裂性の高い木材が適 していたことが指摘できる。スギ等の針葉樹材は、一般に木理が通直で割

裂性が高 く、割る加工には適材といえる。この材質が木製品に針葉樹が多用されている背景に考えられる。

さらに、大門町布目沢東遺跡の花粉分析結果では、古墳時代以降にスギ属が増加 しており、周辺の低地に

スギが生育 していた可能性が指摘されている (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1991)。 入善町には現在もス

ギ低地林 (沢スギ)が残存 しており、同様のスギ低地林が当時の本遺跡周辺でも見られたと考えられる。

スギが多用されている背景には、遺跡周辺で入手が容易な条件があったことが考えられる。一方、そのよ

うな状況の中で曲物にはスギ以外の針葉樹材 (ヒ ノキ、ヒノキ科、カヤ)が多く用いられており、意図的

にこれらの木材を使用 した可能性も考えられる。このうち、ヒノキは、これまでの調査でも曲物に多 く利

用 されている材種である (島地・伊東,1988)。 この背景には、割裂性が高く薄い板の作製が容易であるこ

とや、スギよりも耐水性が高いことが挙げられる。ヒノキ科は、今回についてはヒノキの可能性があるが、

詳細は不明である。ヒノキ以外のヒノキ科も基本的には耐水性が高い材質を有する。カヤは、ヒノキに比

較すると重硬で加工が難しい面があるが、耐水性は高い。これらの材質から、耐水性の高い木材を曲物に

利用 していることが推定される。

広葉樹材では、連歯下駄にクリ、割 り材にヤマグワ、用途不明にカエデ属が認められた。このうち、ヤ

マグワとカエデ属については用途の詳細が不明である。連歯下駄にクリが利用されている結果は、差歯下

駄にスギが不U用 されている結果と対照的である。連歯下駄は歯と台が一体化しているのに対 し、差歯下駄

は板状の台と歯を別材から製作するために割 り板からも製作可能である。樹種の違いは、このような加工

法の違いも反映していると考えられる。クリは重硬で強度が高 く、耐朽性にも優れた材質を有する。履物

としてはスギ材よりも重いが、丈夫であることが利用された背景に考えられる。富山県内では、梅原胡麻

堂遺跡で中世後期の下駄について樹種同定が行われており、スギ、ネズコ、ヒノキ属、クルミ科、クリ、

アオハダ、カツラ、カキノキ属、キリが確認されている (横山,199Q長 谷川・塚本,1996)。 クリやスギも確

認されていることは、本遺跡の結果とも調和的である。富山県以外の地域では、中世の下駄は、広島県草

戸千軒町遺跡で出土 した全点 (612点 )に ついて樹種同定が行われている (パ リノ・サーヴェイ株式会

社 ,1997,2001)。 この他には、福島県いわき市久世原館・香匠地遺跡、東京都葛飾区葛西城l■、上千葉遺跡、

柴又帝釈天遺跡、神奈川県鎌倉市蔵屋敷遺跡、千葉地東遺跡、佐助ケ谷遺跡、愛知県岩倉市岩倉城跡、石

川県鹿島町水白モンショ遺跡、熊本県熊本市高橋南貝塚等の例がある (山内,1976,1984,1986;大 迫,1978;鈴

木・能城 ,198凱パリノ・サーヴェイ株式会社,1992,1993;藤根 ,1993)。 これらの結果をみると、クリは比較的

よく利用されている樹種の一つであったことが推定される。草戸千軒町遺跡の例では、連歯、差歯に関わ

らず針葉樹材 (ヒ ノキ属等)の利用が多いが、広葉樹材は差歯下駄の歯にモクレン属が多 く見られる他は、

連歯下駄に利用が集中している。このことは、本遺跡の結果とも似ており、木材の加工性等を反映してい

ることが推定される。

一方、建築部材は、掘立柱建物跡 (SB403,SB404)か ら出土した柱材にはクリとスギ、礎板にはクリが
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多く利用されていたことが推定される。富山県内では中世の柱材について樹種同定を行った例は少ないが、

梅原胡麻堂遺跡や針原東遺跡では、本遺跡と同様に柱にクリが多くスギも検出されていることが報告され

ている (長谷川 。塚本,1996;パ リノ・サーヴェイ株式会社,1994)。 これには、クリ材の強度や耐朽性に優れ

た材質が考慮されたこと、スギの大型材の入手が容易であったことなどが考えられる。

Ⅲ.SKl弘の年代

1.試料

試料は、前述の植物遺存体分析によりSK104の 3層から抽出された炭化米 1点である。

2.分析方法

測定は株式会社加速器研究所の協力を得て、AMS法で行う。なお、放射性炭素の半減期はLIBBYの半減

期 5,568年 を使用する。 また、測定年代 は1950年 を基点 とした年代 (BP)で ある。暦年較正は、

RADIOCARBON C/上 IBRATION PROGRAM CALIB則]V4.4(Copyright 1986-2002 M Stu� er and PJ Rcimcr)

を用い、北半球の大気圏における暦年校正曲線を用いる条件を与え、計算させている。

3.結果

結果を表 7・ 8に示す。試料の測定年代 (補正年代)は、約630年前の14世紀頃の値を示す。したがって、

炭化米の年代は14世紀頃と考えられる。ただし、今回は測定点数が1点であるため、今後、同遺構から出土

した炭化物についてより多 くの測定例を得ることで、土坑のより詳細な年代に関する情報が得られると思

われる。

表 7.放射性炭素年代測定結果

試料の質 誤差 補正年代

BP

δ13C

(‰ )

測定年代

BP

Code.No

炭化米 lσ 630± 30 95.44± 067 640± 30 IAAA-31951

炭化米 2σ 630■ 70 -25,44± 0.67 640± 70 IAAA-31951

1)年代値の算出には、Libbyの半減期5568年 を使用。

2)BP年代値は、1950年 を基点として何年前であるかを示す。

3)付記した誤差は、測定誤差lσ (測定値の68%が入る範囲)および2σ (測定値の95%が
入る範囲)を年代値に換算した値。

1)言十算には、 RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV4.4(Copyright 19832002 h/1 Stuiver
and P」 Reimer)を使用

2)計算には表に示した丸める前の値を使用している。

3)付記した誤差は、測定誤差lσ (測定値の68%が入る範囲)および2σ (測定値の95%が入る範囲)を年代値
に換算した値。

表 8.暦年較正結果

補正年代

(BP)
誤差 暦年較正年代 (cal) 相対比 Code No.

630± 33 lσ cal AD

cal AD

cal AD

,300 - cal AD

,349 ‐ cal AD

,378  -  cal AD

cal BP  650 -  625

cal BP  601 -  577

cal BP  572 -  560

0401

0.386

0.213

IAAA-31951

630± 66 2σ cal AD

cal AD

,294  -  cal AD

,338 - cal AD

３３

如

Ｐ

Ｐ

Ｂ

　
Ｂ

Л

ｄ

617

550

0.386

0614

IAAA-3195ユ
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図版 1 珪藻化石
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図版 2 花粉化石
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図版 3 植物珪酸体
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1.イネ属短細胞列(SK10■ 4層 )
3.イネ属機動細胞列(SK10■ 3層 )

50μ m

2.イネ属機動細胞瑳酸体(SK104β層)
4.イネ属類畦酸体(SK10■ 3層 )
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1.マツ属複維管束亜属 (SD22缶 R798-9)
2.ヌt=ギ (SB403-P12,R922)
3.ヒノキ(SK1 04iR209-37)
a:木日,b:柾 目,c:板 目

図版 4 木材 (1)

■■■200 μ mia

-200 
μ mお ,c
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図版 5 木材 (2)

4.ヒノキ科(SK10生 R209-148)

5。 カヤ(SE501;R1073)

6.ハンノキ属ハンノキ亜属(SB404-Pl■ R920)

a:木 日,bi柾 目,c:板目

4c
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-200 
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7.ク Iり (SB403-P3;R924)
8ヤマゲワ(SD225iR604)
9 ニガキ (SB404-P9;R916)
a:木 口,b:柾 目,c:板 目

図版 6 木材 (3)
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■■■■■■■200 μ mib,C
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図版7 木材 (4)

lo.カエデ属(SD225;R798-10)
a:木日,b:柾 目,c:板目

H200 μ mia
■■■■■■ 200 μ mib,C

-56-



図版 8 種実遺体

¨

「

‐５　　ふ轟申〕〉‐６

甥

‐ ｏ

（い『〕購〉‐７　　　　　　　　　１８

7エノコロゲサ属類(SK10■ 3層)  8.イ ネ科穎(SK10■ 4層 )
9ホタルイ属果実(SK10■ 3層)  lo.カ ヤツリゲサ科果実(SK10■ 3層 )
11.カヤッリグサ科果実(SK10■ 3層)12.イボクサ種子(SK1043層 )

(1 2.5-13.15-19,22)

2.オモダカ属 果実(SK10■ 3層 )
4.イネ類(SK10■ 3層 )
6.アワーヒエ 1至乳(SK104β層)

14.ソバ 果実(SK1044層 )
16.ナデシコ科 種子(SK10■ 3層 )

17.キジムンロ属―ヘビイチゴ属一オランダイチゴ属(SK10■ 3層 )
18,エノキゲサ 種子(SK10■ 3層)  19.イ ヌコウジュ属 果実(SK10■ 3層 )
20.ナス科 種子(SK1 04i3層 )
22,夕カサブロウ果実(SK10■ 3層 )

21.メロン類 種子(SK1043層 )

(3.4.14.20.21)

1.マタタビ属 種子(SK10■ 3層 )
3.イネ胚平[(SK1 04i3層 )
5.アワーヒエ胚乳(SK1 04i3層 )
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第 6章 結

本地区の調査では、古代から近世にかけての遺構が 3面にわたつて検出されている。以下、遺構検出面

ごとに調査成果の概要を述べる。

1,第 1面 (近世 )

本面からは、近世の所産と考えられる遺構が検出されている。出土遺物は僅かであるが、溝SD213か ら

は18世紀後半に比定される肥前・波佐見系の染付碗 1(R208)が出土している。

調査区東側からは、細く浅い形状の溝が多数検出されている。いずれも谷の傾斜に沿って並行または直

交するもので、その規模と形状からみて畑などの耕作にともなう溝と考えられる。土坑と小ピットは、こ

の溝群と後述する道路SF701の 間から検出されている。小ピットは、いずれも柱根や根固め石をともなうも

ので柱穴と考えられるが、規則的な配列がみられず、建物などの存在は確認されなかった。概して柱根が

細いことや周辺から遺物の出土がみられないことから、作業小屋などの雑舎的な建物、あるいは、農作業

にともなう何らかの施設の存在が想定される。

道路SF701は 、本面から検出された遺構のうちで特徴的なものである。本道路は両側に側溝をもつ幅150

m前後の道路で、谷底を南北に横断するかたちで検出されている。その規模と方向からみて、谷底から尾

根上へ通じる道路、あるいは、谷底を挟んで対峙する尾根と尾根を繋ぐ道路であった可能性が考えられる。

本遺跡の南側に隣接する尾根上には倉谷古墳群があり、平成 9～ 12年度にかけて発掘調査が実施されて

いる。このうち平成 9～ 11年度の調査区からは、同じく道路が 1条検出されている。この道路SF01は、尾

根上の高所を巻きながら西側の尾根基部から先端部へ向けて縦走するもので、総延長距離約225mにわたっ

て確認されている。道路SF01が検出されたのは尾根の途中までで、その先については「(前略)急激に尾根

下に向かうものと想定される。」〔高岡市教委2002〕 ことが指摘されている。道路SF01の構築 。機能時期に

ついては、周辺の出土遺物などから、13世紀前半から14世紀前半、17世紀後半から19世紀前半の2時期が想

定されている。中世前期のものについては不明であるが、本面から検出された道路SFЮlは、近世段階にお

いて尾根上に廷びる道路SF011こ連続していた可能性が高い。

2.第 2面 (古代末期～中世前期 )

本面からは11世紀から14世紀中頃にかけての集落跡が検出されている。遺物は、宮田編年 I～ Ⅲ期 〔宮

田1997〕 に比定される中世土師器を中心に、白磁、龍泉窯系青磁、珠洲などが出土している。検出された

遺構は、出土遺物および遺構の切り合い関係から時期差があることが判明している。ここでは、検出され

た遺構をI～ Ⅳ期に時期区分し、その概要を述べる。

i期 (第 10図 )

本期は11世紀から12世紀中頃の時期を想定した。遺構は、掘立柱建物SB402、 土坑SKl19。 124、 溝

SD203・ 225・ 228・ 231・ 245、 小ピットSP923・ 925がある。掘立柱建物SB402は、2間 ×2間の側柱建物で、

西側に直線的な雨切り溝SD245を ともなう。遺物の出土はないが、東側に並行して廷びる溝SD225と の位置

関係などから本期に属するものと判断した。溝SD203と 溝SD225は 、谷底を横断するかたちで南北方向へ延

五
巾
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びる大規模な溝である。出土遺物からみて、溝SD203が溝SD225に 先行するものと考えられるが、端部を方

形につくるなど共通した意図が窺える。区画溝あるいは谷上部からの流水を防ぐための溝と考えられる。

‖期 (第 11図 )

12世紀後半から13世紀前半の時期を想定した。遺構は、掘立柱建物SB401、 溝SD224・ 241・ 243・ 246、

自然流路SD244がある。掘立柱建物SB401は 、5間 ×4間の総柱建物で、周囲に「コ」の字状に廻る雨切り溝

SD243・ 246を ともなう。出土遺物から12世紀後半の建物と考えられる。溝SD224と 溝SD241は、端部を方

形につくるなど、前述した溝203・ 225と 同様の傾向がみえる。また、自然流路SD244は 、溝SD225を 切って

流下していることから、同溝が埋没したのちに形成されたものと考えられる。Ⅱ～Ⅳ期の建物は、いずれ

も自然流路SD244を 避けるようなかたちで山裾側に構築されている。

lll期 (第 12図 )

13世紀後半から14世紀前半の時期を想定した。遺構は、掘立柱建物SB403・ 406、 土坑SK103・ 104・ 116、

自然流路SD244がある。掘立柱建物SB403と掘立柱建物SB406は 、ほぼ棟通りを揃えて直列に配置されてい

るものである。その規模と位置関係からみて、主要建物 (総柱建物)と 付属舎 (偵J柱建物)と いった組み

合わせが想定される。掘立柱建物SB403の北側には、建物と主軸方位を揃えるかたちで土坑SK104が位置し

ている。同土坑からは、総数206点 にもおよぶ大量の箸状木製品が出土している。共伴した炭化米をもとに

AMS法 による年代測定を行つたところ、14世紀頃という測定結果が得られている (第 5章参照)。 遺構の

性格は不明であるが、出土遺物に鏑蓮弁文青磁をともなうことから14世紀前半頃の遺構と推定される。

iV期 (第 13図 )

Ⅲ期に後続する時期として14世紀中頃を想定した。遺構は、掘立柱建物SB404・ 407、 自然流路SD244が

ある。掘立柱建物SB404と 掘立柱建物SB406は 、Ⅲ期の建物と同様、ほぼ直列に配置されているものである。

時期を特定できる遺物の出土はないが、前述した土坑SK104を 切つていることから、掘立柱建物SB403よ り

新しいものと判断した。

本面から検出された遺物のうち、中世土師器については細片のため時期が半J然 としないものもあるが、

越前や瀬戸などの時期の新しい遺物が出土していないことから、概ね本期をもって、本集落跡は一旦途絶

えるものと考えられる。

3.第 3面 (古代 )

本面からは、古墳時代から奈良時代を中心とする時期の遺構が検出されている。遺構は全体に希薄であ

るが、調査区西側の山際から丼戸、土坑、溝などの遺構がまとまって検出されている。これらの遺構は、

調査区中央から東側にかけて大規模な自然流路SD268が存在することから、これを避けるかたちで構築さ

れたものと考えられる。

なお、参考資料として、隣接するB・ c地区の調査成果を加えた遺跡全体の時期別遺構分布図を第14～ 17

図に示した。同地区の詳細については、『間尽遺跡調査報告Ⅲ』として報告書の刊行が予定されている。
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第10図 第 2面 I期の遺構配置図 (1/500)

第11図 第 2面 ‖期の遺構配置図 (1/500)

。 ◎
°
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第12図 第 2面 III期の遺構配置図 (1/500)

第13図 第 2面Ⅳ期の遺構配置図 (1/500)

-61-



引用 。参考文献

石川県立埋蔵文化財センター 1986 『漆町遺跡 I』

池野正男 1996 「越中における9世紀代の上器様相」『北陸の 9世紀代の上器様相」第77回北陸古代土器研究会例会

北陸古代土器研究会

宇野隆夫 1982 「井戸考」『史林』第65巻 5号 史学研究会

越前慎子 1996 「梅原胡摩堂遺跡出土中世土師器皿の編年」『梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告書 (遺物編)』  富山県文

化振興財団

神奈川考古同人会 1986 『シンポジウム古代末期～中世における在地系土器の諸問題』神奈川考古第21号

加賀真樹 1997 「珠洲窯」『中・近世の北陸―考古学が語る社会史―』 桂書房

九州近世陶磁学会 2000 『九州陶磁の編年一九州近世陶磁学会10周年記念―』

佐々木幹雄 1981 「三輪山及びその周辺出土の子持勾玉」『古代』第71号 早稲田大学考古学会

静岡県菊川町教育委員会 1999 『横地城跡―総合調査報告書―』

鈴木公雄 1999 『出土銭貨の研究』 東京大学出版社

高岡市教育委員会 1988 『越中国府関連遺跡調査概報Ⅲ』

高岡市教育委員会 1991 『越中国府関連遺跡調査概報V』

高岡市教育委員会 1994 『越中国府関連遺跡調査概報Ⅵ』

高岡市教育委員会 1996 『越中国府関連遺跡調査概報Ⅶ』

高岡市教育委員会 2000 『間尽遺跡調査報告』高岡市埋蔵文化財調査報告第 5冊

高岡市教育委員会 2002 『倉谷古墳群調査報告」高岡市埋蔵文化財調査報告第 9冊

富山考古学会 1999 F富 山平野の出現期古墳』富山考古学会創立50周年記念シンポジウム

永井久美男編 1994 『中世の出土銭―出土銭の調査と分類―』 兵庫埋蔵銭調査会

中屋克彦 19艶  「加賀における近江系土器について」『庄内式土器研究』Ⅵ 庄内式土器研究会

永井久美男編 1996 『日本出土銭総覧』1996年版 兵庫埋蔵銭調査会

福光町教育委員会 2001 『富山県福光町在房遺跡 I』

北陸中世土器研究会 1988 『北陸における中世土師器・陶磁器・漆器』

北陸中世土器研究会 1991 『城館遺跡出土の上器・陶磁器・漆器』

北陸中世土器研究会 1993 『中世北陸の家・屋敷・暮らしぶり』

北陸中世土器研究会 1994 『中世北陸の寺院と墓地』

北陸古代土器研究会 1997 『北陸の10・ 11世紀代の上器様相』第83回北陸古代土器研究会例会

北陸古代土器研究会 1999 『須恵器貯蔵具を考えるI つlFと かめ』北陸古代土器研究第 8号

北陸古代土器研究会 2001 『須恵器貯蔵具を考えるⅡ つぼとかめのつくり方』北陸古代土器研究第 9号

宮田進- 1992 「越中における中世土師器の編年」『中世前期の遺跡と土器・陶磁器・漆器」 北陸中世土器研究会

宮田進- 1997 「越中国における土師器の編年」『中・近世の北陸―考古学が語る社会史―』 桂書房

奈良文化財研究所編 2003 『古代の官衛遺跡 I遺構編』 奈良文化財研究所

吉岡康暢 1994 『中世須恵器の研究』 吉川弘文舘

横田賢次郎・森日 勉 1978 「大宰府出上の輸入陶磁器について一型式分類と編年を中心として一」『九州歴史資料館

研究論集』4 九州歴史資料館普及会

-62-



第14図  A～ C地区時期別遺構分布図 〔1〕 古代 (1/600)
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園 :掘立柱建物SB405を示す。出土遺物がなく、ほかの建物と主軸

方位の一致がみられないことから、所属時期は不明とした。

第15図  A～ C地区時期別遺構分布図 〔2〕 古代末期～中世前期 (1/600)
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0                        20m

第16図  A～ C地区時期別遺構分布図 〔3〕 中世前期 (1/600)
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0                        20m

第17図  A～ C地区時期別遺構分布図 〔4〕 近世 (1/600)
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別表 1 掘立柱建物柱穴規模表
遺構番号 長径 短径 深 さ 出土遺物

SB401 060

050 046

036 027

044 033

042

061

055 ロクロ土師器小皿1

044 037 032

P13 042 037 043 非ロクロ土師器皿 1

042 036 非ロクロ土師器皿 1

038

0」B 034

038

P20 042

P21 052 047 047

P22 039 056

P23 044 038

P24 027 025

057 052

048 040

049 038 非 ロクロ土師器皿 1

058

1029) 040

P30 040

SB402 019

036 040

029

022

023

P7 028 027

030 028 022

SB403 031 025 028

032 柱根1(ス ギ)

052 028 柱根1(ク リ)

P4 034 033

025 柱根 1(ク リ)

P6 046

P7 032 044 柱根1(ス ギ)

P8 043 028 026 柱根1(ス ギ)管状土錘1

P9 040 007

027 019 043

Pll 067 055

柱根1(ス ギ)

P13 062 052 032

0鬱 042

030 026

遺構番号 長径 短径 深 さ 出土遺物

SB404 036

028

065

P4 036 033

058 024 木製礎盤2(ク リ
ハンノキ

属ハンノキ亜属)

040 047 九木1(ク リ)

〔027〕 060 木製礎盤 1

0も 木製礎盤 1

034 管状土錘7

056 050 木製礎盤1(ニ ガキ)

〔042〕 040 木製礎盤1(ク リ)

P12 033 木製礎盤2(ク リ)、 柱根 1
(ク リ)

063 056 木製礎盤 1

P14

07 034 木製礎盤3(ク リ)

P16 055 038 木製礎盤 1

025

P18 043 048

056 028

048 059

042

P24 028 042

032 044

SB405 023

020

047

P5

P6 046 033

026 023

SB406 032 037

037 035

041

P4 040 033 037

P5 042 027

P6 036

SB407 Pl 033

P2

P3

032 033

030

036

(単位 im)
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ぶ
い
責
橙
色

R1
93

第
2面
SK
10
4
6層

土
師
器

/1
ヽ
皿

17
非
ロ
ク
ロ
成
形
、
一
段
ナ
デ
、
日
縁
端
部
は
つ
ま
み
上
げ
て
断
面
三
角
形
状
に
面
取

る
、
内
面
ハ
ケ
状
工
具
痕
、
型
起
こ
し

に
ぶ
い
黄
栓
色

R2
0併
1″
・
20
9

18
5

第
2面
SK
10
4
3層

土
師
器

小
皿

非
ロ
ク
ロ
成
形
、
一
段
ナ
デ
、
日
縁
端
部
は
つ
ま
み
上
げ
て
断
面
三
角
形
状
に
面
取

る
、
内
面
ハ
ケ
状
工
具
痕
、
型
起
こ
し

に
ぶ
い
橙
色

R2
11

第
2面
SK
10
4

青
磁

椀
体
部
片

龍
泉
窯
系
、
銅
蓮
弁
文
、
青
磁
椀
I-
5類

那
,―
フ
灰
色

13
C後
～
14
C前

R1
53
0

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
完
形

断
面
多
角
形

R2
09
12
2
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
完
形

断
面
多
角
形

R2
0>
65

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
完
形

断
面
多
角
形

44
R2
09
18
6
第
2面
SK
10
J
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

07
完
形

断
面
多
角
形

R2
09
‐
19
2
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
23
7
06

完
形

断
面
多
角
形

R2
09
‐
17
0
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
23
6

完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
98

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
22
7

06
完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
‐
12
6
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

04
完
形

断
面
多
角
形

49
R2
09
‐
10
0
第
2面
SK
10
留

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品

04
完
形

断
面
多
角
形

R2
09
‐
99

第
2面
SK
10
盟
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
11
6
第
2面
SK
10
コ

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品

06
完
形

断
面
多
角
形

R2
09
‐
16
7
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

07
完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
‐
11
3
第
2面
SK
10
盟

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品

07
完
形

断
面
多
角
形

R2
09
3

第
2面
SK
10
塑
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

完
形

断
面
多
角
形

R2
09
‐
14
1
第
2面
S(
10
判

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品

05
完
形

断
面
多
角
形

R2
09
‐
16
4
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

57
R2
09
15
6
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

08
完
形

Or
面
扁
平
な
多
角
形

ス
ギ

R2
∞
‐ 4・
4
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
21
7
07

完
形

断
面
多
角
形

R2
09
26

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
21
6
07

完
形

断
面
多
角
形

R2
09
■
6
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
21
6
06

完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

ス
ギ

R2
09
12
3
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
21
6
07

完
形

断
面
多
角
形

R2
∞
‐ 「
D9

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
21
5
05

完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

63
R3
9チ
13
7
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
21
5

完
形

断
面
多
角
形

64
R2
0伊
16
6
第
2面
SK
10
4
3層

未
製
品
箸
状
木
製
品

完
形

断
面
多
角
形

R2
09
‐
86

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
21
3

完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
0年
12
0
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
21
3

完
形

断
面
多
角
形

R2
09
89

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
21
1

完
形

断
面
多
角
形

R2
09
66

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
21
1

完
形

断
面
多
角
形
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図 面
図 版
物 号

遺 番
R番
号

検
出
面
構 号

遺 番
出
土

位
置

種
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器
種

口
径

(長
さ
)
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器
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(厚
さ
)

色
さ
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遺
存
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成
 
整
形
、
技
法
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特
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色
調

種 材

樹 石
時
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備
考

69
R2
0伊
13
7
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

‐
0
R2
0伊
17
5
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品

完
形

断
面
多
角
形

71
R1
56

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

‐
2
R2
0併
19
8
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品

完
形

断
面
多
角
形

R2
0チ
18
9
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品
20
9
06

完
形

断
面
多
角
形

74
R2
0チ
10
1
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品
20
8

完
形

断
面
多
角
形

R2
09
33

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
20
8

完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

Ra
l1
9 
56

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品
20
7

完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

宥
R2
0餅
16
3
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
20
7

完
形

断
面
多
角
形

終
R2
09
-1
07

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
者
状
木
製
品
20
7

完
形

断
面
多
角
形

約
R2
0年
16
0
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
20
7

完
形

断
面
多
角
形

80
R2
09
45

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品

留
D6

完
形

断
面
多
角
形

R2
0チ
16
9
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
者
状
木
製
品
20
5

完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
0>
11
0
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
者
状
木
製
品
20
4

完
形

断
面
多
角
形

R2
09
お
0
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
20
4
06

完
形

断
面
多
角
形

R2
09
29

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
者
状
木
製
品
20
4
08

完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
46

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
20
4
05

完
形

断
面
多
角
形

R2
09
‐
12
7
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

07
完
形

断
面
多
角
形

R2
0,
34

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

05
完
形

断
面
多
角
形

R2
09
25

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品

06
完
形

断
面
多
角
形

R2
09
■
3
第
2面
SK
10
4
3層

未
製
品
箸
状
木
製
品
20
0

07
完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
00
‐
91

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

04
完
形

断
面
多
角
形

R2
09
■
62

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

07
完
形

断
面
多
角
形

R1
55
①

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
58

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

完
形

断
面
多
角
形

94
R2
09
81

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

完
形

断
面
多
角
形

R2
0年
11
1
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

完
形

断
面
多
角
形

R2
09
33

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
】大
木
製
品

完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
74

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
10
9
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

05
完
形

断
面
多
角
形

R2
09
11
8

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

03
完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
0∈
7

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
18
0

完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
78

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
17
0

完
形

断
面
扇
平
な
多
角
形

R2
09
36

第
2面

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品
16
8

完
形

断
面
多
角
形

R2
0年
10
2
第
2面

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品
16
7

完
形

断
面
多
角
形

R2
0伊
1磁

第
2面

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品
15
4

完
形

断
面
多
角
形

R1
56

第
2面

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
97
〕

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形
大
形
品

R3
Э
}1
72

第
2面

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
21
〕

片
端
久
損

断
面
扁
平
な
多
角
形
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図 面
図 版
物 号

遺 番
R番
号

検
出
面
構 号
遺 番

土 置
出 位

種
 
房
J

器
種

回
径

(長
さ
)
離 ∽

器
高

ll
eさ
)

自
さ
(g
)

遺
存
率

成
 
整
形
、
技
法
等
の
特
徴

色
調

樹
種

石
材

時
期
 
備
考

37
10
7
R2
00
■
9]

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
1B
〕

04
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

37
R2
0∈
73

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
16
〕

04
片
端
欠
損

噺
面
扁
平
な
多
角
形

37
R2
0夢
6

第
2面
SK
ユ
04
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
14
〕

05
片
端
欠
損

断
面
多
角
形

ス
ギ

R2
0>
11
2
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
13
〕

05
片
端
欠
損
断
面
多
角
形

R2
09
15
8
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
13
〕

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

37
R2
11
99
6

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
13
〕

04
片
端
欠
損
断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
つ
0
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
09
〕

l1
5

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
0併
1約

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

07
片
端
欠
損
断
面
多
角
形

R2
09
10

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
08
〕
07

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
76

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
07
〕
05

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
09
19
8
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
06
〕
06

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

37
R2
09
18
7
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
05
〕
07

片
端
欠
損
断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
17

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
03
〕
06

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

12
0

R2
09
‐
12
8
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
02
〕
06

片
端
欠
損
断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
00
■
68

第
2面

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
00
〕

06
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
0チ
64

第
2面

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品

06
片
端
欠
損
断
面
多
角
形

R2
0>
57

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

07
片
端
久
損

断
面
多
角
形

1%
R2
09
‐
17
4
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
片
端
欠
損
断
面
多
角
形

12
5
R2
0>
67

第
2面
S(
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

04
片
端
欠
損

断
面
多
角
形

12
6
R2
09
13
9
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

19
1〕
07

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

12
7
R1
53
②

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

05
片
端
欠
損

断
面
多
角
形

12
8
R2
09
18
8
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

07
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

12
9
R2
09
41

第
2面

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品
〔1
&4
〕
05

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
0)
8

第
2面

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品
〔1
83
〕
06

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
‐
13
2
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔1
82
〕
05

片
端
久
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
‐
10
8
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔1
&1
〕
06

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
つ
4
第
2面
SK
ユ
04

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品
〔1
80
〕
05

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
つ
7
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

08
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
0年
75

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

05
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

13
6
R2
0併
87

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

13
7
R2
00
■
73

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

13
8
R2
09
77

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

13
9
R2
09
12
4
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

14
0
R2
09
13
5
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔1
65
〕
07

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
00
‐
54

第
2面
S(
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔1
65
〕
05

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
14
2
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔1
62
〕
05

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

14
3

R2
09
‐
49

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔1
61
〕
06

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

14
4

R2
09
‐
18
1
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔1
60
〕
06

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

ス
ギ
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図 面
図 版

物 号

遺 番
R番
号

検
出
面
構 号

遺 番
出
土

位
置

種
房
」

器
 
種

口
径

(長
さ
)

罐 咽
器
高

〈厚
さ
)

三
さ
(g
)

遺
存
率

成
 
整
形
、
技
法
等
の
特
徴

色
調

樹
種
石
材

時
期
,備
考

R2
0>
28

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

15
9〕

04
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
■
04

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

片
端
欠
損
断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
■
58

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

15
6〕

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

14
8

R2
09
望
7
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
0併
6J

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

15
5〕

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

15
0
R2
0>
55

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

15
5〕

片
端
欠
損
断
面
多
角
形

R2
0伊
32

第
2面
SK
ユ
04

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

15
2
R2
0>
15
2
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
】大
木
製
品

片
端
欠
損
断
面
多
角
形

15
3
R2
09
お
3
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

15
4
R2
09
70

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
0陀
0

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
】犬
木
製
品

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
09
■
29

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
】大
木
製
品

14
3〕

片
端
欠
損
断
面
多
角
形

15
7
R2
0伊
92

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
未
製
品

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

1開
R3
99
-4
2

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
0併
95

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
09
■
05

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

片
端
欠
損
断
面
多
角
形

R2
09
43

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
】夫
木
製
品

12
7〕

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
09
13
3
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

04
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
17
8
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
12
6

05
片
端
久
損

断
面
多
角
形

R2
∞
‐ 8
2

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
09
14
6
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
12
4

03
片
端
久
損
断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
68

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

03
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
19
7
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

04
片
端
欠
損

Xl
r面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
19
弯

第
2面
SK
10
電

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品

1
片
端
久
損

断
面
多
角
形

R2
0併
13
6
第
2面

3眉
木
製
品
箸
状
木
製
品

片
端
欠
損
断
面
多
角
形

40
R2
0併
14
3
第
2面

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品

1
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

40
R2
09
31

第
2面

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

40
R2
09
‐
88

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

片
端
久
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

40
17
3

R3
Э
>1
71

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
11

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

40
17
4
R1
55
③

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
片
端
久
損

断
面
多
角
形

17
5
R2
00
■
34

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

05
片
端
欠
損

断
面
多
角
形

17
6
R2
0>
21

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
片
端
欠
損

断
面
多
角
形

17
7

R2
09
‐
18
4
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

05
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

17
8

R2
09
‐
12

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

片
端
久
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

17
9
R2
0>
9

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

05
片
端
欠
損

断
面
多
角
形

18
0

R2
00
‐
35

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
10
3〕

片
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
09
‐
62

第
2面
S(
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

18
2
R2
09
30

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形
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図 面
図 版
物 号
遺 番

R番
号

検
出
面
還
構

番
号

土 置

出 位
種
屠
」

器
種

回
径

(長
さ
)

離 ∽
器
高

(厚
さ
)

重
さ

遺
存
率

成
 
整
形
、
技
法
等
の
特
徴

色
調

種 材

樹 石
時
期
 
備
考

40
R2
09
52

第
2面
SK
10
4
3層

未
製
品
箸
状
木
製
品

片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
19
5
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

05
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

40
彫
00
19
6
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
片
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

18
6
R2
00
20
3
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

04
片
端
欠
損

断
面
多
角
形

40
18
7
R2
09
61

第
2面
縣
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

05
片
端
欠
損
断
面
扁
平
な
多
角
形

40
18
8
R2
0>
13
0
第
2面
縣
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
片
端
欠
損
断
面
扁
平
な
多
角
形

18
9
R2
09
20
5
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

片
端
欠
損
断
面
扁
平
な
多
角
形

40
19
0
R2
0併
14
4
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
■
6,

両
端
欠
損

LT
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
16
1

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
01
〕

両
端
欠
損

断
面
多
角
形

19
2
R2
00
■
2ユ

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

20
0〕

06
両
端
欠
損

断
面
多
角
形

19
3
R2
0併
39

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

05
両
端
欠
損

断
面
多
角
形

19
4
彫
0}

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

18
3〕

両
端
欠
損

Wr
面
多
角
形

19
5
R2
09
18
0
第
2面

3層
木
製
品
箸
状
木
製
品

両
端
欠
損
断
面
多
角
形

40
19
6
R2
0併
15
5
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

40
R2
0>

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

17
1〕

両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

40
R2
09
53

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

40
R2
0併
10
6
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

16
8〕

両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
11
5
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

04
04

両
端
欠
損

断
面
多
角
形

20
1
R2
09
1“

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

16
2〕

両
端
欠
損

断
面
多
角
形

20
2
R2
09
■
50

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

両
端
欠
損

断
面
多
角
形

珈
D3
R2
09
15
7
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

15
8〕

両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

跡
34
R2
09
2

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔1
54
〕
06

両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

20
5
R1
53
③

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

07
両
端
欠
損

新
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
69

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品

両
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
0}
I]

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
00
■
19

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
審
状
木
製
品

13
9〕
06

両
端
欠
損
断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
00
‐
16
5
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品

05
両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
0伊
19

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品

03
両
端
欠
損
断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
85

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

05
両
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
0伊
27

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品

05
両
端
欠
損
断
面
多
角
形

ス
ギ

R2
09
う
0
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

04
両
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
09
‐
1

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

06
両
端
欠
損
断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
0年
10
3
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

07
両
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
09
‐
9

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品

07
両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
■
83

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

05
両
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
09
■
40

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品

06
両
端
欠
損
断
面
多
角
形

R2
09
38

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

04
両
端
欠
損

断
面
多
角
形

22
0
R2
00
11
7
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

05
両
端
欠
損
断
面
多
角
形
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図 面
図 版
物 号

遺 番
R番
号

検
出
面
構 号
遺 番

土 遣
出 位

種
 
別

器
 
種

口
径

(長
さ
)

雛 ｍ
器
高

(厚
さ
)

竃
さ
(g
)

遺
存
率

成
 
整
形
、
技
法
等
の
特
徴

色
調

種 材

樹 石
時
期
 
備
考

R1
55
②

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔1
03
〕

両
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
09
‐
48

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔1
03
〕

03
両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

4ユ
R2
09
20
1
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔9
9〕

両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
84

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

両
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
00
14
5
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

05
両
端
久
損

断
面
多
角
形

R2
0併
18

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品

両
端
欠
損
断
面
多
角
形

41
22
7
R2
0併
11
4
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

両
端
久
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

22
8
R2
0伊
19
0
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

41
R2
0チ
5

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

両
端
欠
損

断
面
扇
平
な
多
角
形

42
23
0

R塾
99
-4

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

42
R2
09
_1
54

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
者
状
木
製
品

両
端
久
損

断
面
多
角
形

R2
09
‐
14
9
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

面
端
久
損
断
面
多
角
形

R2
09
93

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品

両
端
久
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
9

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

両
端
欠
損
断
面
扁
平
な
多
角
形

42
R2
09
22

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔7
0〕

両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

42
R2
0伊
12
5
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

両
端
欠
損
断
面
扁
平
な
多
角
形

42
R2
09
72

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品
〔6
6〕

両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

42
R2
09
40

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

03
両
端
欠
損
断
面
多
角
形

42
R2
09
ワ
02

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
警
状
木
製
品
〔5
5〕

両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

24
0

R2
09
-1
3〕

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔4
0〕

両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

42
R2
09
13
]

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔3
2〕

両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
09
20
4
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
5〕

05
両
端
欠
損

断
面
多
角
形

R2
09
20
4
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
4〕

03
両
端
欠
損

断
面
多
角
形

24
4
R2
09
20
4
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔2
4〕

04
両
端
久
損
断
面
多
角
形

R2
09
20
2
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品

03
両
端
久
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

R2
0チ
20
2

傷
等
2E
王
SK
10
4
3層

木
製
品
箸
状
木
製
品
〔1
5〕

03
両
端
欠
損

断
面
扁
平
な
多
角
形

24
7
R2
0チ
14
8
第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品

円
形
曲
物
〔3
18
〕

1/
3

底
板

ヒ
ノ
キ
科

R如
チ
2"

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品

円
形
出
物

〔7
9〕

08
底
板

ス
ギ

42
24
9
R2
09
37

第
2面
SK
10
4
3層

木
製
品

円
形
曲
物
〔1
96
〕

1/
3

蓋
板
力
、
中
′ い
軸
線
上
に
小
孔
2箇
所
あ
り
、
片
端
焼
焦
げ

と
ノ
キ

25
0

R7
27

第
2面
SK
l1
6

未
製
品
箸
】大
木
製
品
22
7

04
完
形

断
面
扁
平
な
多
角
形

R7
93

第
2面
SK
l1
7

木
製
品

板
材
〔4
05
〕

大
半
欠
損

板
状
を
呈
す
る

42
R7
92
3

傷
著
2雇
打
SK
l1
9

土
師
器

小
皿

口
縁
部
ツ
4欠
損
ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
下
端
で
僅
か
に
外
反
し
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
開
く

灰
白
色

R7
92
1

第
2面
SK
ユ
19

土
師
器

小
皿

完
形

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
下
端
で
僅
か
に
外
反
し
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
開
く
、
内
外
面

に
油
煙
付
着
、
灯
明
皿

灰
白
色

R7
92
5

第
2面
SK
l1
9

土
師
器

小
皿

(1
04
)

ロ
ク
ロ
成
形
、
底
径
が
大
き
く
体
部
は
ほ
ぼ
直
線
的
に
短
く
開
く

黄
灰
色

42
R7
92
9

第
2面
SK
l1
9

土
師
器

椀
70

口
縁
部
1/
3欠
損
ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
し
て
開
く

掲
灰
色

42
R7
92
8

第
2面
SK
l1
9

土
師
器

椀
(1
50
)

(7
8)

ユ/
8

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
下
端
で
僅
か
に
外
反
し
、
体
部
は
ほ
ぼ
直
線
的
に
開
く

灰
白
色
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図 面
図 版
物 号

遺 番
R番
号

検
出
面
構 号
遺 番

出
土

位
置

種
 
房
」

器
 
種

回
径

(長
さ
)

離 ｍ
器
高

(厚
さ
)

遺
存
率

成
 
整
形
、
技
法
等
の
特
徴

色
調

種 材
樹 石

時
期
 
備
考

25
7
R7
92
2

第
2面
SK
l1
9

±
1爾
器

椀
(1
32
)

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
都
下
端
で
強
く
外
反
し
、
体
部
は
内
湾
し
て
開
く
、
口
縁
端
部
は

弱
く
外
反
す
る
、
底
部
は
厚
く
平
高
台
状
と
な
る

灰
白
色

42
25
8

R7
92
望

第
2面
SK
l1
9

土
師
器

皿
(1
42
1

31
1/
2

非
ロ
ク
ロ
成
形
、
二
段
ナ
デ
、
日
縁
端
部
は
弱
く
外
反
す
る
、
内
外
面
に
油
煙
付
着

、
灯
明
皿

灰
自
色

42
R7
9雰
6

第
2面
SK
l1
9

土
製
品

管
状
土
錘
長
さ
63
、
最
大
径
56
、
孔
径
19

14
2

完
形

断
面
樽
形
を
呈
す
る

灰
自
色

42
26
0
R6
64
7

第
2面
SK
l1
9

木
製
品

曲
物

〔6
5〕

大
半
欠
損

側
板
の
綴
合
せ
部
分
の
破
片

R7
9多
10

第
2面
SK
l1
9

木
製
品

杭
〔2
83
〕
30

両
端
欠
損

細
い
丸
木
、
片
端
を
半
周
だ
け
肖
1っ
て
尖
ら
せ
る
、
上
端
は
腐
朽

43
26
2

R8
95

第
2面
SK
12
4

土
師
器

/1
ヽ
皿

18
4)

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
直
線
的
に
開
く

灰
白
色

40
43

R9
55

夕
等
2面
室
SK
12
4

土
師
器

椀
回
縁
部
1海
欠
損
ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
し
て
開
く
、
内
外
面
に
油
煙
付
着
、
灯
明
皿

浅
黄
橙
色

40
26
4
毬
95
'9
53
  
95
4
第
2面
SK
12
4

土
師
器

椀
48

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
し
て
開
く

に
ぶ
い
黄
橙
色

40
26
5

R6
96
-1

第
2面
SP
92
3

土
師
器

有
台
椀

60
口
～
体
部
1/
3欠
損

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
し
て
立
ち
上
が
り
、
日
縁
部
は
弱
く
外
反
す
る
、
高
台

は
細
く
短
い
、
体
部
外
面
上
半
に
強
い
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
下
半
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
内
面
ヘ

ラ
磨
き
ヵ
、
内
黒

に
ぶ
い
黄
橙
色

40
26
6
R7
24
 7
42

第
2面
SP
92
5

土
師
器

小
皿

48
口
縁
部
一
部
久
損
ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
開
き
、
口
縁
部
は
外
反
す
る
、
体
部
内
面
に
籾

設
圧
痕

に
ぶ
い
橙
色

40
26
7

R1
46

第
2面
SD
20
3

土
師
器

有
台
椀

60
〃
3

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
立
ち
上
が
り
、
日
縁
部
は
弱
く
外
反
す
る
、
高

台
は
断
面
三
角
形
状
で
肉
厚
、
日
縁
端
部
を
除
き
体
部
外
面
上
半
～
内
面
上
位
に
か

け
て
強
い
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
体
部
内
面
横
位
ヘ
ラ
磨
き
、
内
黒
、
徐
部
外
面
に
籾
殻
圧

● R

灰
白
色

40
43

R5
84

第
2面
SD
22
4

珠
洲

発
又
は
壺

胴
部
片

平
行
叩
打
、
内
面
押
圧
具
痕

灰
色

40
R8
62

第
3面
SD
2%
02
0S
W
木
製
品
用
途
不
明
品
〔3
67
〕
〔7
4〕

21
大
半
欠
損

柄
振
に
似
る
が
全
体
に
腐
朽
し
て
本
来
の
形
状
は
不
明
、
片
面
焼
焦
げ

ス
ギ

43
R7
98
H

第
2面
SD
22
5

白
磁

椀
54

底
部

高
台
の
削
り
出
し
は
僅
か
で
あ
る
、
高
台
部
露
胎
、
自
磁
椀
Ⅳ
-l
 a
類

灰
白
色

1l
C後
～
12
C

27
1

R6
11
7

第
2面
SD
22
5

珠
洲

巽
又
は
壷

胴
部
片

右
下
が
り
の
平
行
叩
打
、
内
面
押
圧
具
痕

灰
白
色

40
43
27
2

R6
11
5

第
2面
SD
22
5

珠
洲

痘
胴
部
片

綾
杉
状
の
縦
列
叩
打
、
内
面
押
圧
具
痕

灰
白
色

彦
73
R7
98
13

第
2面
SD
22
5

木
製
品

連
歯
下
駄

完
形

未
成
品
、
半
載
し
た
樹
皮
付
き
の
丸
木
を
素
材
と
す
る
、
27
4と
一
組

タ
リ

41
44

R7
98
16

第
2面
SD
22
5

木
製
品

連
歯
下
駄

20
0

完
形

未
成
品
、
半
裁
し
た
儲
皮
付
き
の
丸
木
を
素
材
と
す
る
、
27
3と
一
組

ク
リ

R7
98
14

第
2面
SD
22
5

木
製
品
差
歯
下
駄
67

17
完
形

差
歯
下
駄
の
歯
、
下
端
接
地
面
は
磨
耗
す
る

ス
ギ

塑
27
6
R7
98
10

第
2面
SD
22
5

木
製
品
用
途
不
明
品

完
形

断
面
箱
円
形
と
な
る
棒
状
の
製
品
で
片
端
は
「
く
Jの
字
状
に
屈
曲
す
る

カ
エ
デ
属

27
7

R7
98
‐
8

第
2面
SD
22
5

木
製
品

部
材

片
端
欠
損

断
面
方
形
の
角
材
で
片
側
を
薄
く
作
り
出
す
、
片
端
焼
焦
げ

ス
ギ

27
8

R6
08

第
2面
SD
22
5
03
2 
NW
木
製
品

部
材
〔3
19
〕

両
端
久
損

断
面
方
形
の
細
い
角
材
で
中
央
に
小
子
と
を
1箇
所
穿
つ
、
片
端
焼
焦
げ

27
9

R6
04

第
2函
SD
22
5
N3
2N
W
木
製
品

折
板
カ
〔3
07
〕

両
端
欠
損

薄
く
細
長
い
板
状
を
呈
す
る

解
28
0

R7
98
‐
3

第
2面
SD
22
5

木
at
品

折
板
カ
〔1
40
〕

片
端
久
損

薄
く
網
長
い
板
状
を
呈
す
る

ス
ギ

44
R7
98
9

第
2面
SD
22
5

木
製
品

丸
木

28
7

完
形

樹
皮
付
き
の
九
木
、
両
端
切
断
痕
、
片
端
は
斜
め
に
切
断
す
る

マ
ツ
属
複
維

管
束
亜
属

42
R6
04

第
2面
SD
22
5
N3
2N
W
木
製
品

割
り
材
〔2
66
〕

両
端
欠
損

断
面
三
角
形
と
な
る
棒
状
を
呈
す
る
、
一
部
加
工
痕
あ
り
、
片
端
焼
焦
げ

ヤ
マ
ク
ワ

42
坐

R5
86

第
2面
SD
22
7

土
師
器
ガヽ
皿

o6
1

底
部
片

ロ
ク
ロ
成
形

浅
黄
橙
色

R7
99

第
2面
SD
22
8
P2
6‐
SE
土
師
器
ガヽ
皿

(9
η

1/
2

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
開
き
、
日
縁
部
は
弱
く
外
反
す
る

浅
黄
栓
色

R5
88

第
2面
SD
23
1

土
師
器

小
皿

18
61

1/
3

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
開
き
、
日
縁
部
は
弱
く
外
反
す
る

浅
黄
橙
色

42
R5
88
 7
94
3
第
2面
SD
23
1

土
師
器

小
皿

口
縁
部
一
部
欠
損
ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
し
、
日
縁
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
、
体
部
内
外
面
に
油

煙
付
着
、
灯
明
皿

浅
黄
橙
色



― ∞ ｏ ｌ

図 面
図 版
物 号
遺 番

R番
号

検
出
面
橋 号
遺 番

土 置

出 位
種
 
別

器
種

口
径
(長
さ
)
離 俯

器
高

(厚
さ
)

gさ
(g
)

遺
存
率

成
 
整
形
、
技
法
等
の
特
徴

色
調

種 材
樹 石

時
期
,備
考

42
28
7
R7
94
4'
79
5
第
2面
SD
23
1

土
師
器

有
台
椀

(1
43
)

1/
3

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
し
て
立
ち
上
が
り
、
日
縁
部
は
弱
く
外
反
す
る
、
高
台

は
細
く
短
い
、
体
部
外
面
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
内
面
横
位
ヘ
ラ
磨
き
、
内
黒

浅
黄
橙
色

42
28
8
RЮ
42

第
2面
SD
23
J

土
師
器

有
台
椀

底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
高
台
は
断
面
三
角
形
状
を
呈
し
て
肉
厚
で
あ
る
、
内
黒

浅
黄
橙
色

42
28
9
R7
94
1

第
2面
SD
23
]

土
師
器

有
台
椀
〈1
■
6)

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
し
て
浅
く
立
ち
上
が
り
、
日
縁
部
は
外
反
す
る
、
高
台

径
が
大
き
い
、
内
外
面
ロ
ク
ロ
ナ
デ

明
褐
灰
色

43
29
0

R8
96

第
2面
SD
23
2

土
製
品

管
状
土
錘
長
さ
54
、
最
大
径
50
、
孔
径
20

完
形

断
面
樽
形
を
呈
す
る

灰
白
色

R5
90

第
2面
SD
23
6

土
製
品

管
状
上
錘
長
さ
56
、
最
大
径
4
孔
径
15

完
形

断
面
樽
形
を
呈
す
る

浅
黄
橙
色

43
29
2

R5
90

第
2面
SD
23
6

土
製
品

管
状
土
錘
長
さ
49
、
最
大
径
49
、
孔
径
19

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

灰
白
色

43
29
3

閣
90

第
2面
SD
23
6

土
製
品

管
状
上
錘
長
さ
48
、
最
大
径
5
孔
径
17

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

灰
自
色

43
29
4

R6
27

第
2面
SD
24
]
R2
6 
NE

珠
洲

片
口
鉢

注
目
部
片

卸
し
日
は
曲
線
文
と
思
わ
れ
る
、
吉
岡
編
年
I～
Ⅱ
期
カ

灰
色

12
C中
～
13
C前
ヵ

43
第
2面
SD
解
]
P2
■
ヽ
W

珠
洲

豆
胴
部
片

綾
杉
状
の
縦
列
叩
打
、
内
面
押
圧
具
痕

灰
色

29
6

R6
75
-1

第
2面
SD
駆
3

土
師
器

/1
ヽ
皿

完
形

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
下
半
で
外
反
し
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
開
く
、
口
縁
端
部
は
細

く
お
さ
め
る
、
底
部
は
厚
く
平
高
台
状
と
な
る

浅
黄
橙
色

43
29
7
R6
76
2

第
2面
SD
24
3

土
師
器

/1
ヽ
皿

(8
9)

(4
9)

1/
6

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
直
線
的
に
短
く
開
く
、
日
縁
端
部
は
細
く
お
さ
め
る

に
ぶ
い
橙
色

29
8

R6
82
‐
1

第
2面
SD
24
6

土
製
品
用
途
不
明
品

底
部
片
カ
内
面
に
輪
積
痕
が
残
る
、
胎
土
は
粗
く
礫
と
砂
を
多
く
含
む

に
ぶ
い
橙
色

29
9

第
2面
SD
24
4

縄
文
土
器
深
鉢
形
土
器

1同
部
片

単
節
縄
文
を
施
文
す
る

明
赤
褐
色

縄
文

43
30
0
R狗
作
1

第
2面
SD
24
4

土
師
器

/1
ヽ
皿

46
ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
外
反
気
味
に
開
く

浅
黄
橙
色

R6
54

第
2面
SD
24
4

土
師
器

小
皿
カ

60
底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
柱
状
高
台

灰
自
色

30
2

R7
35

第
2面
SD
24
4
L2
9‐
SW
土
師
器

/1
ヽ
皿

(8
21

非
ロ
ク
ロ
成
形
、
一
段
ナ
デ
、
日
縁
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る

浅
黄
橙
色

45
30
3
R6
79
 7
9∈
1
第
2面
SD
24
4
B0

白
磁

皿
(3
0)

体
部
上
位
で
内
湾
す
る
、
体
部
内
面
中
位
に
沈
線
状
の
段
あ
り
、
底
部
や
や
上
げ
底

状
、
自
磁
皿
Ⅵ
-1
類

灰
白
色

■
C後
～
12
C

46
30
4

R6
32

第
2面
SD
24
4
L3
0‐
SE

珠
洲

菱
肩
部
片

右
下
が
り
の
平
行
縦
列
叩
打
、
内
面
押
圧
具
痕
、
顕
部
内
面
に
凹
線
あ
り

灰
色

30
5

R7
35

第
2面
SD
24
4

土
製
品
用
途
不
明
品

底
部
片
カ

内
面
に
輪
積
痕
が
残
る
、
胎
土
は
粗
く
礫
と
砂
を
多
く
含
む

黄
灰
色

46
30
6

R7
36

第
2面
SD
24
4

土
製
品
用
途
不
明
品

底
部
片
カ
内
面
に
輪
積
痕
が
残
る
、
胎
土
は
粗
く
礫
と
砂
を
多
く
含
む

橙
色

44
30
7

R6
57

第
2面
SD
24
4

土
製
品

管
状
土
錘
長
さ
40
、
最
大
径
13
、
孔
径
04

5
完
形

断
面
細
長
い
紡
錘
形
を
呈
す
る

浅
黄
橙
色

30
8

R6
81

第
2面
SD
24
4

土
製
品

管
状
土
錘
長
さ
57
、
最
大
径
59
、
孔
径
16

(1
25
)

一
部
欠
損
土
王
状
を
呈
す
る

浅
黄
橙
色

30
9

R4
57

第
1包

1ヽ2
8‐
SE
土
師
器

壷
形
土
器

口
縁
部
1/
4
有
段
口
縁
、
日
縁
部
に
2個
一
対
の
円
形
貼
付
文

灰
色

古
墳

44
R3
01
・
38
6

第
1包
P2
9N
E
須
恵
器

無
台
杯

(1
10
)

(6
6)

平
底
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
後
周
縁
部
ナ
デ

灰
色

R6
18

第
1包
N3
1N
W
須
恵
器

無
台
杯

平
底
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
後
周
縁
部
ナ
デ

灰
色

R5
02

第
1包
K3
歩
Sヽ
V
須
恵
器

無
台
杯

1/
4

平
底
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
後
周
縁
部
ナ
デ
、
底
部
外
面
に
ヘ
ラ
記
号
「
一
」
、
賠

褐
色
を
呈
す
る
漆
状
の
付
着
物
あ
り

灰
色

R1
00
 4
97

第
1包
J3
2S
W

」3
2‐
SE
須
恵
器

無
台
杯

(1
35
)

平
底
、
厚
底
で
体
都
は
大
き
く
開
く
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
後
周
縁
部
ナ
デ

明
褐
灰
色

46
R5
75

第
1包
J3
3 
NE
須
恵
器

有
台
杯

底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
部
は
内
端
接
地

灰
色

坐
46

R2
42

第
1包
Q2
1N
E
須
恵
器

有
台
杯

(1
16
)

1/
4

底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
部
は
内
端
接
地
、
31
4と
ほ
は
同
器
形

灰
色

44
R7
02

第
1包
N2
6N
W
須
恵
器

杯
蓋

(1
24
)

1/
6

口
縁
端
部
は
僅
か
に
折
れ
る
、
扁
平
な
擬
宝
珠
状
摘
ま
み
、
天
丼
部
回
転
ヘ
ラ
削
り

後
ナ
デ

灰
自
色

R3
86

第
1包
P3
∈
SW
須
恵
器

短
頚
壷

回
～
肩
部
1れ
口
縁
部
は
短
く
直
立
す
る

灰
色

坐
第
1包
K3
2S
W
須
恵
器

短
頸
壷

口
～
肩
部
片
口
縁
部
は
内
傾
気
味
に
短
く
立
ち
上
が
る
、
体
部
外
面
は
カ
キ
ロ

灰
色
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図 面
図 版
還
物

番
号
R番
号

検
出
面
構 号
遺 番

出
土

位
置

種
房
」

器
種

径 さ
日 長
離 ｍ

器
高
復
さ
)

自
さ
(g
)

遺
存
率

成
 
整
形
、
技
法
等
の
特
徴

色
調

樹
種
石
材

時
期
 
備
考

R4
39
 5
11
11
 5
01

60
9・
61
0 
 7
4:

第
1包

K3
1 
NE
K3
2 
NE

K3
2‐
NW

J3
歩
SW

須
恵
器

短
顕
壷

体
～
底
部
フ
4
肩
部
が
張
る
器
形
、
高
台
は
「
ハ
」
の
字
に
大
き
く
開
く
、
明
瞭
な
内
端
接
地
、
肩

部
に
は
2条
一
組
の
回
線
が
2列
廻
る
、
体
部
内
外
面
は
ロ
ク
ロ
ナ
デ
に
よ
る
成
形
の

後
、
目
の
粗
い
木
口
状
の
工
具
に
よ
っ
て
調
整
が
施
さ
れ
る

灰
白
色

32
0
R4
95

第
1包

J3
1‐
SE
須
恵
器
壼
又
は
瓶
類

(9
0)

体
～
底
部
片
高
台
は
短
く
「
ハ
Jの
字
に
大
き
く
開
く
、
明
瞭
な
内
端
接
地

灰
色

守
R1
60
 2
40
 4
56

第
1包
02
7
P2
8N
W
須
恵
器

双
耳
瓶

体
部
片

肩
部
に
断
面
四
角
形
と
な
る
突
帯
を
2条
廻
ら
し
、
ガヽ
振
り
の
摘
ま
み
を
付
加
す
る

、
摘
ま
み
は
上
か
ら
小
子
し
を
穿
ち
、
正
面
に
は
縦
位
沈
線
状
の
亥
Uみ
目
を
施
す

灰
色

32
2
R2
77

第
1包
02
4 
NW
須
恵
器

弩
(1
64
1

口
縁
部
ユ
/6
外
面
平
行
H「
き
、
内
面
同
心
円
状
当
て
具
痕

灰
色

も
32
3

R3
09

第
1包
Q2
7■
Eヾ
須
恵
器

菱
(1
92
)

日
縁
部
1/
6
外
面
平
行
叩
き
、
内
面
当
て
具
7‐R
不
明
瞭

灰
色

R4
60

第
1包
J3
26
W
須
恵
器

変
口
縁
部
1/
4
外
面
平
行
叩
き
、
内
面
同
心
円
状
当
て
具
痕

灰
自
色

守
R4
40

第
1包
K3
2S
ヽ
T
須
恵
器

養
(2
44
)

口
縁
部
1/
6
外
面
平
行
叩
き
、
内
面
同
心
円
状
当
て
具
痕

灰
色

守
R8
9 
 3
76

第
1包
03
1 
NE

P3
11
 S
W
須
恵
器

発
(3
72
1

口
縁
部
1海

頸
部
に
は
単
沈
線
に
よ
る
波
状
文
が
廻
る

灰
白
色

守
32
7
R2
16
・
71
7

第
1包
P2
5へ
W
P2
5N
E
土
師
器

有
台
椀

(1
66
1

日
～
体
部
1/
4
ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
し
て
立
ち
上
が
り
、
日
縁
端
部
は
弱
く
外
反
す
る
、
体

部
外
面
上
位
強
い
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
下
半
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
内
面
積
位
ヘ
ラ
磨
き
、
内
黒
灰
白
色

R2
57
 2
59

第
1包
N3
1S
W

N3
1頭
W
土
師
器

有
台
椀

体
～
底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
し
て
立
ち
上
が
る
、
内
面
ヘ
ラ
磨
き
力
、
内
黒

浅
黄
橙
色

R4
42

第
1包
L3
0N
E
土
師
器

有
台
椀

底
部
1/
2

ロ
ク
ロ
成
形

に
ぶ
い
橙
色

46
33
0

R4
56

第
1包
P2
8 
NW
「
土
師
器

有
台
椀

底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
し
て
立
ち
上
が
る
、
器
肉
薄
ヤ

に
ぶ
い
橙
色

R6
9

第
1包
02
7N
W
土
師
器

有
台
椀

底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
足
高
高
台
、
高
台
の
高
さ
は
1 
6c
m

浅
黄
橙
色

R1
60

第
1包
02
7
土
師
器

有
台
椀

底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
足
高
高
台
、
高
台
の
高
さ
は
1 
6c
m

浅
黄
橙
色

R2
93

第
1包
02
6 
NE
土
師
器

有
台
椀

体
～
底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
足
高
高
台
、
高
台
の
高
さ
は
1 
7c
m

浅
黄
橙
色

33
4

R4
70

第
1包
〔ヽ3
0‐
SE
土
師
器

有
台
椀

体
～
底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
足
高
高
台
、
高
台
の
高
さ
は
2 
8c
m

灰
自
色

R7
15

第
1包
02
8 
NE
土
師
器

椀
〈1
46
)

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
下
半
で
僅
か
に
外
反
し
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
開
く
、
日
縁
端

部
は
弱
く
外
反
す
る

浅
黄
橙
色

衛
33
6

R2
37

第
1包
P2
iN
W
土
師
器

椀
体
～
底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
下
端
で
僅
か
に
外
反
し
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
開
く

浅
黄
橙
色

守
33
7

R7
12

第
1包
02
∈
SE
土
師
器

刑ヽ
皿

(1
01
)

(5
4)

ロ
ク
ロ
成
形
、
底
部
に
は
低
い
高
台
が
付
き
、
体
部
は
直
線
的
に
開
く
、
底
部
内
面

ハ
ケ
状
工
具
痕

に
ぶ
い
黄
橙
色

33
8

R4
28

第
包
1ヽ3
11
 N
E
土
師
器

小
皿

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
開
き
、
日
縁
部
は
外
反
す
る

浅
黄
橙
色

R2
33

第
1包
P2
4S
WV
土
師
器

小
皿

14
0)

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
直
線
的
に
開
く

浅
黄
橙
色

R3
81
 4
56

第
1包
P2
8‐
Nヽ
V
土
師
器

小
皿

19
動

14
81

24
ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
直
線
的
に
開
き
、
口
縁
端
部
は
細
く
お
さ
め
る

に
ぶ
い
黄
橙
色

46
R2
99

第
1包

P2
5‐
SW
V
上
師
器

/1
ヽ
皿

50
ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
直
線
的
に
開
く

浅
黄
橙
色

46
R4
76

第
1包
02
3 
SE
土
師
器

小
皿

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
直
線
的
に
開
く

灰
自
色

46
R2
30

第
1包
02
‐
NW
土
師
器

小
皿

14
11
1

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
し
て
開
き
、
日
縁
端
部
は
細
く
お
さ
め
る

灰
自
色

R4
75

第
1包
N3
1S
E
土
師
器

小
皿

19
η

16
η

ロ
ク
ロ
成
形
、
底
径
が
大
き
い
、
体
部
は
直
線
的
に
短
く
開
く

灰
自
色

46
34
5

R3
63

第
1包
N8
0S
W
土
師
器

月ヽ
皿

仔
Ol

ロ
ク
ロ
成
形
、
底
径
が
大
き
い
、
体
部
は
直
線
的
に
短
く
開
く
、
底
部
内
面
ハ
ケ
状

I具
戻

灰
白
色

46
34
6

R4
92

第
1包
Q2
「
NW
土
師
器

/1
ヽ
皿

36
ほ
ぼ
完
形

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
下
半
で
小
さ
く
外
反
し
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
開
く
、
日
縁
端

部
は
弱
く
外
反
す
る
、
底
部
は
僅
か
に
平
高
台
状
と
な
る
、
内
外
面
に
油
煙
付
着
、

灯
明
皿

灰
自
色

34
7

R7
″

第
1包

Q2
5‐
SE
土
師
器

小
皿

(1
01
)

1/
2

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
下
半
で
小
さ
く
外
反
し
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
開
く

灰
白
色
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土 置
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種
房
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器
種
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径
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さ
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離 ｍ
器
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伊
ヨ
さ
)

邑
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選
存
率

成
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整
形
、
技
法
等
の
特
徴

色
調

種 材

樹 石
時
期
 
備
考

第
1包

P2
8‐
NW
V
土
師
器

小
皿

(1
04
1

23
1/
4

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
下
半
で
小
さ
く
外
反
し
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
開
く

浅
黄
橙
色

R4
82

第
1包

02
7‐
NE
土
師
器

小
皿

(1
18
)

15
η

24
ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
開
く

浅
黄
橙
色

R4
08

第
1包
03
0 
Ne
土
師
器

小
皿

(9
01

(5
41

ロ
ク
ロ
成
形
、
体
部
下
半
で
外
反
し
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
短
く
開
い
て
、
日
縁

端
部
は
直
立
気
味
に
つ
ま
み
上
げ
て
細
く
お
さ
め
る
、
底
部
は
厚
く
平
高
台
様
と

な
る

浅
黄
橙
色

R3
51

第
包
M3
1-
Sヽ
W
土
師
器

小
皿
ヵ

底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
柱
状
高
台

浅
黄
橙
色

35
2

R3
88

第
1包
P3
卜
NW
V
上
師
器

小
皿
ヵ

48
体
～
底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
桂
状
高
台
、
底
部
内
面
中
央
は
凹
む

浅
黄
橙
色

47
35
3

第
包
P2
6-
SE
土
師
器

小
皿
カ

(5
61

体
～
底
部
片
ロ
ク
ロ
成
形
、
柱
状
高
台

浅
黄
橙
色

守
35
4

R3
05

第
1包
Q2
6N
E
土
師
器

小
皿

ほ
ぼ
完
形

ロ
ク
ロ
成
形
、
柱
状
高
台
、
体
部
は
ほ
ぼ
水
平
に
開
く

に
ぶ
い
栓
色

守
35
5

R3
02

第
1包
P3
∈
SW

土
師
器

小
皿
カ

底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
柱
状
高
台

に
ぶ
い
橙
色

47
35
6

R4
99

第
1包
K2
1N
E
土
師
器

小
皿
カ

底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
柱
状
高
台

に
ぶ
い
橙
色

47
35
7

R7
17

第
1包
P2
5N
E
土
師
器

小
皿
カ

体
～
底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
柱
状
高
台
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
伸
び
る

浅
黄
橙
色

守
35
8

R8
1

第
1包
P2
6‐
SW

土
師
器

小
皿
カ

56
底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
柱
状
高
台

浅
黄
橙
色

T
35
9
R3
51
 4
28

第
1包
1ヽ3
0 
NE

1ヽ3
1-
SW
土
師
器

小
皿
ヵ

60
体
～
底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
柱
状
高
台
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
伸
び
る

浅
黄
橙
色

守
36
0

R4
92

第
1包
Q2
7刹
W
土
師
器

小
皿

完
形

非
ロ
ク
ロ
成
形
、
三
段
ナ
デ
、
日
縁
端
部
は
僅
か
に
外
反
す
る
、
型
起
こ
し
、
内
面

に
油
煙
付
着
、
灯
明
皿

浅
黄
橙
色

守
R3
89

第
1包
P3
1 
NE
土
師
器

小
皿

/4
非
ロ
ク
ロ
成
形
、
こ
段
ナ
デ
、
日
縁
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る

浅
黄
栓
色

49
36
2
R4
20

第
1包
K3
∈
甑
土
師
器

小
皿

(1
15
)

非
ロ
ク
ロ
成
形
、
三
段
ナ
デ
、
回
縁
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る

灰
白
色

49
R3
89

第
1包
P3
1N
E
土
師
器

皿
(1
41
11

非
ロ
ク
ロ
成
形
、
二
段
ナ
デ
、
日
縁
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る

灰
白
色

49
R3
22

第
1包
K3
0‐
SW
土
師
器

皿
(1
48
1

29
非
ロ
ク
ロ
成
形
、
二
段
ナ
デ
、
口
縁
端
部
は
九
く
お
さ
め
る
、
型
起
こ
し

灰
白
色

守
49

R4
17

第
1包
P3
3G
W
土
師
器

/1
ヽ
皿

非
ロ
ク
ロ
成
形
、
一
段
ナ
デ
、
体
部
は
内
湾
す
る
、
日
縁
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
、

内
外
面
に
油
煙
付
着
、
灯
明
皿

浅
黄
橙
色

47
49
36
6

R4
41

第
1包
【
32
 S
E
土
師
器

小
皿

非
ロ
ク
ロ
成
形
、
一
段
ナ
デ
、
体
部
は
内
湾
す
る
、
日
縁
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
浅
黄
橙
色

49
36
7
R3
32

第
1包
L3
0ぷ
W
土
師
器

小
皿

(8
B)

非
ロ
ク
ロ
成
形
、
一
段
ナ
デ
、
体
部
は
内
湾
す
る
、
口
縁
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る

褐
灰
色

47
49
36
8

R5
82

第
1包
P2
5ぷ
W

白
磁

椀
回
縁
都
1/

回
縁
部
小
さ
い
玉
縁
、
釉
色
は
白
濁
し
て
黄
味
が
か
る
、
白
磁
椀
Ⅱ
類

灰
白
色

■
C後
～
12
C

36
9

第
1包
P2
8ぷ
W

自
磁

椀
(1
54
)

口
縁
部
1/
12
口
縁
部
小
さ
い
王
縁
、
釉
に
貫
入
が
み
ら
れ
る
、
白
磁
椀
Ⅱ
類

灰
白
色

■
C後
～
12
C

47
⇔
3η
〕

R2
42

第
1包
Q2
1 
NE

白
穂

椀
口
縁
部
1/

口
縁
部
玉
縁
、
自
磁
椀
Ⅳ
類

灰
白
色

HC
後
～
12
C

R1
31

第
1包
N3
1 
SE

自
磁

碗
(1
45
)

口
縁
部
1/
12
口
縁
都
玉
縁
、
自
磁
椀
Ⅳ
類

灰
白
色

HC
後
～
12
C

4i
37
2

R3
88

第
1包
P3
1N
W

自
磁

椀
34
1

口
縁
部
1/
10
口
縁
部
玉
縁
、
自
磁
椀
Ⅳ
類

灰
自
色

lC
後
～
12
C

4i
R鬱
8

第
1包
M3
0,
NE

自
磁

椀
日
縁
部
片

口
縁
部
玉
縁
、
自
磁
椀
Ⅳ
類

灰
自
色

HC
後
～
12
C

守
37
4

R4
42

第
1包
L3
11
 N
E
白
磁

椀
口
縁
部
片

口
縁
部
玉
縁
、
自
磁
椀
Ⅳ
類

灰
白
色

lC
後
～
12
C

4i
R5
3

第
1包
N2
9S
W

白
磁

椀
底
都
ツ
2
細
く
直
立
す
る
高
台
を
も
つ
、
内
底
見
込
み
に
段
を
有
す
る
、
自
磁
椀
V類

灰
白
色

1l
C後
～
12
C

47
R4
7

第
1包
Tヽ3
0S
E

白
磁

椀
底
部
片

内
底
見
込
み
に
劉
花
文
を
施
文
、
白
磁
椀
V-
4 
b類

灰
白
色

lC
後
～
12
C

49
R3
16

第
1包
T1
6-
SE

自
磁

椀
底
部
1/
4

内
底
見
込
み
の
釉
を
輪
状
に
掻
き
と
る
、
高
台
部
露
胎
、
自
磁
椀
Ⅷ
類

灰
白
色

1l
C後
～
12
C

47
49

R3
09

第
1包
Q2
7ぶ
E
白
磁

椀
(1
06
)

口
縁
部
1/
8
日
縁
部
内
面
を
面
取
り
日
禿
と
す
る
、
白
磁
椀
Ⅸ
類

明
オ
リ
‐
デ
灰
色

13
C後
～
14
C前

47
49

R3
75
'3
88

第
1包
03
1 
NW
V

P3
1頭
W

白
磁

皿
(1
04
)

1/
4

体
部
上
位
で
内
湾
し
、
そ
の
届
由
部
の
内
面
に
沈
線
状
の
段
を
有
す
る
、
底
部
や
や

上
げ
底
状
、
白
磁
皿
Ⅵ
-l
 a
類

灰
自
色

HC
後
～
12
C
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離 ｍ
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色
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備
考

49
38
0

R1
8ユ

第
1包
N2
7

自
磁

皿
口
～
体
部
1/
12
体
部
上
位
で
内
湾
し
、
そ
の
屈
曲
部
の
内
面
に
沈
線
状
の
段
を
有
す
る
、
自
磁
皿
Ⅵ

-l
 a
類

灰
白
色

nC
後
～
12
C

49
R9
7

第
包
Q2
8N
ヽ
T
白
磁

皿
回
～
体
部
1/
10
体
都
中
位
に
沈
線
状
の
段
を
有
す
る
、
自
磁
皿
Ⅵ
-l
 b
類

灰
自
色

■
C後
～
12
C

49
R3
11

第
1包
Q2
>N
ヽ
V
白
磁

皿
体
～
底
部
片
底
部
や
や
上
げ
底
状
、
自
磁
皿
Ⅵ
-1
類

灰
白
色

1l
C後
～
12
C

49
R3
8

第
包
R2
3頭
W

白
磁

合
子

蓋
片

91
・
面
に
印
花
文
、
釉
色
は
や
や
オ
リ
ー
ブ
灰
色
が
か
る

灰
自
色

49
第
包

1ヽ2
8

青
磁

椀
口
縁
部
片

龍
泉
窯
系
、
日
縁
部
は
僅
か
に
外
反
す
る
、
内
外
面
無
文
、
青
磁
椀
I-
1類

オリ
ー
デ
灰
色

12
C

49
R4
62

第
1包
L3
1S
E

青
磁

椀
体
～
底
部
1/
2
龍
泉
窯
系
、
細
く
尖
る
高
台
を
も
つ
、
高
台
端
部
は
露
胎
、
体
部
は
無
文
、
釉
は
や

や
厚
く
露
胎
と
の
境
は
赤
色
に
発
色
す
る
、
青
磁
椀
Ⅲ
―
ユ 類

オ
リ
ー
デ
灰
色

13
C後
～
14
C前

49
38
6
R1
28

第
1包
M3
4ぶ
W

青
磁

愧
(1
34
)

口
～
体
部
1/
12
龍
泉
窯
系
、
細
長
い
鏑
蓮
弁
文
、
青
磁
椀
Ⅲ
-2
類

却
,‐
デ
灰
色

13
C後
～
14
C前

48
38
7
t2
51
  
39
4 
 1
06

第
1包
Q2
4N
W

R2
7N
B

青
磁

椀
(1
70
)

ロ
ー
体
部
1/
8
龍
泉
窯
系
、
鏑
蓮
弁
文
、
青
磁
椀
I-
5類

灰
オ
リ
ー
ブ
色

13
C後
～
14
C前

38
8

R4
4r
j

第
1包
L3
2ぶ
W

青
磁

椀
(1
44
)

口
～
体
部
1/
12
龍
泉
窯
系
、
錦
蓮
弁
文
、
青
磁
椀
I-
5類

灰
オ
リ
ー
ブ
色

13
C後
～
14
C前

38
9

R3
34

第
1包
L3
1頭
W

青
磁

椀
50

体
～
底
部

龍
泉
窯
系
、
断
面
四
角
の
高
台
を
も
つ
、
高
台
端
都
か
ら
内
部
は
露
胎
、
高
台
端
部

に
は
亥
1み
目
状
の
傷
が
全
周
す
る
、
鏑
蓮
弁
文
、
青
確
抗
I―
顕

灰
オ
リ
ー
ブ
色

13
C後
～
14
C前

側
39
0

R3
05

第
1包
Q2
6N
E

青
磁

椀
(5
つ
)

体
～
底
都
1/
3
龍
泉
窯
系
、
断
面
四
角
の
高
台
を
も
つ
、
高
台
端
部
か
ら
内
部
は
露
胎
、
鏑
蓮
弁
文

、
青
磁
椀
I-
5類

オ
リ
…
デ
灰
色

13
C後
～
14
C前

第
1包
P2
7も
W

青
磁

擁
底
部
1泡

龍
泉
窯
系
、
断
面
四
角
の
高
台
を
も
つ
、
高
台
端
部
か
ら
内
部
は
露
胎
、
青
磁
椀
I

-5
類

オ
リ
い
デ
灰
色

13
C後
～
14
C前

48
m
39
2

R2
30

第
1包
02
7N
ヽ
V
青
磁

椀
口
～
体
都
片
龍
泉
窯
系
、
鏑
蓮
弁
文
、
青
磁
椀
I-
5類

オ
リ
‐
デ
灰
色

13
C後
～
14
C前

蠅
R3
53

第
包
N3
2S
W

青
磁

椀
体
部
片

龍
泉
窯
系
、
鏑
蓮
弁
文
、
青
磁
椀
I-
5類

明
る
い
緑
灰
色

13
C後
～
単 則

48
50
39
4

R3
07

第
1包
Q2
6 
SE

青
磁

椀
体
部
片

龍
泉
窯
系
、
鏑
蓮
弁
文
、
青
磁
椀
I-
5類

オリ
ー
デ
灰
色

13
C後
～
1な
9前

48
50

R5
61

第
包
P2
「
SE

青
磁

杯
回
縁
部
1浴

龍
泉
窯
系
、
日
縁
部
は
外
反
し
端
部
は
短
く
直
立
す
る
、
青
磁
杯
Ⅱ
-3
類

が
,―
デ
灰
色

13
C後
～
4C
前

48
50

第
1包
N2
併
SW

青
磁

小
杯

(1
01
11

口
縁
部
1/
10
龍
泉
窯
系
、
鍋
蓮
弁
文

緑
灰
色

13
C後
～
14
G前

48
50

R4
85

第
1包

P2
6‐
SE

珠
洲

片
口
鉢

(3
52
1

口
縁
部
ツ
12
口
縁
端
部
は
方
頭
に
お
さ
め
る

灰
色

48
50

R4
29

第
1包
M3
1頭
E
珠
洲

片
口
鉢

胴
部
片

卸
し
日
は
縦
位
流
水
状
の
波
状
文
、
一
単
位
幅
19
c 
m/
12
日
、
吉
岡
編
年
Ⅱ
期

灰
色

13
C莉

48
50

R3
05
 4
85

第
1包

P2
0‐
SE

Q2
6頭
E
珠
洲

片
回
鉢

(1
26
)

体
～
底
部

卸
し
目
は
直
線
で
施
入
は
疎
、
一
単
位
幅
24
cm
/9
日
、
底
部
静
止
糸
切
り
痕
、
吉

岡
編
年
Ⅱ
～
Ⅳ
l期
カ

灰
色

13
C中
～
14
C第
1カ

50
R7
2

第
1包
02
8‐
NW
V
珠
洲

中
奏

13
64
)

日
縁
部
ν
8
口
縁
部
を
水
平
に
挽
き
出
し
、
端
部
は
方
頭
に
お
さ
め
る
、
吉
岡
編
年
Ⅱ
期

灰
白
色

13
C莉

第
1包

02
6‐
SE

珠
洲

養
又
は
壷

胴
都
片

右
下
が
り
の
平
行
H「
打
、
内
面
押
圧
具
痕
の
上
か
ら
縦
位
指
撫
で

灰
色

50
R3
94

第
1包
R2
7 
NE

珠
洲

小
壷

肩
部
ν
8
胴
上
半
部
に
刻
文
あ
り

灰
色

49
50
40
3

R4
82

第
1包
02
7N
ヽ
V
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
68
、
最
大
径
52
、
孔
径
15

10
3

完
形

断
面
樽
形
を
呈
す
る

浅
黄
橙
色

49
40
4

R4
82

第
1包
02
7頭
W
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
63
、
最
大
径
42
、
孔
径
18

完
形

断
面
樽
形
を
呈
す
る

灰
自
色

49
40
5

R4
81

第
1包
02
■
ぺ
Vヽ
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
62
、
最
大
径
39
、
孔
径
14

82
完
形

断
面
樽
形
を
呈
す
る

灰
白
色

49
40
6

第
1包
N2
9N
E
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
60
、
最
大
径
46
、
孔
径
14

完
形

断
面
樽
形
を
呈
す
る

澄
色

49
51
40
7

R4
68

第
1包
M3
0‐
NW
土
製
品

管
】犬
土
錘
長
さ
59
、
最
大
径
64
、
孔
径
17

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

灰
白
色

51
40
8

第
1包
K3
1N
E
土
製
品

管
状
土
錘
長
さ
59
、
最
大
径
42
、
孔
径
13

完
形

断
面
樽
形
を
呈
す
る

浅
責
橙
色

51
R4
46

第
1包
L3
2■
Eヾ
土
製
品

管
状
土
錘
長
さ
58
、
最
大
径
55
、
孔
径
20

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

栓
色

51
R3
08

第
1包
Q2
7猟
W
土
製
品

管
状
土
錘
長
さ
57
、
最
大
径
55
、
孔
径
18

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

灰
白
色

51
R4
04

第
1包
N3
3N
W
土
製
品

管
状
土
錘
長
さ
54
、
最
大
径
5
孔
径
18

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

灰
白
色
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図 面
図 版
物 号
遺 番

R番
号

検
出
面
遺
構
番
号

土 置

出 位
種
房
」

器
種

口
径

(長
さ
)

購 ｍ
器
高

(厚
さ
)

三
さ
(g
)

遺
存
率

成
,整
形
、
技
法
等
の
特
徴

色
調

樹
種

石
材

時
期
,備
考

R4
81

第
1包
02
7ぷ
W
土
製
品
管
状
土
鍾
長
さ
54
、
最
大
径
43
、
子
L径
18

完
形

断
面
樽
形
を
呈
す
る

灰
白
色

R5
86

第
包
03
0項
W
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
53
、
最
大
径
58
、
孔
径
16

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

灰
白
色

R5
1J

第
包
R2
6 
NE
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
53
、
最
大
径
14
6)
、
孔
径
17

19
1)

一
部
欠
損

断
面
樽
形
を
呈
す
る

浅
黄
橙
色

R2
0

第
包
02
5 
NE
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
51
、
最
大
径
41
、
孔
径
8
84

完
形

断
面
樽
形
を
呈
す
る

浅
黄
橙
色

M8
1

第
包
02
7■
¶W
土
製
品
管
状
土
鍾
長
さ
50
、
最
大
径
52
、
孔
径
5

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

灰
白
色

R3
62

第
包
N8
0 
NE
土
製
品
管
状
土
鍾
長
さ
50
、
最
大
径
47
、
孔
径

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

橙
色

R3
42

第
包
M2
9N
W
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
49
、
最
大
径
54
、
孔
径
9
12
3

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

浅
黄
橙
色

R2
93

第
1包
02
6 
NE
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
48
、
最
大
径
48
、
孔
径
8
94

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

浅
黄
橙
色

R5
58

第
1包

02
6‐
SE
土
製
品

管
状
土
錘
長
さ
46
、
最
大
径
47
、
子
し 径
5

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

灰
白
色

R4
57

第
1包
Q2
8N
W
土
製
品

管
状
土
錘
長
さ
46
、
最
大
径
54
、
孔
径

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

灰
白
色

42
2

R4
81

第
1包
02
7 
NW
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
45
、
最
大
径
48
、
孔
径
7
74

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

灰
白
色

42
3

R4
53

第
1包
02
7刹
W
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
44
、
最
大
径
49
、
孔
径
6
74

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

浅
黄
橙
色

物
第
包
02
9N
W
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
43
、
最
大
径
48
、
孔
径
20

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

浅
黄
橙
色

42
5
R4
54

第
包
02
8 
S�
V
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
42
、
最
大
径
47
、
孔
径
16
70

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

灰
自
色

42
6

R5
75

第
包
J3
3N
E
土
製
品
管
状
土
鍾
長
さ
42
、
最
大
径
41
、
孔
径
14
90

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

浅
黄
橙
色

R4
54

第
包
02
3S
ヽ
V
土
製
品
管
状
土
鍾
長
さ
41
、
最
大
径
38
、
孔
径
14
48

完
形

断
面
樽
形
を
呈
す
る

橙
色

50
42
8
R3
54

第
包
1ヽ3
21
,E
土
製
品
管
状
土
鍾
長
さ
39
、
最
大
径
33
、
孔
径
11

32
完
形

断
面
樽
形
を
呈
す
る

橙
色

42
9

R2
6

第
1包
02
8d
W
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
86
、
最
大
径
44
、
孔
径
18

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

浅
黄
橙
色

43
0
R2
49

第
1包
Q2
nヾ
E
土
製
品
管
状
土
鐘
長
さ
36
、
最
大
径
46
、
孔
径
20
「
J9

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

灰
白
色

第
1包
Q2
7-
NE

銭
貨

北
宋
銭
銭
径
25
4×
2「
D4
、
内
径
2V
 X
20
6、

銭
厚
01
4

22
0

ほ
は
完
形

明
道
元
賓
、
真
書

月
道
元
年
(1
03
2年
)

初
鋳

50
第
1包
P3
2-
SW
V
銭
貨

北
宋
銭
銭
径
24
5×
―
、
内
径
1%
×
19
6、

銭
厚
o1
4

(1
40
)

一
部
欠
損

皇
宋
通
費
、
真
書

窯
元
元
年
(1
03
8年
)

初
鋳

50
R8
4

第
1包
P2
7-
Sヽ
V
銭
貨

北
宋
銭
銭
径
25
0×
24
9、
内
径
20
3X
20
1、

銭
厚
01
4

ほ
ぽ
完
形

熙
寧
元
賓
、
真
書

熙
寧
元
年
(1
06
8年
)

初
鋳

43
4

R1
86

第
1包
03
16
W
鉄
製
品
用
途
不
明
品

大
半
欠
損

平
坦
な
面
か
ら
方
形
に
突
き
出
た
差
込
回
の
よ
う
な
部
位
が
確
認
で
き
る

43
5

第
1包
02
6 
SE

鉱
津

鉄
津

57
完
形

多
子
L質

50
43
6

R9
5

第
1包
Q2
作
NE

鉱
津

鉄
滓

完
形

多
孔
質

43
7
R5
04

第
1包
【
33
猟
W

鉱
津

鉄
津

50
密

完
形

多
孔
質

43
8

R3
27

第
1包
K3
2S
E

鉱
澤

鉄
滓

44
91

完
形

多
孔
質

51
43
9

R1
05
2

第
3面
SE
50
1

須
恵
器

奏
胴
部
片

外
面
擬
格
子
叩
き
、
内
面
同
心
円
状
当
て
具
痕

灰
色

51
R1
07
3

第
3面
SE
50
'
基
底
部
木
製
品

方
形
由
物
長
さ
42
5、
幅
36
0、
高
さ
1,
5、

厚
さ
07

底
板
欠
損

平
面
形
は
や
や
台
形
状
に
歪
む
、
根
1板
は
一
重
巻
き
で
綴
合
せ
は
1箇
所
、
1列
外
10

段
綴
じ
、
底
板
を
抜
い
て
井
戸
の
水
溜
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る

カ
ヤ

51
52

RI
06
8 
1

第
3面
SE
50
]
2層

木
製
品

楯
材
〔9
14
〕

片
端
欠
損
佃
長
い
板
状
の
部
材
、
両
側
面
に
浅
い
切
り
込
み
加
工
あ
り
、
井
戸
材
カ

44
2
R1
06
92

第
3面
SE
50
ユ

2層
木
製
品

板
材
〔6
00
'
97

片
端
欠
損

綱
長
い
板
材
、
井
戸
材
カ

44
3

R1
0招
D3

第
3面
SE
50
1
2層

木
製
品

板
材

片
端
欠
損

細
長
い
振
材
、
井
戸
材
カ

44
4

R1
07
2

第
3面
SE
「
DO
]
2層

木
製
品

角
材

48
完
形

両
端
を
平
坦
に
切
断
、
井
戸
材
カ

R1
07
2

第
3面
SE
50
1
2層

木
製
品

角
材

45
完
形

片
端
を
断
面
鈍
い
三
角
形
状
に
切
断
、
井
戸
材
カ

44
6

R1
07
2

第
3面
SE
50
1
2層

木
製
品

角
材

42
完
形

両
端
を
断
面
鈍
い
三
角
形
状
に
切
断
、
井
戸
材
カ
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図 面
図 版
物 号

遺 番
R番
号

検
出
面
遺
構
番
号

土 置
出 位

種
別

器
種

口
径
(長
さ
)

離 ｍ
器
高

(厚
さ
)

重
さ
(g
)

遺
存
率

成
,整
形
、
技
法
等
の
特
徴

色
調

種 材
樹 石

時
期
,備
考

44
7
R1
07
2

第
3面
SE
50
1
2層

木
製
品

角
材

40
6

完
形

片
端
を
断
面
鈍
い
三
角
形
状
に
切
断
、
井
戸
材
カ

44
8

R1
07
1望

第
3面
SE
50
1
2層

木
製
品

角
材
〔2
98
〕

両
端
欠
損

断
面
長
方
形
と
な
る
細
い
角
材

44
9
R8
64

第
3面
SD
26
8
P2
3頭
W
弥
生
土
器
甕
形
土
器

日
縁
部
片

日
唇
部
に
櫛
歯
状
工
具
に
よ
る
刻
み
目
、
外
面
ハ
ケ
ロ
、
小
松
式

灰
自
色

弥
生
中
期

R5
64

第
3面
SD
26
8
P2
4 
NW
V
弥
生
土
器
甕
形
土
器

(3
76
1

回
縁
部
1/
10
有
段
口
縁
、
日
縁
帯
に
擬
凹
線
文
を
施
す
、
肩
部
に
斜
行
刺
突
文
、
胴
部
内
面
は
ヘ

ラ
削
り
、
法
仏
式

に
ぶ
い
黄
橙
色

弥
生
後
期

R8
65
 9
01

第
3面
SD
26
8
P2
3N
E
土
師
器

壷
形
土
器

口
縁
部
〃
3
細
い
体
部
に
ほ
ぼ
直
立
し
て
伸
び
る
口
縁
部
を
も
つ
、
内
外
面
ハ
ケ
ロ
、
体
部
内
面

は
ナ
デ
、
弥
生
期
の
長
顕
壷
の
系
譜
を
引
く
も
の
カ

に
が
い
黄
橙
色

古
墳

45
2

R9
75

第
3面
SD
26
8
P2
5頭
W
土
師
器

霙
形
土
器
〈1
54
)

日
縁
部
1/
3
有
段
口
縁
、
日
縁
帯
に
擬
凹
線
文
を
施
す

に
ぶ
い
黄
橙
色

古
墳

R9
58
 9
84

第
3面
SD
26
8
02
5‐
SW

P2
6N
ヽ
V
土
師
器

甕
形
土
器

回
縁
部
2洛

有
段
日
縁
、
日
縁
帯
は
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
外
面
ハ
ケ
ロ
、
内
面
ヘ
ラ
削
り

浅
黄
栓
色

古
墳

45
4

R9
59

第
3面
SD
26
8
02
5‐
SE
土
師
器

弱
形
土
器

(1
40
)

日
～
胴
部
1泡
有
段
口
縁
、
日
縁
帯
は
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
内
外
面
ハ
ケ
ロ

に
ぶ
い
橙
色

占
墳

45
5

R1
01
9

第
3面
SD
26
8
02
7 
SW
土
師
器

養
形
土
器

60
)

日
縁
部
1/
4
有
段
口
縁
、
口
縁
帯
は
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙
色

占
墳

53
R9
84

第
3面
SD
26
8
P2
6N
W
土
師
器

養
形
土
器

(1
64
1

口
縁
部
1/
4
有
段
口
縁
、
口
縁
帯
は
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
内
外
面
ハ
ケ
自

に
ぶ
い
黄
橙
色

古
墳

R9
03

第
3面
SD
26
8
P2
3S
W
土
師
器

葵
形
土
器

62
1

回
縁
部
1/
6
有
段
口
縁
、
口
縁
帯
は
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
内
面
ハ
ケ
ロ

に
ぶ
い
橙
色

古
墳

R1
03
7

第
3面
SD
26
8
P2
6N
E
土
師
器

養
形
土
器

19
0

口
縁
部
1ん

有
段
口
縁
、
日
縁
帯
は
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
内
面
横
位
ヘ
ラ
削
り

に
ぶ
い
黄
橙
色

古
墳

第
3面
SD
26
8
P2
3N
E
土
師
器

変
形
土
器

(1
52
)

口
縁
部
ν
4
山
陰
系
、
日
縁
帯
下
端
に
断
面
三
角
形
状
の
鋭
い
稜
を
も
つ
、
胴
部
内
外
面
ハ
ケ
ロ
褐
灰
色

古
墳

46
0
R1
03
6

第
3面
SD
26
8
P2
6N
ヽ
V
土
師
器

羹
形
土
器
〈1
66
)

日
縁
部
1/
4
山
陰
系
、
口
縁
帯
下
端
に
断
面
三
角
形
状
の
鋭
い
稜
を
も
つ
、
胴
部
外
面
ハ
ケ
ロ
、

内
面
ヘ
ラ
削
り

に
ぶ
い
黄
橙
色

古
墳

R1
00
0

第
3面
SD
26
8
P2
7‐
SE
土
師
器

養
形
土
器

(1
72
)

口
縁
部
1/
4
山
陰
系
、
日
縁
帯
下
端
に
断
面
三
角
形
状
の
鋭
い
稜
を
も
つ
、
胴
部
外
面
ハ
ケ
ロ
、

内
面
ヘ
ラ
肖
Jり

に
が
い
黄
橙
色

古
墳

R1
08
7

第
3面
SD
26
8
P2
5‐
Sヽ
V
土
師
器

養
形
土
器

(1
46
1

回
～
胴
部
ツ
4
能
登
形
、
日
唇
部
を
つ
ま
み
上
げ
狭
い
口
縁
帯
を
つ
く
る
、
胴
部
内
外
面
ハ
ケ
ロ
に
ぶ
い
黄
橙
色

古
墳

第
3面
SD
26
8
P2
5■
可E
土
師
器

甕
形
土
器

(1
68
1

口
～
胴
部
1/
3
能
登
形
、
日
唇
部
を
つ
ま
み
上
げ
狭
い
口
縁
帯
を
つ
く
る
、
胴
部
内
外
面
ハ
ケ
ロ
明
赤
褐
色

吉
墳

46
4
R1
08
7

第
3面
SD
26
8
P2
5S
ヽ
T
土
師
器

甕
形
土
器

回
縁
部
2/
3
能
登
形
、
日
唇
部
を
つ
ま
み
上
げ
狭
い
口
縁
帯
を
つ
く
る
、
胴
部
内
外
面
ハ
ケ
ロ
に
ぶ
い
責
橙
色

古
墳

46
5

R1
04
0

第
3面
SD
26
8
P2
8N
E
土
師
器

菱
形
土
器

(1
61
1)

口
縁
部
1/
6
能
登
形
、
日
唇
部
を
つ
ま
み
上
げ
狭
い
口
縁
稀
を
つ
く
る
、
胴
部
内
外
面
ハ
ケ
ロ
に
ぶ
い
橙
色

古
墳

46
6

R1
00
0

第
3面
SD
26
8
P2
7‐
SE
土
師
器

養
形
土
器

(1
70
)

回
縁
部
1/
12
能
登
形
、
日
唇
部
を
つ
ま
み
上
げ
狭
い
口
縁
帯
を
つ
く
る

橙
色

古
墳

R5
65

第
3面
SD
26
8

土
師
器

葵
形
土
器

19
4

日
縁
部
1/
3
能
登
形
、
日
唇
部
を
面
取
り
す
る
、
胴
部
内
面
ヘ
ラ
削
り

に
ぶ
い
黄
橙
色

古
墳

R9
84

第
3面
SD
26
8
P2
6N
ヽ
V
土
師
器

甕
形
土
器

(1
84
1

口
縁
部
1/
4
能
登
形
、
日
唇
部
を
面
取
り
す
る

橙
色

古
墳

46
9
R8
64
 9
73

第
3面
SD
26
8
P2
3 
NW
V
土
師
器

変
形
土
器

19
4

口
～
胴
部
1/
4
「
く
」
の
字
口
縁
、
口
唇
部
は
丸
く
お
さ
め
る

橙
色

古
墳

R6
97

第
3面
SD
26
8
02
6G
W
土
師
器

整
形
土
器

口
縁
部
1/
6
「
く
」
の
字
口
縁
、
頸
部
は
緩
く
屈
曲
す
る
、
日
唇
部
に
連
続
指
押
さ
え
を
施
す
、

内
外
面
ハ
ケ
ロ
、
近
江
系
(長
浜
甕
)カ

に
ぶ
い
黄
橙
色

古
墳

47
1

R1
03
6

第
3面
SD
26
8
P2
6N
W
土
師
器

甕
形
土
器

(1
66
)

口
～
胴
部
ツ
4
「
く
Jの
字
日
縁
、
顕
部
は
緩
く
届
出
す
る
、
口
唇
部
に
連
続
指
押
さ
え
を
施
す
、

内
外
面
ハ
ケ
ロ
、
近
江
系
(長
浜
羹
)カ

に
ぶ
い
黄
褐
色

古
墳

54
47
2
R1
00
0

第
3面
SD
26
8
P2
7‐
SE
土
師
器
高
杯
形
土
器
〈2
88
1

杯
部
1/
3
大
形
品
、
杯
部
下
半
に
稜
を
有
し
、
日
縁
部
は
外
反
し
て
大
き
く
開
く

橙
色

古
墳

47
3

R8
31

第
3面
SD
26
8
02
4 
SE
土
師
器
高
杯
形
土
器

杯
～
脚
都
片
大
形
品
、
杯
部
下
半
に
稜
を
有
す
る

古
墳

47
4

R1
04
3

第
3面
SD
26
8
N2
>S
W
土
師
器
高
杯
形
土
器
(1
48
1

杯
～
脚
部
1/
4
杯
部
は
途
中
で
屈
曲
し
て
開
く
、
脚
部
は
細
長
彰

に
ぶ
い
橙
色

古
墳

54
R9
02

第
3面
SD
26
8
P2
3S
W
土
師
器
高
杯
形
土
器

脚
部
片

脚
部
は
細
長
く
、
裾
部
で
屈
曲
外
反
す
る
、
脚
部
内
面
横
位
ヘ
ラ
削
り

灰
白
色

古
墳
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図 面

図 版
物 号

遺 番
R番
号

検
出
面
構 号

遺 番
土 琶

出 位
種
刀
U

器
種

口
径

(長
さ
)

睫 ｍ
器
高
厚
さ
)

白
さ
 (
g)

遺
存
率

成
 
整
形
、
技
法
等
の
特
徴

色
調

種 材

樹 石
時
期
・
備
考

47
6

R9
46

第
3面
SD
26
8
P2
4‐
SW

土
師
器
高
杯
形
土
器

脚
部
片

脚
部
は
や
や
「
ハ
Jの
字
状
に
開
き
、
裾
部
で
屈
曲
外
反
す
る

橙
色

古
墳

4η
R1
01
5

第
3面
SD
26
8
02
8‐
SE
土
師
器
高
杯
形
土
器

杯
～
脚
部
片
脚
部
は
細
く
、
裾
部
で
屈
曲
外
反
す
る

に
ぶ
い
橙
色

古
墳

47
8
R9
04
 8
35

第
3面
SD
26
8
P2
3N
E
土
師
器
高
杯
形
土
器

(1
30
)

脚
部
片

脚
部
は
「
ハ
」
の
字
状
に
開
き
、
裾
部
で
屈
曲
外
反
す
る
、
脚
部
外
面
縦
位
ヘ
ラ
削

り
、
内
面
横
位
ヘ
ラ
削
り
、
赤
彩
、

に
ぶ
い
栓
色

古
墳

47
9

R9
81

第
3面
SD
26
8
P2
5N
E
土
師
器
高
杯
形
土
器

脚
都
片

脚
部
は
「
ハ
」
の
字
状
に
開
く
、
脚
部
外
面
縦
位
ヘ
ラ
磨
き
、
内
面
下
半
ハ
ケ
ロ
、

中
位
に
円
孔
あ
り

灰
自
色

古
墳

48
0
R9
09

第
3面
SD
26
8
P2
7‐
SE
土
師
器

鉢
形
土
器

(1
20
1

(4
41

1/
3

上
げ
底
状
と
な
る
平
底
を
も
ち
、
体
部
は
「
ハ
」
の
字
状
に
開
く
、
日
縁
部
は
折
り

返
し
て
有
段
日
縁
状
を
呈
す
る
、
体
部
外
面
ハ
ケ
ロ
、
内
面
ナ
デ

橙
色

古
墳

R9
59

第
3面
SD
26
8
02
5る
E
土
師
器

鉢
形
土
器

(1
6η

1/
6

体
部
は
「
ハ
」
の
字
状
に
開
き
、
日
縁
部
は
内
側
へ
僅
か
に
「
く
」
の
字
状
に
屈
曲

す
る
、
体
部
内
外
面
ハ
ケ
ロ

に
ぶ
い
黄
橙
色

古
墳

48
2

第
3面
SD
26
8
02
6-
Sヽ
V
土
師
器
有
孔
鉢
形
土
器

底
部

底
部
に
小
孔
を
1箇
所
穿
つ

に
ぶ
い
黄
栓
色

古
墳

R5
66

第
3面
SD
26
8

土
師
器

甑
形
土
器

12
24
1

回
縁
部
1れ

器
高
が
高
い
長
胴
の
形
態
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
、
内
外
面
粗
い
ハ
ケ
ロ

に
ぶ
い
橙
色

古
墳

48
4

R8
72

第
3面
SD
26
8
P2
4N
W
土
師
器

騒
形
上
器

把
手
部

角
状
把
手

に
ぶ
い
橙
色

古
墳

R1
00
0

第
3面
SD
26
8
P2
「
SE
土
師
器
椀
形
上
器

(1
36
)

40
1/
4

九
底
の
底
部
に
浅
い
体
部
を
も
ち
、
口
縁
部
は
内
湾
気
味
に
短
く
直
立
す
る
、
底
部

外
面
中
央
に
は
高
杯
と
同
じ
出
膳
状
の
突
起
が
付
く
、
内
外
面
ナ
デ
、
底
都
ヘ
ラ
削

り
、
製
作
時
に
高
杯
か
ら
転
用
し
た
も
の
カ

赤
褐
色

古
墳

第
3面
SD
26
8
02
8‐
SE
土
師
器

小
型
土
器

胴
部
3/
4
壷
形
、
平
底
気
味
の
底
部
に
球
形
の
体
部
を
も
つ

浅
黄
橙
色

古
墳

47
R1
03
6

第
3面
SD
26
8
P2
6N
W
土
師
器

小
型
土
器

(9
61

口
～
胴
部
1/
4
甕
形
、
顕
部
で
「
く
」
の
字
に
屈
曲
し
て
口
縁
部
は
短
く
外
反
す
る
、
体
部
外
面
縦

位
ヘ
ラ
削
り
、
内
面
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐
色

古
墳

R9
99
・
10
18
第
3面
SD
26
8
02
7 
SW
P2
4S
E
土
師
器
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
君

4/
5

コ
ッ
プ
状
の
器
形
を
呈
す
る
、
手
づ
く
ね
成
形
、
内
外
面
輪
積
痕

に
ぶ
い
橙
色

古
墳

第
3面
SD
26
8
02
,S
ヽ
V
須
恵
器

杯
丸
底
、
た
ち
あ
が
り
を
欠
く
、
底
部
粗
い
回
転
ヘ
ラ
削
り
、
板
状
症
痕

灰
色

49
0
R9
92
 9
96
・
99
7

10
00
  
10
16

第
3面
SD
26
8

02
7 
SE

02
7頭
W

02
8 
SE
02
3S
W

P2
4S
E

須
恵
器

無
台
杯

2/
3

平
底
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
後
周
縁
部
ナ
デ

灰
白
色

49
1

R8
η
Э

第
3面
SD
26
8
P2
3‐
SW
V
須
恵
器

無
台
杯

(1
34
1

18
tl
l

34
平
底
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
後
周
縁
部
ナ
デ

灰
自
色

49
2

R1
02
7

第
3面
SD
26
8
P2
4N
E
須
恵
器

有
台
杯

体
～
底
部
1/
4
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
部
は
内
端
接
地

灰
自
色

49
3

第
3面
SD
26
8
02
5S
W
須
恵
器

杯
蓋

12
6

日
縁
部
1カ
欠
損
口
縁
端
部
は
短
く
折
れ
る
、
扁
平
な
緩
宝
珠
状
摘
ま
み
、
天
丼
部
回
転
ヘ
ラ
肖
1り
後

ナ
デ

灰
色

49
4

第
3面
SD
26
8
02
8 
NW
須
恵
器

杯
蓋

(1
34
1

1/
4

日
縁
端
部
は
短
く
折
れ
る
、
天
丼
部
回
転
ヘ
ラ
削
り
、
内
面
に
僅
か
な
摩
耗
と
墨
痕

あ
り
、
転
用
硯
カ

灰
色

49
5

R1
04
5

第
3面
SD
26
8
02
8S
ヽ
V
須
恵
器

杯
蓋

(1
44
1

1/
4

口
縁
端
部
は
短
く
折
れ
る
、
扁
平
な
擬
宝
珠
状
摘
ま
み
、
天
丼
部
回
転
ヘ
ラ
削
り
、

内
面
に
摩
耗
と
墨
痕
あ
り
、
転
用
硯
カ

灰
色

49
6
R8
m)
 8
72

第
3面
SD
26
8
P2
4N
ヽ
V
須
恵
器

高
杯

脚
部
片

脚
部
中
位
に
2条
一
組
の
凹
線
が
廻
る

灰
色

49
7
R5
17

第
3面
SD
26
8

須
恵
器

醒
体
部
ν
4
肩
部
に
2条
一
組
の
凹
線
が
廻
り
、
直
下
に
細
か
な
櫛
歯
波
状
文
を
施
文

灰
色

49
8

R5
45

第
3面
SD
26
8

須
恵
器

瓶
類

胴
部
片

肩
が
張
る
器
形
、
肩
部
に
凹
線
を
廻
ら
し
併
走
し
て
刻
み
目
列
を
施
文
す
る
、
体
部

外
面
カ
キ
ロ
、
内
面
ロ
ク
ロ
ナ
デ

灰
自
色

開
49
9
R1
02
7 
10
32
第
3面
SD
26
8
P2
4N
E

P2
5 
N�
V
須
恵
器

横
狼

(1
38
1
27
0
Z8

一
部
欠
損

片
面
聞
塞
、
胴
部
は
ロ
ク
ロ
ナ
デ
成
形
、
底
部
側
面
付
近
は
回
転
ヘ
ラ
削
り
、
聞
塞

後
、
胴
部
全
面
に
弱
い
カ
キ
ロ
を
施
す
、
日
縁
部
は
直
線
的
に
短
く
開
き
、
日
縁
部

直
下
に
2条
一
組
の
回
線
が
廻
る

灰
白
色
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図 面

図 版
物 号
遺 番

R番
号

検
出
面
穂 号

遺 番
土 置
出 位

種
男
」

器
種

口
径

(長
さ
)

睫 蛹
器
高

(厚
さ
)

遺
存
率

成
 
整
形
、
技
法
等
の
特
徴

色
調

種 材

樹 石
時
期
 
備
考

50
0
RB
64
・
8И
Э
第
3面
SD
26
8
P2
3N
W

P2
3‐
Sヽ
V
須
恵
器

横
瓶

閉
塞
側
面
部
片
胴
部
外
面
は
カ
キ
ロ
、
内
面
は
同
心
円
状
の
当
て
具
痕

灰
色

R8
64

第
3面
SD
26
8
P2
3頭
W
須
恵
器

横
瓶

底
部
側
面
部
片
胴
部
外
面
は
カ
キ
ロ
、
底
部
側
面
の
外
面
は
回
転
ヘ
ラ
削
り
、
内
面
は
ロ
ク
ロ
ナ
デ
暗
青
灰
色

50
2

R8
64
 8
65
 6
85

87
1 
 8
72
  
90
C

96
5 
 9
73

第
3面
SD
26
8

P2
3 
NE

P2
3頭
W

P2
3‐
SE

P2
4‐
NW

須
恵
器

霊
("
21

部
分
欠
損

丸
底
、
日
縁
部
は
「
く
J
の
字
状
に
外
反
し
て
開
き
、
日
唇
都
は
断
面
三
角
形
を
呈

し
て
下
方
へ
尖
る
、
胴
部
外
面
は
平
行
H「
き
の
後
カ
キ
ロ
、
内
面
は
2種
類
の
同
心

円
状
当
て
具
痕
が
み
え
る

灰
色

57
R8
63
 8
77
87
8

99
3 
 1
01
0

10
18

第
3面
SD
26
8

02
4S
E

02
7 
SE

02
″
Sヽ
V

P2
5N
W

P2
5N
E

須
恵
器

甕
(2
32
)

口
～
胴
部
片
外
面
平
行
叩
き
、
内
面
同
心
円
状
当
て
具
痕

灰
色

57
50
4
毬
77
 9
76
 1
03

10
33

第
3面
SD
26
8
P2
「
/N
ヽ
T
須
恵
器

型
口
～
胴
部
片
外
面
平
行
叩
き
、
内
面
同
心
円
状
当
て
具
痕

灰
自
色

50
5
R8
81
 9
02
 9
71
第
3面
SD
26
8
P2
2‐
SE

P2
3ぶ
W

P2
3G
W
須
恵
器

菱
口
縁
部
ツ
3
外
面
平
行
叩
き
、
内
面
同
心
円
状
当
て
具
痕

灰
色

50
6

R8
75

第
3面
SD
26
8
P2
4N
W
石
製
品

砥
石

(2
2)

(1
62
)

一
部
欠
損

正
 
両
側
 
下
面
の
4面
に
使
用
痕
あ
り

凝
灰
岩

50
7

R8
67

第
3面
SD
26
8
P2
3 
N�
V
自
然
石

薦
石
カ

23
0

完
形

細
長
い
自
然
石

石
英
斑
岩

50
8

R8
67

第
3面
SD
26
8
P2
3 
N�
V
自
然
石

薦
石
力

飽
完
形

細
長
い
自
然
石

花
闘
岩

50
9

R8
67

第
3面
SD
26
8
P2
3 
N�
V
自
然
石

薦
石
カ

完
形

細
長
い
自
然
石

石
英
斑
岩

R9
07

第
3面
SD
26
8
P2
5 
NE
木
製
品

割
り
材

67
完
形

両
端
鈍
状
工
兵
に
よ
る
切
断
痕

R9
07

第
3面
SD
26
8
P2
5 
NE
木
製
品

割
り
材

完
形

両
端
錠
状
工
具
に
よ
る
切
断
痕

57
R1
06
7

第
3面
SD
26
9

土
師
器

莞
形
土
器

口
縁
部
1れ
「
く
」
の
字
口
縁
、
顕
部
の
届
曲
は
緩
い
、
日
縁
端
部
は
細
く
お
さ
め
る

に
ぶ
い
黄
橙
色

古
墳

57
R1
06
7

第
3面
SD
26
9

土
師
器
高
杯
形
土
器

脚
部
片
脚
部
は
や
や
「
ハ
」
の
字
状
に
開
き
、
裾
部
で
屈
曲
外
反
す
る
、
裾
部
横
位
ヘ
ラ
磨

き
に
ぶ
い
黄
橙
色

古
墳

開
57

R1
06
7

第
3面
SD
2ω

土
師
器

鉢
形
土
器

口
～
体
部
ν
8
丸
底
と
な
る
深
い
体
部
を
も
ち
、
口
縁
部
は
僅
か
に
「
く
」
の
字
状
に
屈
曲
し
て
外

半
す
る
、
内
外
面
ハ
ケ
ロ
、
外
面
の
一
部
に
ヘ
ラ
磨
き
を
施
す

橙
色

古
墳

R1
06
7

第
3面
SD
26
9

土
師
器
有
子
し
鉢
形
土
器
16
7

ll
1 
6

砲
弾
状
の
体
部
を
も
ち
、
口
縁
端
部
は
細
く
お
さ
め
る
、
底
部
に
小
孔
(1
4×

16
cm
)を
穿
つ
、
体
部
外
面
ナ
デ
、
内
面
上
半
ハ
ケ
ロ
、
下
半
粗
い
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙
色

古
墳

R1
06
7

第
3面
SD
26
9

±
1市
器

小
型
土
器

鉢
形
、
丸
み
を
帯
び
た
平
底
を
も
ち
、
体
部
は
内
湾
気
味
に
開
く

に
ぶ
い
黄
栓
色

古
墳

R7
89

第
2包
W1
2N
W
縄
文
上
器
深
鉢
形
土
器

胴
部
片

単
節
縄
文
を
施
文
す
る

橙
色

縄
文

R7
60

第
2包
U1
5 
SE
土
師
器

菱
形
土
器

日
～
胴
部
1/
3
「
く
Jの
字
口
縁
、
口
縁
部
は
外
反
し
て
開
き
、
端
部
は
方
頭
状
に
お
さ
め
る
、
胴

部
外
面
ハ
ケ
ロ

橙
色

古
墳

R8
47

第
2包
U1
5 
SE
土
師
器

壷
形
土
器

口
～
胴
部

有
段
回
縁
、
日
縁
帯
は
ヨ
コ
ナ
デ

橙
色

古
墳

52
0

R8
49

第
2包
M2
9も
W
土
師
器

壷
形
土
器

口
縁
部

回
唇
都
を
つ
ま
み
上
げ
て
面
取
り
す
る

橙
色

古
墳

R9
27

第
2包
」3
3 
SW
土
師
器

壷
形
土
器

(1
32
)

口
～
胴
部
1/
4
「
く
」
の
字
口
縁
、
日
縁
部
は
直
立
気
味
に
開
く
、
胴
部
外
面
ハ
ケ
ロ
、
内
面
ナ
デ

輪
積
痕

浅
黄
橙
色

古
墳

52
2

R7
74

第
2包
V1
4S
W
土
師
器

壺
形
土
器

底
部

底
部
外
面
を
含
め
全
面
に
ハ
ケ
ロ

浅
黄
橙
色

古
墳

52
3
R1
06
2

第
2包
V1
3N
E
土
師
器

壼
形
土
器

一
部
欠
損

直
口
壺
、
丸
底
の
底
部
に
球
形
の
体
部
を
も
つ
、
体
部
外
面
上
半
ナ
デ
、
下
半
ヘ
ラ

削
り
、
内
面
ナ
デ

橙
色

古
墳
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図 面
図 版
物 号
遺 番

R番
号

検
出
面
穂 号

遺 番
土 置

出 位
種
 
房
」

器
 
種

口
径
(長
さ
)

離 ｍ
器
高

0軍
さ
)

雹
さ
(g
)

逮
存
率

成
 
整
形
、
技
法
等
の
特
徴

色
調

種 材
樹 石

時
期
 
備
考

開
R7
87

第
2包
V1
5 
NE
土
師
器
高
杯
形
土
器

脚
部
片
脚
部
は
「
ハ
」
の
字
状
に
大
き
く
開
く

橙
色

古
墳

R8
56

第
2包
N2
9N
W
土
師
器
高
杯
形
土
器

脚
部
片
脚
部
は
「
ハ
」
の
字
状
に
開
き
、
裾
部
で
屈
曲
外
反
す
る

橙
色

古
墳

R8
54

第
2包
N2
3S
E
土
師
器
高
杯
形
土
器

(1
14
)

脚
部
片
脚
部
は
「
ハ
」
の
字
状
に
開
き
、
裾
部
で
屈
曲
外
反
す
る

橙
色

古
墳

R8
56

第
2包
N2
9N
ヽ
V
土
師
器
高
杯
形
土
器

(1
00
)

脚
部
片
脚
部
は
「
ハ
」
の
字
状
に
開
き
、
裾
部
で
緩
く
外
反
す
る

に
ぶ
い
橙
色

古
墳

52
8

R7
85

第
2包
V1
3N
E
土
師
器
高
杯
形
土
器

脚
部
片

脚
部
は
や
や
膨
ら
み
を
も
つ

に
ぶ
い
橙
色

古
墳

59
52
9

R8
56

第
2包
N2
9 
NI
V
土
師
器

椀
形
土
器

一
部
欠
損
浅
い
椀
形
の
体
部
を
も
ち
、
日
縁
端
部
は
細
く
お
さ
め
る
、
器
肉
の
厚
み
が
一
定
せ

ず
、
特
に
内
面
は
指
ナ
デ
に
よ
る
粗
い
整
形
と
な
る

橙
色

古
墳

59
53
0

R7
81

第
2包
T1
7t
SW
土
師
器

椀
形
土
器
(1
30
)

体
部
1/
4
浅
い
椀
形
の
体
部
を
も
ち
、
回
縁
部
端
部
は
僅
か
に
外
反
す
る
、
日
縁
部
外
面
ヨ
コ

ナ
デ
、
体
部
外
面
横
位
ヘ
ラ
削
り
、
内
面
黒
色
処
理

橙
色

古
墳

59
粥
1
R1
06
3

第
2包
V1
5頭
W
土
師
器

小
型
土
器

26
ヽ 彩
形 赤
平
底
気
味
の
底
部
に
球
形
の
体
部
を
も
つ
、
体
部
外
面
ハ
ケ
ロ
、
内
面
ナ
デ
浅
黄
橙
色

古
墳

53
2

R8
42

第
2包

L3
1‐
SW
土
師
器

小
型
土
器

23
口
縁
部
欠
損
霊
形
、
平
底
気
味
の
底
部
に
球
形
の
体
部
を
も
つ
、
体
部
外
面
上
半
ハ
ケ
ロ
、
下
半

蓑
位
ヘ
ラ
削
り
、
内
面
上
半
ナ
デ
 
輪
積
痕
、
下
半
ハ
ケ
ロ

に
ぶ
い
橙
色

古
墳

53
3

R8
45

第
2包

1ヽ2
8‐
SE
須
恵
器

杯
(1
06
1

丸
底
、
た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
て
短
く
伸
び
る

灰
色

的
53
4

R8
51

第
2包
N2
8N
ヽ
V
須
恵
器

無
台
杯

90
平
底
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
後
周
縁
部
ナ
デ

灰
白
色

53
5

R8
40

第
2包
し
31
1 
SE
須
恵
器

有
台
杯

底
部
片

底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
部
は
内
端
接
地

灰
色

53
6

R7
77

第
2包
V1
6N
ヽ
V
須
恵
器

有
台
杯

(1
16
)
70

底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
部
は
外
端
接
地

灰
色

53
7
R1
06
0

第
2包
U1
7G
W
須
恵
器

有
台
杯

(1
42
)

(8
01

大
振
り
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
部
は
内
端
接
地

灰
色

59
53
8

R7
77

第
2包
V1
6N
W
須
恵
器

杯
蓋

31
一
部
欠
損

日
縁
端
部
は
短
く
折
れ
る
、
扁
平
な
擬
宝
珠
状
摘
ま
み
、
天
丼
部
回
転
ヘ
ラ
削
り

灰
色

60
R6
98

第
2包
K3
3 
NE
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
60
、
最
大
径
43
、
孔
径
16

(7
31

一
部
欠
損

断
面
樽
形
を
呈
す
る

灰
白
色

60
R9
38

第
2包
02
6弓
E
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
5つ
、
最
大
径
5
孔
径
18

13
4

完
形

断
面
樽
形
を
呈
す
る

灰
白
色

60
R9
38

第
2包
02
6る
E
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
58
、
最
大
径
4ユ
、
孔
径
16

ほ
ぼ
完
形

断
面
樽
形
を
呈
す
る

浅
黄
橙
色

60
R6
98

第
2包
K3
3 
NE
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
52
、
最
大
径
45
、
孔
径
16

10
0

ほ
ぼ
完
形

断
面
樽
形
を
呈
す
る

浅
黄
橙
色

60
R9
32

第
2包
03
6 
SE
土
製
品
管
状
土
錘
長
さ
4B
、
最
大
径
46
、
孔
径
16

完
形

土
玉
状
を
呈
す
る

灰
白
色

60
54
4

R8
FD
2

第
2包

N2
8‐
NE
石
製
品

子
持
勾
玉
76
1

(4
6)

15
一
部
欠
損

親
勾
玉
の
断
面
形
は
扁
平
と
な
る

滑
石

古
墳

60
R3
88

第
2包
P2
4N
WV
自
然
石

薦
石
カ

48
完
形

細
長
い
自
然
石

石
英
斑
岩

R8
88

第
2包
P2
4N
WV
自
然
石

薦
石
カ

46
42
4

完
形

細
長
い
自
然
石

石
英
斑
岩
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A L=1640m

SK102
1.灰黄褐色砂質土 炭化物φ2～ 3mm中量。

▲L=1ヅOm

SK105
1.黒褐色粘質土 炭化物φ20～30mm多量。
明黄褐色砂質土ブロックφ5～ 10mm多 量。
2.黒褐色粘質土 炭化物φ10～20mm多量。

土坑SK106

ネ
=

土坑SK107

A L=1600m

SK107
1.褐色砂質土 黒色粘質土プロックφ100～ 150mm少量。
2.黒色粘質土 え化物φ2～ 3mm中量。灰黄褐色砂質土少量。
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3.灰責褐色砂質土
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A L=1600m

SK108
1.黒褐色粘質土
2.黒褐色粘質土

A  L=1610m

灰黄褐色砂質土中量。

SK109
1.陪褐色砂質土
2.黒褐色粘質土 え化物φlmm少 |

3.黒褐色粘質土 褐灰色砂質土ブロ
N

SP906
1.黒褐色土
2.黒褐色粘質土
&岳
蟹名哲辱著土多量。

土坑SK109竜
|

♀                  1140                  2千
n

N

キ
/1ヽ ヒfッ トSP906

L=1600m

土坑SK108・ 109実測図、小ピットSP9∝～907実測図 縮尺 1///40、  1///20



道路SF701
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日
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小ピットSP9o8。 909実測図、道路SF701実測図 縮尺 1///20、  1ノ//80
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A L=1650m

斡

盈 助

SF701
1.黒褐色粘質土
炭化物φ2～ 3mm少量。にぶい黄橙色砂質土少量。
2.黒褐色土
にぶい黄橙色砂質土が薄く堆積し互層をなす。

AL=16.10m
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掘立柱建物SB401実測図、柵列SA601実測図 縮尺 1/60



生 L=1560m

ユ L=1560m

Li15 60m

■ L=1560m

SD243・ 246

L=15,60m
1

SD243・ 246

】:長蟹名t・砂質上 鰭摺雹暮嘗皇鋏畳ナ中
量。炭化物φ2～ 3mm微量。

3.黒褐色土    褐灰色砂質土少量。
::量帽色坐質炭黄褐低δ督三寡畳P質

土中量。炭化物φ2～ 3mm微量。
6.黒褐色土 にぶい黄橙色砂質土少量。

Ｅ
一

SD243 SD246
HL=1560m
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図
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掘立柱建物SB401実測図、柵列SA601実測図 縮尺 1/60
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FL=1620m

1.黒色粘質土
2.黒褐色土

SB404 P21
1.黒褐色土 炭化物φ2～5mm少量。
明黄褐色砂質土プロックψ30～50mm多量。
2.黒褐色粘質土
3.にぶい黄橙色砂質土 黒褐色粘質土多量。
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AL=1730m

SK101
1.黒褐色土   明黄褐色砂質土プロックφ5～ 10mm多量。
2.褐灰色砂質土 災化物φ 2～ 3mm少量。

土坑SKl10   百1

AL=1560m

SKl10
1.褐色砂質土
2.黒褐色粘質土 腐植土多量。
3.黒褐色粘質土
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1.黒色粘質土
2.黒色土
3.黒色粘質土
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土坑SKl13 鴻
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AL=16.10m

SKl13
1.黒褐色土   炭化物φ2～ 3mm少量。明褐色砂質土中量。
2.黒褐色粘質上 にぶい黄褐色砂質土少量。
3.黒色粘質土

0                   1/40                 2コ n
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土坑SK101・ 103・ 110・ 113実淑1図 縮尺 1/40
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土坑SK104

AL=1620m

AL=1620m

B L=1620m

SK104
1.暗褐色土 にぶい黄橙色砂質土中量。炭化物φ5～20mm中量。
2.に ぶい黄橙色砂質土 炭化物φ5～ 10mm中 量。
3.黒色土  植物遺体や灰を多く含む。箸状木製品を中心に多量の遺物が出土。
4.腐植質  植物遺体が密集して堆積する。

5。 褐灰色土
6.褐灰色土
7.褐灰色土
8.褐灰色土 褐灰色砂質土少量。
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土坑SKl14

A L=1610m

SKl14
1 黒褐色土   炭化物φ 2～ 6mm少量。にぶい黄橙色砂質土プロック多量。
2 黒褐色粘質土 炭化物 φ 2～ 5mm少量。褐灰色砂質土中量。
3 黒色粘質土  褐灰色砂質土中量。
4 褐灰色砂質土 黒色粘質土少量。
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A L=1570m

SKl15
1 黒褐色土
2 黒色粘質土
3 灰黄褐色砂質土

ユニ1売SKl18

AL=1480m

にぶい責橙色砂質土中量。戊化物ゆ 2～ 3mm少量。
にぶい黄橙色砂質土少量。炭化物ゆ 1～ 2mm少量。
黒色粘質土少量。
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SKl16
1.黒褐色粘質土
粥黄褐色砂質土ブロック

ゆ30～60mm多量。
愛化物ゅ 3～ 4mm少量。
2.黒色粘質土

土)売SKl17

A L=1480m

Ｎ
′
β
＼
＋
―
―

SKl18
1 黒褐色粘質土 褐色砂質土少量。炭化物φ 2～ 3mm少畳。
2.黒褐色粘質上 にぶい黄橙色砂質土中量。炭化物φ 2～ 3mm少量。
3.にぶい黄橙色砂質土 黒褐色粘質土少量。
4.黒色粘質土
5.にぶい黄橙色砂質土

土坑SK122
″
／

ｒ
一

いヽ
　

　

　

窮

出ヾ＝白
Щ生L=148評

SKl17
1 褐灰色砂質土 明褐色砂質土
ブロツクφ30～40mm多量。

1.黒褐色土 炭化物ゅ 2～ 3mm微量。
褐灰色砂質土少量。

0                 1/40                2m

①

土坑SKl14～ 118・ 122実測図 縮尺 1/40



図
面

一
八
　
逹退
構
実
測
図

256(R792-8)

蠅

―

Z

エ

土坑SK123

生 L=1680m

AL=1560m       二

SP923
1.黒褐色±
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ヤ
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A L=15_50m BL=1550m

土坑SK121

生 L=1490m

SK12ユ

1.黒色粘質土   にぶい黄橙色砂質土多量。え化物ゆ2～ 3mm少量。
2.黒褐色粘質上 にぶい責橙色砂質土多量。炭化物φl～ 2mm少量。
3.にぶい黄橙色砂質土 黒褐色粘質土少量。明黄褐色砂質土ブロックφ30～40少量。

263(R955)

謝

ピ
2破89く

にぶい黄橙色砂質土少量。
にぶい黄栓色砂質土多量。
にぶい黄橙色砂質土少量。
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255(R792-9)
258(R792-4)
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257(R792-2)

SKl19
1.黒褐色粘質土
2.黒褐色粘質土
3.黒色粘質土
4.黒色粘質土
5.黒褐色粘質土
SD246
6.黒褐色粘質土
SD404-P25
7.黒褐色土 戻化物φ2～ 5mm少量。
明責褐色砂質土ブロックφ30～50mm多 量。

SK123
1.黒褐色土 砂中量。

AL=1520m      ▲

SP925
1.黒褐色上

1/20                1m

AL=1680m   frll

SK124
1.黒褐色土 砂中量。
礫φl～ 2mm中量。
2.黒色粘質土

0                 1/40                2m

土坑SKl19。 121・ 123・ 124実測図、小ピットSP923・ 925実測図 縮尺 1/20、 1/40
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A  L=1650m

C  L=1650m

SD223
1,黒褐色土
2.黒褐色粘質土
3.黒褐色粘質土
4.黒褐色粘質土
5.黒褐色粘質土
6.褐灰色土
7.黒色粘質上

正≧ L=16 50na

1.黒褐色粘質土
2.黒褐色粘質土
3.灰色砂質土
4.黒褐色土
5.黒褐色粘質土

にぶい黄橙色砂質土中量。
にぶい黄橙色砂質土少量。
黒褐色粘質土中量。
礫φ50～ 100mm少量。
明黄褐色砂質土ブロック

φ20～ 60mm多量。

灰黄褐色砂質土少量。
灰黄褐色砂質上が薄く堆積し互層をなす。
灰黄褐色砂質土少量。
灰黄褐色砂質土中量。
責褐色砂質土中量。
灰黄褐色砂質土多量。

SD203

蜂的
SD228
1.黒色土   炭化物φ2～ 3mm少量。灰黄褐色砂質土中量。
SD231
1.黒褐色粘質土 炭化物φ2～ 3mm少量。
2.黒褐色土 灰黄褐色砂質土少量。

H L=1600m

SD241
1.黒色粘質土 褐灰色砂質上が薄く堆積し互層をなす。
SD242
1.黒褐色土
2.黒色粘質土
3.黒褐色土  礫ψ20～60mm少量。にぶい黄橙色砂質土少量。

E L=1600m SD228  亘

SD224
1.黒褐色土  明褐色砂質土中量。
2.黒褐色粘質土
3.褐灰色上  明掲色砂質土多量。
SD228
1.黒色土   炭化物φ2～ 3mm少量。

灰黄褐色粘質土中量。

J L=15 90Hl       J′

SD248
1.黒褐色土
灰黄褐色砂質土中量。

SD241
1.黒褐色土  灰黄褐色砂質上が薄く堆積し互層をなす。
2.にぶい黄橙色砂質土
3.黒色粘質土
4.にぶい黄褐色砂質土
5.黒色粘質土 褐灰色砂質土が薄く堆積し互層をなす。

0                   1/40                 2■ n

L=1600m  SD224

L=1600m

縮尺 1/40



三生L=1490m

SD261
1.黒褐色土   にぶい黄橙色砂質土少量。
2.橙色砂質土  黒褐色粘質土少量。
3.黒褐色粘質上 にぶい責橙色砂質土少量。

L=1490m N L=1480m�【
′

SD265

図
面
二

一　

江逗
構
実
測
図

クSD265
1.橙色砂質土

SD250
1.黒褐色粘質上 にぶい黄橙色砂質土ブロッ
φ30～ 60mm少量。礫φ50～100mm少量。
2.黒褐色粘質土
3.褐灰色土

σ
一

PL=15411m

⊆ L=1540m

SD225
1 褐灰色粘質土 炭化物φ 3～ 5mm少量。灰黄褐色砂土中量。
2 褐灰色粘質土 橙色砂質プロックφ50～ 100mm多量。灰黄褐色砂質土少量。
3 黒褐色粘質土 炭化物 ゅ 1～ 2mm少量。にぶい責橙色砂質土中量。
4 黒褐色粘質土
5.黒掲色粘質土 にぶい黄橙色砂質土多量。
6.黒褐色粘質土 炭化物ゆ 5～10mm微量。にぶい責橙色砂質土少量。
7.黒褐色粘質土 にぶい黄橙色砂質上が薄 く堆積 し互層をなす。
8.褐灰色粘質土 炭化物φ 2～ 3 rOrn微量。にぶい黄橙色砂質土多量。
9.に ぶい黄栓色砂質土
10 黒色粘質土  灰色砂質ブロックゅ20～ 60mm多 量。礫 φ 3～ 6mm少量。

SD244
1.黒褐色粘質土 灰黄褐色砂質土中量。
2.黒色粘質土  褐灰色砂質土少量。
3.黒色粘質土  灰黄褐色砂が薄く堆積し互層をなす。

浅黄橙色砂質土ブロックφ20～ 30mm少量。

溝SD225。 250・ 261・ 265実測図、自然流路 SD244実測図

炭化物ゅ 3～ 4mm微量。褐灰色砂質土少量。
灰色砂質土中量。

黒色粘質土少量。

礫 φ 5～ 6mm多量。灰オリーブ色砂質土多量。
灰黄褐色砂質土多量。

褐灰色砂質土多量。

灰黄褐色砂質土少量。
灰黄褐色砂質土多量。

σ
一

11 褐灰色粘質土
12 黒色粘質土
13 灰色砂質土
14.灰色砂質土
15.黒褐色粘質土
16.黒色粘質土
17.黒褐色粘質土
18 黒色粘質上
19 黒色粘質土
20 灰色砂質土

SB402-Pl
l.黒褐色土

0                   1/40                 2m
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SD225

SD225

縮尺 1/40
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A L=180m

1.暗青灰色シルト
2.暗青灰色シルト 明青灰色シルトブロックψ50～80mm多量。
3.暗青灰色シルト

土坑SK

A

望二 L=18_411m SK125
1.褐灰色粘質土 責褐色粘質土ブロックφ10～30mm少量。

井戸SE501

縮尺 1/40井戸SE501実測図、土坑SK125実測図
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L=2040m      塾二

SD269
①      ① 盛土

② 暗褐色砂質土 礫φ10～20mm少量。炭化物少量。※表土層。
③ 黄褐色砂質土 礫φ10～20mm少量。炭化物少量。
④ 黒褐色砂質土 礫φ10～20mm少量。炭化物少量。※第1包含層。
⑤ 暗褐色砂質土 礫φ10～20mm少量。炭化物中量。※第2包含層。
1.黄褐色砂質土 炭化物φ10～ 20mm少量。

0          1/60          2m

縮尺 1/60自然流路SD268実 測図、溝SD269実測図



掘立オ主建物SB403(5～ 10)溝SD213(1)

6(R822)

村種 :スギ

図
面
二
七
　
遺
物
実
測
図

10(R923)

樹種:スギ

塁
0            1/3          10crn

l～ 5

0           1/6         20cm

4(R692)

6～ 10卜¬げrす司げ十一―――一引

溝SD213、 掘立柱建物SB401、 掘立柱建物SB403



図
面
二
八
　
逹逗
物
実
測
図

0            1/3          10cm
12～ 18

■、D～別       m

(R892)

一

耐

日

日

日

日

□

―勒
1     20(R913)

掘立柱建物SB403、 掘立柱建物SB404



掘立桂建物SB404(22～ 31)

|

26(R916)

萎

篠 謝

1     22(R891-2)         1         24(R893)

1  25(R894)

藝
劃
~

1     23(R914)

掘立柱建物SB404



図
面
三
〇
　
迫返
物
実
測
図

土坑SK103(35。 36)掘立柱建物SB404(32～ 34)

32(R917)

(R823)

樹種 :クリ

十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

や

＝

―――

――

＝

＝

叶

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

れ出加如”山山山山市“”“市中山‐‐．．‐‐‐．‐‐‐ｉ‐‐‐・・‐‐ｉｍｍｍｍｍｉ‐ｔｉｍｍｍｉ‐‐．ｍｍ山‐‐‐．‐‐‐・‐‐‐・‐‐‐・ｍｉ‐‐ｉ呻呻呻‐‐・‐山‐‐‐．‐‐‐・ｍｉ‐‐‐山中呻・‐‐．・‐‐，中中中中中“中中中中中中中中̈中山中̈̈
中山中中中中中中中中中中中呻呻呻中中中中中中中中中中中中中中中山�Ｈｉ‐．山山山・‐．剛

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一
　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

叶

‐‐

‐

９

つ

０

４４
呻

１

１ １

１ １

１ １１

１ １１

‐ ―Ｉ

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｈ

Ｉ ＩＩ

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｈ

Ｎ

Ｍ

Ｉ Ｉ Ｉ

＝

＝

一　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

，

１

１‐

卸

川

―――

＝

＝

Ⅲ

釧

――‐

Ⅲ

ＩＩ‐

Ⅲ

＝

一

‐‐‐

‐‐―

＝

、

９

り

０

４３

Ｒ２０９．

一　
　
　
　
　
一　　　　一　Ｍ″／
ＱＯ。４２］

件

Ⅷ

ＩＩＩ

鞘

・
――‐

―――

＝

剣

Ｒ

幻
μ

じ

胴

Ⅲ

仰

樵

円

＝

‐‐‐

Ⅲ

Ⅲ

‐‐‐

‐‐‐

‐――

削

山

‐ヽ
．Ⅷ

咄

性

‐‐

＝

Ⅲ

凪

酬

引

‐，

砒

十

Ц

Ｈ

Ｈ

Ц

も

「　

ｅ

ｓ

ｓ

４‐

］

　

　

　

蜘

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土

39(R209-177
・209-185)

醜 ノ
Ｋ

Ш
　
挑

４。
　
　
はＢ物建柱工立掘

36(R309'1075)



∴＝升‐‐‐‐‐‐‐‐脚―――汁‐‐‐‐‐‐‐‐‐――
・――‐．悼Ｍｗ
ｏＢ。５７即輯

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・６４

〔

＝

Ｎ

一
‐‐‐

‐‐‐

日

ｌｌ

日

日

・
―Ｉ

Ｈ

Ｉ‐‐

‐‐‐

―ｌ

ｔｌ

・

ｒ‐

刊

何

ｌｉ

ｖ

ｍ

口

ω

　

５６
叫

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・４‐

＝
＝
剣
―――
―――
―――
―――
刊
―――
――Ｉ
Ｈ
ｌｌ
Ｍ
瑚
＝
＝
ｏ
ｅ
ｅ
５５叫

＝

脚

＃

‐‐‐‐

‐‐‐―

―――Ｉ

Ⅲ

ＩＩＩＩ

非

‐‐‐

‐‐‐

酬

＝

汁

乱

札

Ｇ

ｅ

ｅ

ｓ４
呻

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

Ｒ

‐十

‐――

州

‐――

―――

‐――

イー‐

脚

――――

――――

問

―――

側

Ｍ

Ｗ

ｙ

一

〇

６

５３
け

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・６７

ａ
ｎ
ｗ
ｎ
脚
側
刷
Ⅲ

・
‐‐‥
川
Ⅲ
川
脚
‐ＩＩＩＩ
問
問
川
阿
‐ＩＩｎ
‐‐‐ＩＩ
脚
――――‐
‐‐‐ＩＩ
剤
‐‐‐Ｉ‐
凹
‐‐‐Ｂ
ＩＩＩＥ
阿
阿
阿
‐‐ＩＩ
ＩｕＥ
剛
ＩＩＩ
阿
Ⅲ
ＩＩＩ
Ⅲ

・
―ＩＲ
剤
Ｈ
＝
Ｗ
Ｗ
Ｖ

ｅ

Ｏ

０

５２

研

一　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

一

ｎ

帥

Ⅲ

ｌｌｌ

ｌｌｌｌ

脳

＝

Щ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅷ

側

―――

悧
ＩＩＴ
＝
＝

ｕ

ｅ

ａ

０

５‐

，９．

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

０

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

図
面
三

一　

遺
物
実
測
図

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐２０

１
１１
剤
―――
＝
―――
脚
・
――Ｉ
Ⅷ
ＩＩＩ
ＩＩＩ
ＩＩＩ
＝
―――
―――
到
＝
Ｂ
っ
。
６６研

冊

Ⅲ

順

― ― ―Ｉ

Ⅲ

Ｈ

脚

脂

Ⅷ

Ｉ Ｉ Ｉ

悧

― ― ―

― ― ―

Ｉ Ｉ Ｉ

．
― ― ―

― ‐ ‐

ｕ

。

つ

ｏ

６ ５

呻

一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礎

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・６６

ｎ
ｌｌｌ

・
―――

＝

―――

――――

――――

――Ｉ

Ⅷ

ＩＩＩＩ

ＩＩＩＩ

＝

１１

＝

―――

＝

ｖ

ｏ

ｓ

ｅ

６４
０９．

一　

　

　

　

　

　

　

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貶

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・３７

１

用

・

―― ＝

Ⅲ

ＩＩＩＩ

川

州

―― ―

―― ――

―― ――

＝

‐― Ｉ

Ⅲ

Ｉ ＩＩ

＝

Ⅲ

Ｗ

め

″

¢

６ ３

睡

一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

つ

ｏ

９

　

６２

］

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
努

ｍⅢＩＩＩＩＩＩⅢⅧ‐‐‐‐‐ＩⅢ‐ＩＩＩＶｌｌｌ‐‐ＭｌｌｌＩＩＩＩＩ
・‐ｌｌ‐‐‐‐‐―――‐―‐ＩＩ‐‐――‐―――‐‐――‐‐――‐Ｖ‐ＩＩ‐―――――‐剤ｌ‐Ｍ咄　。　。　ｓ６‐研

〔

＝

＝

＃

側

‐‐‐

側

‐‐

悧

斗

‐‐‐

‐‐

‐‐Ｉ

Ｈ

一

‐‐十

一
‐‐‐

剌

Ｖ

ａ

め

砂

６。

］

燐

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

ｎ
Ⅲ
ＩＩＩ
ＩＩＩ
ＩＩＩ
Ｈ
ＩＩＩ
ＩＩＩ
酬
旧
円
――Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
‐――
――Ｉ
Ｖ

ｓ
§
０
５９
陸

一　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｒ２

一　
　
　
　
　
　
　
　
十　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

，

汀

＝

脚

――――

＝

‐―――

悧

―――Ｉ

Ｍ

ＩＩＩ

Ⅲ

ＩＩＩ

ＩＩＩ

ＩＩＩ

Ⅲ

ＩＩＩ

＝

ｕ

⑤

ｓ

ｓ

５８

０９．

一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陣

ｅ

ｅ

ｅ

６７

０９．
Ｒ

土坑SK104(48～ 67)

D      。         。

0       。          つ
48          49            50
(R209-126)  (R209-100)    (R209-99)  (R209-

10crn

48-67 卜
~再 ~~T~~r~可 ~~十

― ― ― 一 ― 一 ― ― ― ― ― ― J

土坑SK104



図
面
三
二
　
遺
物
実
測
図

一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ｎ

ｌｌ

側

脚

―――

悧

―――

脚

＝

Ⅲ

ＩＩＩ

側

―――

―――

―――

＝

ｗ

ｏ

ｄ

０

　

７６

け

一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

〔

―――

―――

川

川

＝

―――

‐―Ｉ

Ⅲ

‐――――

――――

―――

酬

―――

＝

Ｖ

ｅ

Ｏ

ｏ

７５

０９．

一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

‐

川

＃

‐‐‐

問

‐‐‐‐

‐‐‐

升

‐‐‐‐

‐――Ｉ

Ⅲ

Ⅲ

脚

・
＝‐‐
．

＝

Ｖ

ｅ

ｅ

ｓ

７４

蜘

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

四

ｎ

ｌｌｉ

ｌｌｌｌ

酬

‐―――

――――

側

―――

削

――――

川

＝

脚

Ⅲ

鞘

ｖ

ｅ

ｓ

ｅ

７３

０９．

一
　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

に

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・９８

ｎ

＝

一

‐‐‐

＝

＝

‐‐―

＝

＝

Ⅷ

‐――

＝

＝

＝

・

――

――

＝

ｖ

９

９

，

７２

Ｒ２０９．

ｍ

Ⅲ

・

＝＝

．Ⅲ

＝

‐‐‐

‐‐‐

＝

ナ

‐‐

‐‐‐

‐‐‐

＝

‐‐‐

弥

＝

け

・

・

。

７‐

ｍ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐７５

ｎ

附

一
‐‐‐

‐‐‐

‐―――

――――

――――

――――

・
――――

‐‐‐‐

‐―――

―――Ｉ

Ⅲ

ＩＩＩＩ

・
―＝

Ⅲ

‐‐‐

Ｊ

ｅ

ｅ

ｅ

７０

研

ぐ６８． ８７＞

　

＝

・

‐‐十

一‐‐‐

‐‐――

―――

―――

升

酬

‐―‐

‐‐‐
川

―――

叶

Ｖ

。

・

。

６９

くＲ２。９．． ３７
＞

ＳＫ
　
　
　

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

勧

〔

Ⅲ

剤

――――

―――Ｉ

Ⅶ

ＩＩ

・
――

悧

―‐‐

‐‐‐

―――

剤

剛

脚

ｙ

。

Θ

。

６８
研

一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤

Ｒ

Ｉキ

ーー

ーー

ーー

ーーー

ーーー

ーーーー

ーーーー

ーーーー

ーーーー

�

Ｊ

ｏ

ｏ

０

８７

０９．

一
　
　
　
　
一
　

　

　

　

一
　
　
　
　
　
　
ω

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐２７

Л‐‐‐
一‐‐‐Ⅲ
‐――
――‐
――‐
Ⅷ
悧
――
側
―――
・―――‐‐‐
Ｕ
。
ｏ
ｍ
８６叫

＝

＝

下

＝

＝

‐―

千

Ｈ

Ｈ

‐―

＝

・
―‐
．
‐‐

廿

ｓ

ｓ

。
　

８５
］

０

〕

ｅ
　

８４
Ｒ２０９． ２９＞

Ｒ

Ⅲ

・
‐‐‐‐
．
‐‐‐‐

‐‐‐―

―――

―――

詐

――‐‐

‐‐‐―

＝

―――

・
‐‐‐
．
‐‐‐

り

。

。

ｏ

８３
］

ｎｌｌｌ
＃
―――
―――
♯
―――
＝
脆
＝
＝ｖ
ｅｏ盈
［

Ｒ‐‐
・＝‐‐．‐‐‐‐‐‐‐―――――
・――――．‐‐‐‐‐‐‐‐‐―――――
・―――．‐‐‐Ⅵ
⇔。◇８‐］

ｎ＝‐ｉ・‐‐‐．‐‐‐‐‐‐――‐―――――――‐―――‐―‐――十一‐‐‐．‐‐‐‐‐‐―‐――‐―‐――‐悧脚Ｍ＝＝〃′ｖΘョ　ｓ８０］

＝‐‐‐
・‐‐‐．‐‐‐‐‐‐――――――＃―――‐‐‐‐‐――――――キーーー＝
ｓｓ。７９］

＝

‐‐

詐

＝

‐‐‐

‐‐―

側

＃

――‐

‐‐‐

＝

＝

・
‐‐‐
．
＝

ｗ
ｕ

。

ｏ

ｏ

７８
］

0

0

0

77
(R209-163)

10crn

68-87 トーー
「
―¬F~可~~T~~十一――――――――――――J

土坑SK104



＝

‐‐

汁

冊

Ⅷ

Ⅷ

Ⅷ

一
＝‐十
一

‐‐‐‐

悧

Ⅲ

一

‐＝‐

．剤

Ｖ

ｅ

。

。

　

　

９７

］

‐
Ｎ

Ｈ

ｉ‐

‐‐‐

川

一
‐‐‐
．
‐Ｎ

‐‐‐

‐‐‐

川

―ＩＩ

ＩＩ‐

――‐

―‐１

‐‐――

廿

‐１

脚

Ｍ

‐‐‐‐

‐‐‐‐

Ⅲ

Ⅲ

‐‐‐‐

・
‐‐‐‐
．‐‐‐‐

Ｍ

円

Ｗ

Ｖ

Ｏ

目

０

‐０７

］

　

　

　

‐Ｏｃｍ

Ｒ

‐‐

＃

＝

Ｈ

Ｈ

・

‐‐

．‐‐

＝

＝

椰

‐‐

斗

側

υ

Ｏ

ｏ

ω

　

　

９６

］

Ｈ
〔
＝
Ⅲ
‐‐‐
‐‐ｌｌ
ｌｌｌ‐
一
ｌｌ‐‐
Ⅲ
Ⅲ
‐‐‐‐
‐‐‐―
‐―――
‐‐――
‐―‐‐
――――
‐‐――
‐キーー
‐‐――
‐‐――
止
Ⅱ
‐‐‐‐
‐‐――
‐‐――
‐―――
‐―――
‐‐――
‐―‐‐
――――
‐‐――
‐―――
‐‐――
‐―‐‐
ｉ‐ｉ
十
＝
円
―――
――‐
―キ‐
Ｗ

Ｏ

ｅ

Ｏ

‐０６

中

　

　

　

の

И

０５

Ｒｌ

れ
―‐‐
詐
脚
訃
‐‐‐

・―十一
＝
‐‐
‐‐

・
‐‐
．‐‐‐
＝

。
ω
ο
　
９５
］
州
И
岡脚
汁
‐‐‐‐
‐‐‐
‐‐‐‐
脚
―――――
――――
一
‐―‐‐
‐‐‐―
‐‐――
‐―
‐――
甜
剣
Ｍ
Ｖ

ｏ
ｓ
ｅ
ｏ

＝

冊

＝

下

‐‐十

‐‐―

・

‐‐

．
‐‐‐

‐‐‐

‐‐―

・

＝―

一

Ｍ

Ⅲ

Ｗ

Ｖ

。

。

９

　

９４

］

ｎ
＝

Ⅲ

・

‐‐

．
Ⅲ

酬

山

中

‐‐‐

‐‐‐

・
‐‐十
一

Ｍ

Ｖ

ｅ

⇔

。

　

　

　

‐ｏ４

］

一　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

ｍ
‐‐‐
Ⅲ

・
‐‐‐
．一
‐‐‐‐
‐‐‐‐
‐―‐‐
――‐‐
――――
‐―――
悧
―――
一
Ｍ
刊
Ｍ
‐‐‐
Ｎ
Ⅲ

・
‐‐‐
．‐‐‐
Ⅲ
＝
Ｖ

ｅ

ｅ

。

　

９３
］

ｎ‐十

一
‐‐‐
．
‐‐‐

‐‐‐

―――

・

―‐‐
．
‐‐

‐‐

Ⅲ

Ц

市

＝

。

ｏ

ｏ

　

　

‐ｏ３
］

０

０

。

９２

］

耐

Ⅲ

オ

‐‐‐

‐‐―

・

―――

．

‐‐‐

脚

一

‐‐十

一
‐‐

Ｕ

。

①

。

　

‐ｏ２

叫

一　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　１６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　‐
鋼

共

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

一

‐

‐‐‐

一
‐‐‐

‐‐―

――――

‐―――

・

‐‐‐‐

‐――‐

―――‐

Ｈ

ＩＩＩＩ

・
――‐‐

‐‐‐―

――Ｉ

Ｖ

ｅ

ｏ

ｏ

　

９‐
叫

　
Ｒ

咄

剤

＝

―――

―――‐

Ⅷ

ＩＩＩ

ＩＩＩ

Ⅲ

一
＝‐

＝

Ｕ

。

。

。

　

‐ｏ
帥

９０

］

ｍ

附

陣

‐‐‐

一

‐‐‐

‐‐‐

脚

‐‐――

――――

――‐‐

上

一

脚

側

Ｍ

Ｍ

ｍ

ｌｌｌｌ

・

‐‐‐十

一‐‐‐‐

Ⅷ

‐‐‐

Ｖ

。

ｏ

。

　

‐ｏｏ

¨

８”‐。７ヶ

　

Л

＝

排

旧

旧

‐‐‐

汁

―‐

‐―

椰

＃

＝
＝
＝

ら

Ｏ

ｏ

８９
くＲ２０９． ‐３

　

ｎ
‐‐

オ

‐‐―

‐――

―――

非

―‐―

‐‐十

一

‐‐‐

．‐‐

け

。

そ

９９
］

蜘

　
　
ｍ
＝
悧

・
‐‐‐‐
・‐‐‐‐
‐――‐
――――
‐―――
‐―――
‐―――
‐――‐
―――十
一一
‐‐‐
Ⅲ
Ⅲ
Ⅷ
Ⅷ
出
酎
‐‐
十
Ｈ
‐‐
Ｗ

　
珍
　
＠
　
珍

８８
くＲ２０９． ２５＞

　

ｎ
‐‐‐
Ｍ
‐‐‐
．叶
‐‐‐
‐‐ｉ
性
掛
Ｍ
‐‐
ｉｉ

・
！‐十一
‐‐‐
＝
悧
鮒
刑
硝
＝
‐‐‐
Ⅲ
Ｖ

　
ｏ

ｏ
　
Ｄ

９８
Ｒ２０９．．０９＞

図

面

三

二

　

迫
還
物

実

測

図

一　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

一

ｎ

＝

―――

＝

＝

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

悧

＝

―――

＝

＝

＝

Ｗ

＝

キｌ

ｗ

ｓ

⇔

ｏ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

88～ 107トーFT~「下~■~~~―――引

土坑SK104



図
面
三
四
　
迫逗
物
実
測
図

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑯

ｎ
ｍ
＝
皿
‐‐‐‐
側
剤
‐‐‐‐
‐―‐‐
側
側
ＩＩＩＩ
ＩＩ‐‐
ＩＩＩＩ
側
‐‐ＩＩ

・
――川
悧
‐‐――
――ＩＩ
ＩＩ‐‐
ＩＩＩＩ
‐‐ＩＩ
‐‐ＩＩ
‐‐――
側
Ⅲ

・――――――ＩＩ
‐‐ＩＩ
Ⅲ
＝
！
　
。
　
・
　
。
　
　
　
‐１７
Ｒ２０９．

Ｈ

‐‐

・
‐‐
．‐‐‐

＝

＝

＝

・
＝‐
．
鮒

‐‐‐

〃

Ⅲ

半

‐‐

Ｕ

。

６

。
　

　

‐２７
］

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・３９

ｈⅢ
腑
Ⅷ
＝
ｌｌｌ
日
―――
剤
―――
―――
＝
Ⅲ
剣
＝
ｖ
§
ｅ
ｅ
　
‐２６叫

＝

‐十

一

‐十

一＝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

・

‐十

一Ｈ

‐‐

‐‐

Ｈ

‐‐

．寸

Ⅵ

ｕ

。

い

。

　

‐２５

］

Ｒ
＝
―――
川

・
―――
．川
川
―――
‐―‐
――‐
―‐―
脚
批
側
‐‐‐
‐‐‐
―‐‐
―‐‐
―‐‐
‐――
‐―十

一
‐‐‐
．一
Ｗ
＝
Ｕ

§

§

§

　

‐２４

］

一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勁

蜘

ｍ

ｌｌＩ

‐―‐

‐Ｉ‐

Ⅲ

判

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

‐ＩＩＢ

肺

ＩＩ１７

‥‐‐―

判

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ｗ

Ⅲ

ｌｌｌｌ

ｌ‐ＶＩ

‐‐イー

‐ＩＩＩ

‐―――

‐―――

判

Ⅲ

Ⅷ

‐‐‐

ｕ

Ｓ

Ｓ

Ｏ

‐２３

叫

怖雁
・―――．‐――‐‐‐‐‐――ＩⅢ＃酬‐‐‐＝♯＝‐‐ｕ。っ。‐２２］

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐６８

川

＝

・

―――

―――

＝

＝

脚

・

＝ ＝

Ｍ

悧

‐‐‐―

―――Ｉ

Ｍ

一

‐＝

Ｍ

＝

Ｗ

。

ｏ

ｅ

‐２‐

Ｒ２０９
．

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・２８

＝

ｍ

一

＝‐‐

‐‐―

――Ｉ

Ⅲ

ＩＩＩ

凹

Ⅷ

ＩＩＩＩ

ＩＩＩＩ

ＩＩＩＩ

・

＝―‐

Ⅲ

Ｍ

ｕ

ａ

Ｏ

Ｂ

‐２。

叫

ｕ

ｍ

＝

Ⅲ

川

Ⅲ

・
‐ＩＩ
．Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

‐‐‐

Ⅲ

Ⅲ

‐‐‐

Ⅷ

‐‐‐‐

川

Ⅲ

Ⅲ

＝

ｍ

ｉ‐‐‐

・
‐‐‐‐‐
．‐‐‐‐‐

‐‐――‐

剛

―‐‐‐

悧

‐‐‐‐

‐‐Ｕ

一

Ⅲ

Ｉ‐‐‐

‐‐‐‐

脚

Ⅲ

Ｉ‐

Ｈ

‐Ｒ

Ⅷ

赳

②

。

¢

‐‐９

中

用

‐‐‐

脚

叶

国

阿

‐‐‐‐

♯

州

脚

Ｍ

‐‐‐‐

辞

脚

斗

牌

Ｖ

・

。

。

‐‐８

Ｒ２０９
．
‐８７＞

め

っ

珍

‐‐６

０９．
Ｒ

υ
０
０　‐１０叫

‐
‐
Ａ
‐‐
側
Ｅｕ
Ｈ
間
ＩＩＩ．
旧
‐‐‐
‐‐‐
‐‐‐‐
Ｍ
悧
Ｈ
側
二‐‐
悧
――――
ＩＩＩＩ
‐‐――
悧
側
峠
‐‐‐‐
Ｍ
阿
К
Ｈ
側
ＩＩＩ
悧
旧
――Ｉ
Ｍ
ＩＩＩＩ
Ⅷ
Ⅷ
Ｉ１１
．側
‐‐‐
Ｗ
＝
＝
Ｖ

ｅ

ｅ

。

　

‐１５

］

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
十　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞

Ｈ
ｍ

‐‐‐

．‐‐‐

‐‐‐‐

‐‐―

―――

―――

．――‐‐

‐‐‐―

――――

――ｌ

ｉｌｌ

一
Ｍ

Ⅷ

Ｖ

り

の

り

‐１４

０９． ． ７

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｒ２

耐

障

・

‐‐‐

．
‐‐‐

‐‐‐‐

‐―――

・

―‐‐

．
‐‐‐

‐‐‐

Ｈ

キ‐

咄

中

、

。

§

ｓ

　

‐‐３

］

一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

Ａ
＝
一‐‐‐＝
川
＝
‐――
‐――
刊
‐―Ｉ
Ⅲ
ｍ
ｌｌｌ
Ⅲ
剤
ｖ
ｖ
。
っ
っ‐‐２叫

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・５８

猟

＝

Ｈ

引

＝

＝

Ｈ

ｌ ｉ

ｌｌｌ

Ⅷ

側

‐――

＝

――

―――

判

Ｈ

Ｗ

ｖ

。

ｄ

。

＝

叫

e

全

O
ミ

0

108        109
(R209-73)  (R209-6)

樹種 :スギ

108～127L丁~「T¬~十一―――――引

土坑SK104



盆
　
ｏ

　

Ｏ
　
　
　
‐３７

０９．Ｒ衡

的

げ

，

‐３５

２０９．
Ｒ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
． 　
　
　
　
　
　
　
　
． 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

一８

‐
刊

＝

‐十

‐――

‐――

―――

―――

―――

――

＝

―――

――Ｉ

Ｕ

Ｇ

０

０

　

１３

０９

一　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

］

ω

い
　

　

‐４７
呻

淋
―――
――――．―‐‐‐
‐‐――
――――
版
――――
――――
憶
Ⅶ
＝
ｏ
ａ
ｏ
　
‐４６］

一　

　

　

　

　

　

　

一　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｒ２

一
　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２８

６

Φ

⇔

　

櫛

叫

Ｈ‐‐‐斗‐‐‐‐‐――――――情キーー‐Ⅲ＝Ｍ＃Ｖ
ｅｅ。　‐４４］燐

一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　３
判

Ａ

Ｈ

一
キ‐

＝

山

脚

‐‐―

・
―――

側

憔

‐‐‐

――Ｉ

Ⅷ

ＩＩ

＝

．

Φ

。

０

　

　

１４
帥

‐
ｐ

＝

‐‐

十

Ｈ

＝

Ｈ

Ｈ

Ｍ

・

‐‐‐

．
‐‐‐‐

‐―‐

＝

――‐

Ⅷ

＋

Ｗ

Ｖ

』

。

。

　

‐４‐

的

一　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

］
同
‐‐‐

一
‐‐‐
判
Ｈ
‐‐‐
‐‐‐
Ｉ‐‐
悧
ユーｌｌ
ｉｌ‐

・
＝‐ｉ
脚
‐‐‐ｌ
ｌｌｕ
ｌｌｌ
‐―ｌｌ
ｉｌｕ
Ⅷ
ｌｌｌＩ

・
‐‐＝
剤
Ｗ
ｉ‐
Ｖ

ｅ

。

・

‐４０
蜘Ｒ

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐２４

漁

Ⅲ

一
‐‐‐

Ⅲ

問

‐‐―

―――

到

―Ｉ

Ｍ

Ｍ

・

＝‐

Ｈ

Ｕ

。

げ

０

‐３９
２０９．
Ｒ

Ｈ

ｍ
側
川
附
Ⅲ
‐ＩＲ
咋
Ⅲ
Ⅲ
‐‐‐
Ⅲ
‐ＩＩ
‐１ｌ
Ⅲ
‐ＩＩ
Ⅲ
‐ＩＩ
ＩＩＩ
一Ⅲ

Ⅲ
Ｍ
脚
‐ｌ‐
１１‐
Ⅷ
Ⅲ
Ｍ
棚
‐―――――
嵯
陸
‐――‐‐
Ｍ
Ⅷ
Ｗ
刊

食

０

０

‐３４

］

一　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礎

Ｈ
∩
＝
―――
川
Ⅲ

・
―――
．円
川
＝
Ⅲ
＝
Ⅲ
Ⅲ
‐‐‐‐
＝
‐‐‐
Ⅷ
丁
‐‐‐‐
眺
Ⅲ
Ⅷ
‐‐ｈ
ｉ‐‐‐
‐―――
‐―――
＝
Ⅷ
一
旧
‐‐‐
Ｍ
＝
Ｗ

Ｏ

Ｏ

。

‐３３

］

邁

‐‐

Ⅲ

升

‐‐‐

Ｎ

Ｍ

Ⅲ

斗

‐‐‐

‐‐‐

‐‐１

１１１

叶

‐‐‐‐

υ

。

ｓ

。

‐３２

］

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１３２

郷

＝

剤

―ｌ

ｌｌ

＝

Ｍ

・

ＩＩ

ＩＩＩ

ＩＩＩ

Ⅲ

Ｗ

・
―――

＝

Ｕ

リ

ロ

全

‐３‐

Ｒ２０９．

１

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

口

０

‐３０

い

‐２８”‐４７
＞

　

＝

悧

一

‐‐‐

．Ⅲ

Ⅲ

Ｎ

‐‐‐

寸

＝

‐‐‐

‐‐‐

‐‐―十

一

＝‐十

一旧
Ｎ

Ｈ

Ｖ

ａ

ａ

，

‐２９

］

蜘

　

＝

‐‐‐

‐‐‐

詐

悧

‐‐

‐‐‐

―ｌｌ

＃

―キ‐

Ⅷ

‐‐‐‐

‐‐‐

叶

Ｍ

＝
ｖ

ｏ

ｏ

。

‐２８

『

図

面

二

五

　

ｕ
退

物

実

測

図

珍

珍

142
(R209-142)

0

S

0
138

(R209-77)

0            1/3          10cm

128～147

土坑SK104



図
面
三
六
　
遺
物
実
測
図

曰００‐５７］

‐
　

　

ぎ

‐５６］
日

Ｒ

＝
　

　

を

‐５５］

‥

‐５４］
　

　

§ｏ
‐６４Ｒ２０９．８２＞
　

　

。
‐７４くＲ・５５③＞
．４８

爪

‐‐‐‐

‐‐‐

‐‐―

＃

―――‐

‐‐‐‐

・

――十

一
Ⅷ

＝

＝

ａ

。

　

　

‐５３

くＲ２。９． ６３

　

日
儒
Ⅷ
‐――‐‐
酬
卸
‐‐‐
Ⅲ
一
‐‐‐‐
‐‐‐‐
――‐‐
――‐‐
ＩＩ‐‐
Ｍ
‐‐‐‐
‐―‐‐
一
―‐‐‐
Ⅲ
削
ＥＩ
Ｗ
Ｖ

Ｏ

。

　

組

中

Ш

円

Ｈ

ｈｉ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

肘

廿

＝

脚

側

Ⅲ

脚

Ⅲ

＝

Ｗ

一

＝

＝

＝

Ｖ

ｅ

ｅ

‐５２

］

　

　

漁

‐‐‐‐

‐‐‐‐

‐―――

‐――‐

＝

―‐‐‐

側

‐‐‐‐

・
‐‐‐
．‐‐‐

‐‐‐

‐――

‐―ｌ

ν

珍

の

　

　

‐６２

Ｒ２０９． ． ３３
＞

ｈ
Ｎ
＝
‐‐
Ⅲ
Ｈ
‐‐‐
‐‐‐
．＝
＝
＝
＝
＝
＝
側
＝
阿
＝
に
＝
＝
＝
＝
Ｕ
，
　
Ｈ
　
Ｂ
　
　
７２

一坤

一　

　

　

　

　

　

　

一　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

Ｒ２０

号
‐５‐］
Ｈ

　

§。
‐６‐］
　

　

⇔晟

Ｏ②Ｏ‐５０』
　

　

ＯＯ。‐６０］
　

　

∴

一　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐３６

Ｉ
Ｉ
Ｒ

旧

―ＩＩ

‐Ｉ‐

川

―――

川

・
―１１

１‐‐

＝

Ⅲ

‐１１

１１１

悧

引

判

悧

Ⅲ

切

‐‐

Ｖ

▼

§

。

‐６９

Ｒ２０９
．

一　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１９４

奥

＝

＝

Ｈ

引

Ｈ

Ｍ

ＩＩ‐

・

‐‐‐

＝

＝

ｕ

ｇ

ｅ

‐６８

叫

e

O
①

D

0        。
148         149
(R209-47)  (R209-61)

砂       ②

の         ∽

153          159
(R209-42)    (R209-95)

I

§

$

173

(R209-171)

土坑SK104



‐９５

］

Ｈ

Ｈ

ｈ

‐‐‐

廿

‐‐‐

‐‐‐

＝

‐‐‐

‐‐―

―――

．叶

円

‐‐

ｙ

ね

ω

２。５

咆

０

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

一

羽

ｈ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｈ

ｏ

ｏ

ｏ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ

ゆ
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

つつ
‐８３］
　

　

　

ｏＯ
‐９４］
　

　

　

合う０
２。４くＲ２０９．２＞

貶

‐８２

］

Ж

＝

一

＝‐

．脚

‐‐‐

‐‐‐

――十

一

‐‐十

一Ⅲ

‐‐‐‐

‐‐‐‐

Ⅷ

・

＝＝

．出

く

Ц

。

ｓ

砂

樹

Ｒ２０９． ３９
＞

Ｈ
ｎ

ｉ‐‐

・

‐‐

．＝

＝

＝

・

‐‐

．
Ｈ

Ｈ

・

‐‐‐

．＝

＝

Ｖ

。

口

。

２０３

］

一　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

６２

Ⅲ

Ⅲ

‐‐‐

・
‐‐‐
一
Ｍ

Ｍ

Ⅲ

‐‐Ｅ
‐‐‐
＝
オ

‐‐‐

＝

「

９

②

ｏ

‐９２
］

ｕ
Ⅲ

・

‐‐‐

．Ⅲ
川
Ⅲ
‐‐‐
‐‐‐
Ⅲ
Ⅲ

・
‐‐‐
．
‐‐‐

Ⅲ

＝

・

‐‐‐

．傾

”

ｆ

ｅ

ｏ

ｓ
２０２
］

出
　

　

　

０
一
‐８‐研
梓

＞

　

　

　

　

　

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・６‐　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

川
円

―――

―――

剤

Ⅲ

ＩＩ‐

――‐

――

悧

瑚

Ⅲ

Ⅲ

晴

６

。

。

‐９‐

研

＝

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

。

。

。

２０‐

研

拍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
α
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飩

蜘　

　

　

Ш読
　

　

　

　

　

。Ｑ。‐９。］＝
　

　

　

丘
［
蝋

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｒ

珍

の

図
面
三
七
　
遺
物
実
測
図

２〇

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

一

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｄ

・
１〇

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

　

　

‐

・６５

‐８９向
日＝
‐‐―
．願
＝
ｌｌ
＝
―――．――――
‐‐‐‐
‐―――
―――．Ⅲ
Ｈ
ｏ
・
。
　
　
‐９９蜘

Ｒ２
　
　
　
　
　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｒ２

一　

　

　

一

十　

　

　

一

ｏ
・
　

濯

‐‐―

剖

―

―

刊

―

―

「

―

‥

ｔ
　

駅

‐

‐

一
　

　

　

・
　

　

　

Ｑ

Ｒ

Ｈ＃

∽

‐８９］

―‐
酎
日
Ｈ
Ｈ
ＩＩ
．Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｖ

　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
‐８８

］

　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ω

　

Щ
脚

側

‐――

肌

―――

―――

―――

‐――

‐――

‐―‐

―‐‐

―――

‐１ｌ

Ⅲ

‐―Ｉ

ＵＩ

Ⅲ

＝

――Ｉ

Ｗ

一　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

一

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５．

Ｈ
　

　

Ｏ

‐８７叫

解

脚

‐‐

脚

傭

ｍ

‐‐

ｕ
ｖ

ｏ

　

　

　

　

価

０９． ２０３
＞

　

　

　

一
　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

７８．

０
‐８５中
　

　

　

§ｓＳ
‐９６呻
　

　

　

つ２。６］

一　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貶



図
面
三
八
　
迫違
物
実
測
図

ｓｅ
２‐９］
日
　

ＩＳ

２２９』
＋

Ｈ。

Ｒ

一
　
・
　
　
Ш
　
一
一
　
　
・９。
‐‐
・
＝
．―

。
２３８］

日
師
Ⅲ
川
川
円

・
―――
川
＝
川
川
＝
Ⅲ
Ｈ
Ⅲ
‐ＩＩ
Ⅲ
Ⅲ
判
＝
＝
Ｗ
Ｕ
＝

ｇ

。

　

２‐８

Ｒ２０９．
　

Ｈ
Ⅲ

・

―‐‐

＝

‐‐Ｉ

Ⅷ

Ｕ

Ｈ

ａ

§

　

２２８

叫

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

一　

　

　

　

　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・８３

　
　

　

　

　

　

・　

　

　

　

　

　

　

・

Ｈ　
　
　
　
　
。
。
２‐７叫

一

Ｉ
　
ｍ

日
Π

脚

‐――十

一

＝‐十

一訓

Ⅲ

‐‐‐‐

Ⅲ

・

――十

一‐‐‐‐

Ⅲ

‐‐‐

ｕ

Ｈ

ｏ

。

２‐２

］

燐

。

ヮ

　

　

２２７

］

　

　

Ｗ
Ｔ‐

―‐‐

・

‐‐‐

．‐‐‐

‐‐

川

γ

ａ

　

　

２３７

］

９

　

　

　

２２６

］

　

　

」
ＲＩ
ｈ
Ｈ
‐‐

叶

Ｈ

Ｎ

Ｗ

９

　

　

２３６

］

　

　

Ｈ

叶

ｐ

ｓ
　

２４６

］

ぅ
　
。
　

２２２

］

　

　

　

伽

ｍ

Ⅲ

‐‐‐

‐‐‐

・

――‐

．Ⅲ
＝
‐‐‐

‐‐‐

＝

Ｈ

　

。

　

２３２

ぐＲ２０９． ． ４９

　

　

　

　

興

一

‐‐十

一Ⅷ

Ｕ

Ｈ

。

２４２

］

２‐６

２０９
．

Ｒ

＝

■

絆

ナ

冒

飴

卑

＝

状

′
ゴ

鵬

＝

♯

＝

里

］

斗

歳

］
　

　

∈
２２４］

　

い
２３４い

Ｒ２
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
・

Ｓ
Ｇ
２‐４叫　
　
　
　
　
§
６
２２４陸
　

　

　

　

い

経

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｒ

］

＝

砒

。
議

刊

企謂

Ｈ

・

‐

一
‐‐

・

‐十

一

ど

∴

‐

寸

下

‥

腑

乖

俳

血

脇

十

満

４＜２‐。”２４６
　

　

會ｍ＜Ｒ２。９．８５＞
Ｈ
　

□
２２‐］
　

§
劉］

蜘　

　

　

＝
２‐。］
　

　

＝。
２２０］
　

ＨＯ一２３。くＲ２０９．４＞
239
(R209-202)

10crn

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

１３

日
ｍ
‐キー
剛
Ｍ
旧
υ
ｌ１
　
６
　
　
２４‐
０９．

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｒ２

一　

　

　

　

　

　

　

　

・３．

・

‐

ぬ２４０
徘
Ｒ

210～246卜T―

「

T¬F十一―――――J

土坑SK104



土坑SK104(247～ 249)

期
が

図
面
二
九
　
二違
物
実
測
図

パＨｉ‐‐‐‐‐‐‐‐――四‐‐キ‐田附旧‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐――‐―‐‐――――‐‐―‐］］剛曜Ｆ一学中

脱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

思
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

土 土坑SKl17(251)

・ ―
― D―

249(R209-37)

樹種 :ヒノキ

_題ココ�IEココおこ
247(R209-148)

樹種 :ヒノキ科

土坑SKl19(252～ 261)

252(R792-3)

●

250(R727)

254(R792-5)

期
′ 働

Ｈ
日
沖

256(R猾 2-8)

期

'
261(R792-10)

257(R792-2)

土坑SK104、 土坑SKl16、 土坑SKl17、 土坑SKl19



土坑SK124(262～ 264)

清SD224(268・ 269)

Ｒ

％

２６２

263(R955)

Ⅷ 緯

跡 953・ 9541

図
面
四
〇
　
壇退
物
実
測
図

M

溝SD225(270～ 272)

270(R798-11)

/1ヽビットSP923(265)

265(R696-1)

/1ヽビットSP925(266) 溝SD203(267)

267(R146)

271(R607)

10cm
262～ 268、 270～ 272

0                   1/4                 20cm

269

土坑SK124、 /1ヽ ピットSP923、 /1ヽ ピットSP925、 /1ヽ ピットSP203、 溝SD224、 溝SD225



図
面
四

一　

遺
物
実
測
図

溝SD225(273・ 274)

273(R798-13)

274(R798-16)

樹種:クリ

／
／

ル

‐――‐

溝SD225

273・ 274!一―~~「_r_T一Y生_____―――
=野

m



溝SD225(275～ 282)

‐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜘］

測
瑚
‐―――
‐―――
園
Ⅷ
Ｍ
韓

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
属亜

溝SD227(283)             溝SD231(285～ 289)

清SD228(284)

溝 SD225、 溝 SD227、 溝 228、 溝 SD231

0            1/6          20cm

277・ 280

0                   1/4                 20cm

275。 276・ 278・ 279・ 281・ 282

0            1/3          10cコ n

283-289

一ω崎

一
　

　

　

　

２

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＞

一　
　

　

　

　
　

　

　

剛一瓢

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＞

一　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

曲

凋
十‐‐‐
―――‐
――――
‐‐――
‐‐――
脚
Ｈ
ＩＩＩ
ＩＩＩ
越
Ｎ

鬱
霞
独

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

・８＞が

盛同腑剛国‐‐‐‐国国凹旧四阿翅Ⅵ同岡Ｍ‐ＭＭｕＷ７７くＲ７９８舶

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
２

⑬
耐
――
――
――
理
岡
鰯
隠
剛
側

一　
　
　
　
　
　
　
一

287(R794-4'795)



図
面
四
三
　
注退
物
実
測
図

∋◎ 2螂め09(  |
292(R590)

I

291|

290(R896)

く２９９”謝〃
〃
″
団

＼
と___1三三II''                 5)

清SD236(291～ 293)

I

清SD243(296・ 297)

305(R735)

］紘翻翻牌２９９

298(R682-1)

303(R679'796-1)

ガ ~

304(R632)

溝SD232、 溝 SD236、 溝 SD241、 溝 SD243、 溝 SD246、 自然流路 SD244

290-305



自然流路SD244(306～ 308)

C)○
i   307(R657)

306(R736)

図
面
四
四
　
ｕ退
物
実
測
図

310(R301・386) 312(R502)

313(R100・ 497)

317(R386)

0           1/3         10cm
306～319

303(R681)

第1包合層 (309～ 319)

309(R457)

311(R618)

314(R575) 315(R242)

316(R702)

奄
彰

―

一 f―

319(R439・ 500・ 501・ 609・ 610・ 743)

自然流路SD244、 第 1包含層



図
面
四
五
　
逹逗
物
実
測
図

第1包含層 (320～ 326)

320(R495)

321(R160・ 240・ 456)

325(R440)

0           1/3         10cm
320-326 トーー

「
―¬F~イ~~T~~十一―――――――――――-1

326(R89・ 376)

第 1包含層



第1包含層 (327～352)

327(R216・ 717)

図
面
四
六
　
Ｈ遅
物
実
測
図

330(R456) 331(R69) R160)

R237)

く
く
三
三

三 :::::::::::::ア
:子 :、      

―

  

頂

三

::::::::::I::::::::'テ

テ

'

343(R230)

345(R363)

344(R475)

(R492) 347(R722)

328(R257・ 259)

333(R293)

334(R470)

337(R712)

351(R351)

第 1包含層

327´ウ352



第1包含層 (353～ 385)

353(R236)

355(R302)

図
面
四
七
　
迫返
物
実
測
図

362(R420)361(R389)

363(R389)

369(R86)

0            1/3          10cm倦
-383(酪

8)

)365(R417)

364(R322)

370(]
記131)                           372(R388)

∝
虫R375・ 3881 380(R181)

円

363(R582)

375(R53)

382(R311)

第 1包含層

384(R341)
353-385



第1包含層 (386⌒V400)

386(R128) 387(R251・ 394・ 1064)

図
面
四
八
　
逹逗
物
実
測
図

ヒ且矛冒/
391(R84)

ぬ>″ か ノ 395(R561)

392(R230)

400(R72)

394(R307)

388(R445)

389(R334) 390(R305)

397(R485)

第 1包含層

386～ 400



図
面
四
九
　
】返
物
実
測
図

第1包含層 (401～417)

402(R394)

I  I〕
Q〔働⑥

403(R482)

II                    I

Ｏ

］

407(R468)

410(R308)

|

1             411(R404)

|

D③
O③
1        417(R362)

0            1/3          10cm
と01～417トイー

「

イーF+~~~~― ―J

D⑥
412(R481)

⑪ ⑥

413(R536)

416(R481)

第 1包含層

415(R20)



第1包合層 (418～ 438)

!

図
面
五
〇
　
ヒ退
物
実
測
図

425(R454)

|             |             I             I

①③ ③③⑬O⑬O
423(R453)

勲 ⑬◎
1       429(R26)

426(R575)

0           1/3         10Cm
418～ 430・ 435～ 438いす―~―す―トーーーーー引

o                   1/1                  5crn

431～ 433トー~~r― ――T―~~T~~~可 ~~~引

0                   1/2                 10Crn

434ト ー
F~F~「

~下 ~十

一 ― ― 一 一 一 ― ― ― 引

422(R481)

00
430(R249)

一一
　

　

Ｒ９

卵

―
(3とB≧髪1「

431(R35) 432(R161)

433(R84)

q

第 1包含層



図
面
五

一　

遺
物
実
測
図

井戸SE501(439～ 441)

440(R1073)
樹種 :カヤ

441(R1068-1)

樹種 :スギ

0            1/3          10cm
439 トーー
「
―¬F~■~~イ~~十一――――――――――――→

0            1/6          20cm
441

0                  1/4 20cm

井戸SE501

440



図
面
五
二
　
遺
物
実
測
図

囚

酬

円

Ｈ

日

Ｈ

日

Ｈ

半

日

日

日

Ｈ

日

日

日

開

μ

硼

４４３

くＲ‐０７．
．
４＞

自然流路SD268(449～ 452)

Л

<¥|
%

0            1/3          10cコ n

442～448卜T呵―

「

T引脂―――――引

0            1/3          10cm
449～452卜T¬一

「

T引昨―――――引

井戸SE501、 自然流路SD268



図
面
五
三
　
迫違
物
実
測
図

自然流路SD263(453～ 465)

453(R958。 984)

455(R1019)

457(R903)

454(R959)

456(R984)

458(R1037)

460(R1036)

461(R1000)

462(R1087)

464(R1087)

463(R1035)

自然流路SD268



466(R1000)

図
面
五
四
　
逹逗
物
実
測
図

472(R100(

473(R831)

476(R946)

自然流路SD268(466～480)

467(R565)

468(R984)

470(R697)

469(R864・ 973)

471(R1036)

妻

474(R1043) 477(R1015)

479(R981)

自然流路SD268

478(R904・ 835)



図
面
五
五
　
Ｈ返
物
実
測
図

484(R872)

491(R870)                                      492(R1027)

493(R957)

497(R517)496(R870・ 872)

498(R545)

0            1/3          10cコ n

481～498

自然流路SD268(481～ 498)

483(R566)

486(R996)

489(R957)

494(R994)

自然流路SD268



図
面
五
六
　
Ｈ逗
物
実
測
図

(R864)

499(R1027・ 1032)

自然流路SD268(499～502)

汀ヽ

■

χ

1群部

E

502
5・ 871・ 872・ 900・ 965'973)(R864・ 865・ 685・ 87

502i上
__T__―

「
――¬「
――耳~~生イ生________―――――――:翌fm

自然流路SD268



自然流路SD268(503～ 510)

図
面
五
七
　
泣違
物
実
測
図

503
(R863・ 877・ 878・ 993・ 1010。 1018)

:こととをと
'

チ影

電 (R881・ 902・ 971)

504(R877・ 976・ 1032・ 1033)

509(R867)            510(R907)

0            1/3          10cm
503´ψ509トー¬

「
―¬――■~~T~~キ ~~~―――――――――-1

0                   1/4                 20cm
510トー可~¬~~「~T~■~―――――――――引

508(R867) 510(R907)

自然流路SD268



自然流路SD268(511) 溝SD269(512～ 516)

第2包合層 (517～521)

512(R1067)

図
面
五
人
　
と遅
物
実
測
図

519(R847)

518(R760)

520(

0            1/3          10cm

512～ 521

0                   1/4                 20cm

511卜~――T―,一耳―引トーーーーーーーーー引

７

醐

515(R1067)

513(R1067)

516(R1067)

514(R1067)

鞄触礫〃
517(R789)

自然流路SD268、 溝SD269

521(R927)



第2包含層 (522～ 538)

図
面
五
九
　
迫違
物
実
測
図

522(R774)

523(R1062) 524(R787)

525(R866)

529(R856)                           530(R781)

532(R842)

531(R1063)

537(R1060)

526(R854) 527(R856) 528(R785)

534(R851)

538(R777)

0            1/3          10cm

522-538

第 2包含層



第2包含層 (539～ 546)

|

図
面
六
〇
　
迫退
物
実
測
図

口 ◎
539(R698)

O⑥
542(R698)

∋◎
1     541(R939

1        540(R938)

|

③◎
1       543(R932)

器

一　
　
　
　
喩

∩
肘
翅
５４□

0            1/3          10cm

539～ 543・ 545・ 546

0                   1/2                 10cm

544

一
　

鱒

闊
附
∪
５４５凸

肺
脚
脚
Ｕ

第2包含層





図
版
〇

一　

ｕ返
跡
写
真

1.調査前遺跡遠景 (東上空から)

2。 調査前遺跡遠景 (西上空から)



図
版
〇
二
　
迫返
跡
写
真

1.調査区全景/第 1面 (真上から、図版右が北方向)



図
版
〇
三
　
ｕ返
跡
写
真

1.調査区全景/第 2面 (真上から、図版右が北方向)



図
版
〇
四
　
遺
跡
写
真

1.調査区全景/第 3面 (真上から、図版右が北方向)



図
版
〇
五
　
壇逗
構
写
真

1.調査区東壁土層断面
(南西から)

調査区東壁土層断面
(】ヒ西から)

3.調査区東壁土層断面 (西から)



図
版
〇
六
　
迫返
跡
写
真

1.調査区全景/第 1面 (東上空から)

2.調査区全景/第 1面 (西上空から)



図
版
〇
七
　
Ｈ還
構
写
真

1.土坑 SK102完掘 (南から)

2.土坑 SK105完掘 (北から)

3.土坑 SK106完掘 (東から)



図
版
〇
八
　
遺
構
写
真

1,土坑 SK107完掘 (南から)

2.土坑 SK108完掘 (南から)

3.土坑 SK109完掘 (西から)



図
版
〇
九
　
迫退
構
写
真

1  刀ヽ ピットSP906本民rTIめイ1
出土状況 (北から)

2 小ピットSP906完 掘 (北から)

3  刀ヽピッ トSP907 Tiイ民
|II「 li】大況 (南から)

踏琴燕

Υ孫li裏とこ竜



図
版

一
〇
　
Ｈ遅
構
写
真

1。 /1ヽ ピットSP909柱根
出土状況 (南から)

2.溝 SD213-No.1遺 物出土状況
(南から)

3.道路SF701完掘 (北から)



図
版

一
一　

迫退
跡
写
真

1.調査区全景
ア
第 2面 (束上空から)

,イ
ド       /

サどョ_」〉rと

響
壌
芦
陣
巖
陣

】
イ
予♂
一
■
一主
結

2.調査区全景/第 2面 (西上空か ら)



図
版

一
二
　
迫還
構
写
真

1.掘立柱建物 SB401・ 402、 溝 SD243・ 246付近企景 (真上から、図版右が北方向)

2.掘立柱建物 SB403・ 404付近全景 (北から)



図
版

一
三
　
辻違
構
写
真

々●為

`0-

魯
"

0  ●
鶴       o
‐ ′ ,

綿

すゝ

一　
．■
．施
中
・．
一一一

，
瑯
一ド
，４
る

一

，
Ｉ
‐

お
，

　

一

学
一　
　
４
・
よ
・す
Ｅ
帯

・ｉ
，
■
，

と
い.

》

中一　Ｆ・

′
０

　

●

●
　
　
　
　
ヽ

恐` ・命 ―

'

0

α

0●  
 ́ ジ

'  0 ・

切

．　
　
　
一　
　
　
　
　
碑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

0

玲

● -   0 ■
|●●

い   .翰

■ ●  ● ●

1,研 1立柱建物 SB403・ 404・ 406 107伺 近企景 (真 11か ら、図版右が北方向)



図
版

一
四
　
迫還
構
写
真

ヽ
I!

.  テ     it i  l l1 1.. :    ‐    ′       ,

議
碧

貿

，一一∴一・， 一杵一

一
，
一Ｔ
　
　
　
　
　
′

一■
．Ｆ
・

一
　

　

　

一一
ｉギ
ｉ

一

／

「ゴ
■
，

「ギ
一

イ

1.掘立柱建物 SB403 P7柱根
出土状況 (南から)

2.掘立柱建物 SB403 P8柱根
出土状況 (北から)

3.掘立柱建物 SB403 P12柱根
出土状況 (北から)

∵! T

軍Ⅲ
．＝μ■ｉ〉．“！　．

一与
ｉ．”



図
版

一
五
　
ヒ返
構
写
真

静
一幾
|111.i

1.掘立柱建物 SB404-P7礎盤
出土状況 (南から)

2.掘立柱建物 SB404-P8礎盤
出土状況 (西から)

3.掘立柱建物 SB404-P9土錘
出土状況 (東から)



図
版

一
六
　
江退
構
写
真

幹 ■―ュ.

■i争エ
ー
|

正|∵盤
丼 iぱ

拗 |.i

,イ
″

留|オ七

″
Ｔ

イ

1.掘立柱建物 SB404‐ P12礎盤
出土状況 (東から)

2.掘立柱建物 SB404 P15礎盤
出土状況 (東から)

3.掘立柱建物 SB404 P16礎盤
出土状況 (北から)

鎮れ

郎
II',



ぜ

紗

生i:

`‖

「
HttF輩望
=碑

p'‐瀬戯
iゴ
‐

図
版

一
七
　
泣退
構
写
真

線

‐  募
L 等

‐ , it

t螺
彎警 4・料

1.掘立柱建物 SB406・ 407全景
(南から)

2.土坑 SK101完掘 (南から)

戸

腎 撃 耳
習 埋 報 爾 國

pⅣ
=

3.土坑 SK103完掘 (束から)



図
版

一
八
　
迫返
構
写
真

1.土坑 SK104完掘 (北から)

2.土坑 SK104第 3。 4層
検出状況 (北から)

3.土坑 SK104土層断面 (東から)



差 r甲 |ヽ.i:|,II:::ど
と:彦i:E 図

版

一
九
　
泣逗
構
写
真

土坑 SK104土層断面
(東から)

土坑 SK104箸状木製品
出土状況

土坑 SK104箸状木製品
出土状況



図
版
二
〇
　
逹退
構
写
真

一乳
梵
靭
翠

生
隷

1.土坑 SKl10完掘 (西から)

2.土坑 SKl13完掘 (南から)

3.土坑 SKl14完掘 (南から)



Ц ゞ
図
版
二

一

遺
構
写
真

一粒
　
．ィ

一ヽ

一二

r ―「

干イ,|'I

1.土坑 SKl15完掘 (東から)

2.土坑 SKl16全景 (南東から)

″

3.土坑 SKl17完掘 (西から)



図
版
三
二
　
重返
構
写
真

1.土坑 SKl18完掘 (北から)

2.土坑 SKl19全景 (南東から)

3.土坑 SK121完掘 (西から)



蠅 :筵
図
版

二
三
　
迪返
構
写
真

攀
=垂

I=it「に ■ヽ

拳:置
1.土坑 SK122完掘 (西から)

2.土坑 SK123完掘 (北東から)

簾 襲
i毛鑢 :i

|″

，
一ガ
一

3. /JヽピットSP923全景 (司ヒから)



図
版
二
四
　
迫退
構
写
真

Ⅲ…賎f聟4疑.―

吟
穂

鶴

為

1.灘 SD203完掘 (南から)

2 浦 SD223先掘 (市から)
¬pr■ ― 点

―

)峙
卜
・

霧歩
章 ‐iエ

「fP声畠奪身Fフ

ジ

テイ.工亀五

3. 溝 SD224完掘 (FTlか ら)



図
版
二
五
　
迫返
構
写
真

||141

1至 |

■ 常 ‐ 溝 勤 跡 全景 備 羽

一
、　一　．．″（

．
ャ
一
一
攀

一・ 一

・ 一一

ォ
学　

　

一一・一一

・　
　
ネ

　
ヽ

2.溝 SD225遺物出土状況
(南東から)

3.溝 SD225 Qセ クシヨン
土層断面 (南から)



図
版
二
六
　
ｕ退
構
写
真

~~ 
一■'と riれ謗pr  

―・‐一と
‐`
'二_

1ギ基下 :■■守

|

暴

1.溝 SD231全景 (西から)

2.溝 SD231遺物出土状況
(】

`か

ら)

― =・
i

3.溝 SD234完掘 (北から)



図
版
二
七
　
逹退
構
写
真

1.溝 SD236土層断面 (西から)

2.溝 SD241全景 (東から)

3.溝 SD243・ 246遺物出上状況



愁式 :   持図
版
二
八
　
泣退
構
写
真

1.溝 SD247完掘 (西から)

2.溝 SD259・ 265付近全景
(南から)

3.自然流路 SD244全景
(北西から)



図
版
二
九
　
迫違
跡
写
真

1.調査区全景/第 3面 (東上空から)

2.調査区全景/第 3面 (西上空から)



図
版
三
〇
　
迪返
構
写
真

1揺

う
,ネ

|′  
イ` と

算電

雪́
=歩

フ

1. 井戸 SE501/‐・ 景 (】ヒから)

2.井戸 SE501水溜検出状況
(】とから)

3.土坑 SK125完掘 (北から)



図
版
三

一　

逹退
構
写
真

1.自 然流路 SD268全景
(北西から)

2.自然流路 SD268土層断面
(南西から)

3.溝 SD269完掘 (南から)



1(R208)

掘立柱建物 SB403

6(R822)

樹種:スギ

10(R923)

樹種:スギ

将峰SD213図
版
三
二
　
迫退
物
写
真

5(R592)

7(R924)

樹種タリ

掘立柱建物 SB404

8(R911)

樹種タリ

9(R92ユ )

樹種:スギ

11(R922)

樹種:スギ

14(R1407)12(R1406) 13(R14C15) 15(R1403)

16(R1404) 17(Rユ 40-1)



図
版
三
二
　
逮退
物
写
真

掘ユ柱建物 SB404

29(R920)

樹種フヽンノキ属ハンノキ亜属

34(R823)

種F狂重:クリ

31(R918)

樹種:クリ

22(R891‐ 2)

樹種:クリ

土坑 SK104

26(R916)

樹種:ニガキ

23(R912)

樹種タリ

97(R2119呈 lXl)

23(R914)

20(R913)
21(R892)

25(R894)

24(R393)

40(R211)

39(R20併 177・ 20併185)



ａ
日

Ｅ
Ｅ

Ｅ
口

口
■

■
口

■

■
口

■
■

■
■

■
■

■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

Ｅ

■
口

■
日

日
―

―
１

１

　

４３

２０９
．

Ｒ

図
版
三
四
　
迫還
物
写
真

土坑 SK104

∞

ｔ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｉ
日
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｉ
Ｅ
日
日
Ｉ
日
日
〓
ロ
ロ
ー
日
Ｂ
Ｉ
Ｉ
ロ
ロ
，

　
４９

団貶

47         48
(R209つ8) (R20餅 126)

％

９

９
．
貶

42

(R209‐122)

50        51         52
(R20併 99)(R209‐ 116)(R20餅 167)

44       45         46
(R209186)(R2∞ ‐192) (R20併 170)

53         54
1R209‐113)(R209‐ 3)

55         56         57        58
(R20餅141)(R20併 164)(R209156)(R20944)

樹種 :スギ

41(Rl弼①)



上坑 SK104

60         61         62
(R20餅 16)  (R20併 123) (R209‐ 59)

樹種 :スギ

70         71         72
(R209■ 75)   (R156)   (R209198)

63         64

(R209‐137) (R209‐ 166)

73         74        75
(R209‐189)(R209‐ 101)(R209弔 3)

66         67
(R20餅 120)(R209‐ 89)

68        69
(R209‐66) (R209‐ 137)

78        79
(R209‐107) (R209‐ 160)

図
版
二
五
　
壇退
物
写
真

６５
瑯
Ｒ

76         77
(R209‐56)  (R209‐163)



図
版
三
六
　
立逗
物
写
真

土坑 SK104

80         81        82
(R20945) (R2C19-169)(R209‐110)

83         84
(R211960) (R20929) ８５卵

86

(R20餅 127)

87        89         89
(R209‐34) (R209‐25)  (R211913)

１

日

―

―

ロ

ロ

ー

‐

□

〓

日

日

Ｂ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

日

Ｅ

Ｅ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｂ

‐

‐

　

９。

期Ｒ

91          92        93        94
(R20併162) (R155① )(R20958)(R209弔 1)

95        96
(R209‐111)(R2C1933)

97        98         99
(R20974) (R20餅109) (R20餅 118)



土坑 SK104 図
版
三
七
　
迫還
物
写
真

100

(R2097) ‐０‐呻
102          103      104
(R209お6)  (R211餅102)(R20餅 ユ82)

106        107        108
(R20餅 172) (R20併191)  (R209‐ 73)

109

(R209‐6)

樹種 :スギ

110    111
(R209‐112) (R209‐158)

105

(R156)

113       114       115       116
(R20餅 90)(R209‐ 179) (R209‐ 10)(R20餅76)

117        118        119
(R209‐193) (R20餅 187) (R20餅 17)



図
版
三
人
　
ｕ退
物
写
真

土坑 SK104

120        121        122
(R209‐128) (R209‐168) (R20964)

130        131       132
(R20餅 8)  (R211併 132)(R209‐ 108)

123        124        125       126
(R209‐57) (R209‐ 174) (R20967)(R20餅 139)

127       128        129
(R153② )(R20併 188) (R20941)

138        139
(R20977)  (R209‐ 124)

133
(R209‐94)

134      135
(R20餅 97) (R209‐ 75)

136

(R20餅 87) 碍

３７

闘

‐

剛



土坑 SK104 図
版
二
九
　
迫返
物
写
真

‐４。

Ш貶

141        142
(R20954)(R209‐ 142)

152

(R20併152)

160        161        162
(R20併 105)  (R20943)  (R2119‐ 133)

143        144       145
(R20949) (R20併 181) (I鬱∞28)

樹種 :スギ

146        147      148        149
(R20餅 104)(R20餅 153)(R20947) (R20併 61)

‐５９
卵
Ｒ‐５３

期
Ｒ諺‐５‐魏‐５。呻

154        155        156
(R20970)  (R20920) (R2C19■ 29)

164       165
(R20餅 82) (R209‐ 146)

157       158
(R211992)(R20躍 )

166        167        168       169
(R2119も8) (R20餅197) (R2Cl餅 194) (R2C19‐ 136)

163

(R209178)



図
版
四
〇
　
Ｈ逗
物
写
真

土坑 SK104

170        171        172
(R209‐143) (R20併 31) (R209‐88)

180       181
(R209お5) (R20岡 2)

173

(R209‐171)

７５

９
．
．Ｒ７４

Ю
Ｒ

176        177       178
(R209‐21) (R209-184)(R20併 12)

‐８７
瑯
Ｒ

ａ■田■■■■■■．．‐　　題
期
Ｒ

Ｂ

■

■

■

■

口

Ｆ

Ｆ

Ｉ

182        133
(R209‐30)  (R20952)

193

(R209‐39)

195        196
(R209‐180)  (R209■ 55)

188        189
(R209‐130) (R20餅 205)

198        199
(R209‐53)(R20>106)

184        185
(R209-195) (R209196)

望
‐９。
Ш
Ｒ

191        192
(R209-161) (R20>121)



上坑 SK104

200         201        202
(R209-115) (R209‐ 176)(R20餅 150)

図
版
四

一　

二返
物
写
真

203
(R209‐157)

０４
醒
２

Ｒ２

205       206
(R153C))  (R209‐69)

226
(R20餅 18)

207        208      209
(R2119■ 1)  (R209■ 19)(R209‐ 165)

218       219
(R20餅 140)(R20餅 38)214        215

213      (R209‐ 1)    (R209-103)

(R20950)

225
(R20>145)

６

併

２

Ｒ２

217
(R20併183)

210
(R20併 19)

220       221
(R209‐ l17)  (R155② )

224
(R20餅 84)

222       223
(R20948)(R209‐ 201)

２‐２効韓
像
樹

229
(R2095)

227       228
(R209‐114)(R209‐190)

Ｌ
Ｅ
・
Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｆ
Ｅ

・
ロ
ロ

ロ
ロ
Ｅ

Ｉ
Ｉ
Ｆ

　

２‐‐

瑯Ｒ



臼■―――卜・　郷蜘　蜘
２３８］　蜘

ａ・口・・・ｒ日１▼　　　２３７］
％２３６卵２３５醐２３４醜２３３螂

↓２３２帥２３‐卵

土坑 SK104

230
(R2094)

図
版
四
二
　
遺
物
写
真

珈
が
幽
腫
郎

III
240      241      242
(R209‐131)(R209131)(R2092C14)

.I      I     

日

243      244      245
(R209204)(R209204)(R209‐ 202)

E
246

(R2119‐ 202)

土抗 SKl19

250(R727)   251(R793)
247(R20餅 143)

樹種 :ヒノキ科

|

252(R7923)

258(R792‐4)



土坑 SK124

/1ヽピットSP923

溝 SD224

図
版
四
三
　
Ｈ退
物
写
真

/1ヽビットSP925 溝 SD203

264(R895。 953・954)

267(R146)

268(R584)

271(R607)

270(R798■ )

272(R605)

279(R79群 13)

樹種 :クリ
269(R862)

樹種:スギ



図
版
四
四
　
注還
物
写
真

溝 SD225

溝 SD227

277(R7988)
樹種 :スギ

280(R7983)
樹種 :スギ

274(R79816)
樹種:クリ

231(R7989)
樹種:マツ属複維管束亜属

282(R6C14)

樹種:ヤマクワ

275(R798‐ 14)

樹種 :スギ

276(R798‐10)

樹種 :カエデ属

284(R799)



溝 SD231

溝 SD241

図
版
四
五
　
迫返
物
写
真

溝 SD24

?95(R628)

292(R590)

瀑u SD246

301(R654)

302(R735)|: 39o(R797‐ 1)

285(R588) 287(R794‐ 4・795)

289(R7941)

293(R590)



図
版
四
六
　
逹退
物
写
真

自然流路 SD244

305(R735)

― 307(R657)

第 1包含層

310(R301・ 386)

312(R502)

315(R242)

313(R100,497)

316(R702)



第 1包含層 図
版
四
七
　
Ｈ退
物
写
真322(R277)

325(Ral)

327(R216'717)

328KR257,259)

329(R442)

934CR4701

331 CR69)

335(R7151

337(R71妙



第 1包含層図
版
四
人
　
迫返
物
写
真 338(R428)

340(R381・ 456)

354(R305)

341(R299)

344(R475)

343(R230)

347(R722)

351(R351) 355(R302)

352(R388)

356(R499)
358(R31)

357(R717)

359(RB51'428)



図
版
四
九
　
遺
物
写
真

1641R322)

第1包含層

861(R3891

1“ SKR4171

Ｔ
『

■
蜘

Ч
印

Ｌ
］

Ｔ

中

379(R375'388)

“
蜘

◆
輛

36S(R389)3621KR420j

366(R441)
36'(R332)

377(R816)

385(R462)
386(R128)



第 1包含層

387(R251'394・ 1064)

▼
蝉

,
395(R56

390(R305)

■
］

図
版
五
〇
　
ｕ遅
物
写
真

生
的f392(R230)

399(R805'485)

400(R72)

401(R712)

406(R451)404(R482)
403(R482)



図
版
五

一　

迫退
物
写
真

第単舒含層|

411(R404)

416tR481)

408KR499)

引 ,団 )

420CR558)

盗
一
〉
中

Ⅲ 2(R481)

4171R362j

427(R4541

420CR575)424(R311)

●
42aCR354j

407(R468)

れ13CR586J

421(R457j410(R342)



第 1包含層図
版
五
二
　
重返
物
写
真

a )

井戸 SE501

438(R327)

439(R1052)

440(R1073)

樹種:カヤ

446(R1072)  447(R1072) 448(R10714)  441(R10681)
樹種 :スギ

445(R1072)442(R10692) 443(R1073■ )  444(R1072)



自然流路 SD268 図
版
五
三
　
立退
物
写
真

449(R864) 450(R564)

455(R1019)

453(R958・ 984)

457(R9t13)

460(R1036)

454(R959)

458(R1037)

459(R972)

461(R1000)

462(R1087)



図
版
五
四
　
連違
物
写
真

自然流路 SD268

465(R1040)

472(R1000)

475(R902)

473(R831)

476(R946) 477(R1015)
478(R904・ 835)



図
版
五
五
　
立返
物
写
真

488(R999'1018)

492(R1027)491(R870)

495(R1045)

自然流路 SD268

483(R566)480(R909)
482(棄969)

487(R1036)



図
版
五
六
　
遺
物
写
真

自然流路 SD268

497(R517)

501(R864)

499(R1027・ 1032)

502(R864・ 865・ 685・ 871・ 872・ 900・ 965・ 973)



自然流路 SD268 図
版
五
七
　
違違
物
写
真

503(R863・ 877・ 878・ 998・ 1010・ 1018)

505(RB81・ 902・ 971)

510(R907) 511(R907)

512(R1067)

513(R1007)



図
版
五
八
　
逹返
物
写
真

溝 SD269

第 2包含層

517(R789)

523(R1062)
524(R787)

519(R847)

525(R856)

515(R1067) 516(R1067)

522(R774)

526(R854)
523(R785)



第 2包含層 図
版
五
九
　
連退
物
写
真

蝉
542(R698)

531(R1063)

y
533(R845)

530(R781)

534(R851)

539(R∞ 8)

532(R842)

536(R777) 538(R777)

537(R1060)

悦 :  ・|■  :'

541(R938)

545(R888)



一‐―

‐‐‐
図
版
六
〇
　
注退
物
写
真

434(R186)X線写真



報 告 書 抄 録

ふ  り が  な まづくしいせきちょうさほうこくⅡ
垂
日 名 間尽遺跡調査報告Ⅱ

一昌 圭
自 名 平成 13年度、能越自動車道上砂採取関連事業に伴う調査 (A地区)

巻 久

シ リ ー ズ 名 高岡市埋蔵文化財調査報告

シ リ ー ズ 番 号 第 11冊

編 著 者 名 太田浩司、湯原勝美、パリノ・サーヴェイ株式会社
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ふ り が な

所 収 遺 跡
所 在 地

コ ー  ド 司ヒ糸華 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

間尽遺跡
ぎ島
I棠

旨i詢幣
手洗野

016202 202073

36度

45分

32秒

136度

57分

57秒

20010827

20011226

2)250だ

能越 自動車

道上砂採取

関連事業

所収遺跡名 種 月1 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

間尽遺跡 集落跡 古墳～中世前期

掘立柱建物 7棟、

柵列 1基、井戸 1

基、土坑 23基、小

ピット9基、溝 60

条、自然流路 2条、

道路 1条

土師器、須恵器、中

世土師器、白磁、青

磁、珠洲、子持勾玉、

北宋銭、木製品
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印刷所
―
株式会社文化総合企画

台1-23-12

20C14年3月31日

この報告書は、環境にやさし球 動 イン■を卸 しています。鍮 ,ュ


